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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１






　初めてあの人を見たとき、人形のようにかわいい人だと思ったことを覚えている。




　小さな顔の輪りん郭かくの中の整った相そう貌ぼうやきれいな大粒の瞳ひとみ、笑ったときに覗のぞく八や重え歯ば……語るべき魅力はいくらでもある。軽くウェーブのかかったブラウンの髪はいつも二箇所リボンが巻かれているが、もともとボリュームがあるのか、それでもふわふわとやわらかい印象を受けた。

　年相応に明るくてかわいらしく、下級生の僕から見れば少しだけ大人に見える。




　それが『聖せい嶺れい一いちの美少女』と噂うわさの、片かた瀬せ司つかさ先輩だ。




　その片瀬先輩は、僕の憧あこがれで──でも、遠くから見ているだけの、手の届かない高たか嶺ねの花。

　だと思っていた。

　だけど、僕はその片瀬先輩と、ある出来事をきっかけにしてお近づきになり、まずはよき（？）先輩後輩の関係となったのだった。




　片瀬先輩にはいろんな顔がある。

　年上らしく大人っぽい微笑ほほえみを見せたかと思えば、まるで子どものようにいたずらを仕掛けてきたり拗すねたりすることもある。

　おかげで僕は振り回されっぱなしだ。




　でも、そのどちらも片瀬先輩の魅力であることは変わりなく──気がつけば僕は、先輩に対し憧れ以上の強い感情を抱くようになっていた。

　幸いにして、片瀬先輩も僕に少なからず好意をもってくれていたようで、僕らはちょっとした紆う余よ曲きよく折せつを経へて、晴れて先輩後輩以上の関係になったのだった。




　とは言え、片瀬先輩は『学園のアイドル』とも称される人。先輩に憧れる男は星の数ほどいる。

　何が起こるかわからないけど、きっと苦労がいっぱいなのは確かだ。




　この僕──千ち秋あき那な智ちの普通の学園生活シンプルライフは、いったいどこに行ったのだろうな。
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　久しぶりの登校。

　担任の先生をブン殴って、三日間の謹きん慎しんと五日間の停学。その間に二回の日曜日をまたいで、しめて十日間。大病を患わずらったことのない僕にとって、長期の休みでもないのに十日間も学校に行かなかったのは初めての経験だ。

　停学中、大量に出された課題をやりながらしきりに会いたいと思っていた顔ぶれと、今日ようやく会える。

　親友の一いち夜やに、クラスメイトのサトちゃん、居い内うちさん。最近知り合った円まどか先輩。

　そして、何より──片瀬先輩。

「……」

　うーん、先輩の顔を思い浮かべたら妙な不安が……。

　これが片瀬先輩と交際することによって発生するであろう苦労が原因ならまだいいのだけど、たちの悪いことに先輩自身も不安の種だったりするのだった。




「もしかして、僕、ちょっと浮き気味？」

　駅を降りて学校が近づいてくるにつれて、僕はそう思った。

　というのは、久しぶりの登校だからというわけではなく、どうやら僕が停学になっている間に制服が冬服から夏服への移行期間に入ったらしく、日差しもきつくなってきた六月の頭に、僕のようにブレザーをしっかり着込んでいる生徒はごく希まれだった。

（僕には連絡なしかよ……）

　まぁ、だいたいの生徒は半はん袖そでか長袖のカッターシャツ姿ってだけで、冬服もまるっきりいないわけじゃないからいいんだけど。

　少し場違いな思いをしながら僕は学校へと向かった。




　そうして教室。

「おはよう、一夜……って、どうしたの、その腕!?」

　十日ぶりだけどいつも通り挨あい拶さつしようとして、びっくり。一夜は怪け我がをしたのか、左腕を大きな白い布で吊つっていた。

「骨にヒビが入っただけや。気にすんな」

　それ以外は相変わらずだった。一夜は席について、片手にも拘かかわらず苦もなく文庫本を読んでいる。それも夢中になるという感じではなくて、面白くなさそうにだ。

「骨にヒビぃ？　いったい何してたのさ？　人間ピラミッド失敗？」

「……何でやねん」

　見た目は眼鏡めがねの似合う知的美少年だけど、その口からは関西弁が紡つむがれる。そして、静かな声で一いつ蹴しゆうすると、一夜はようやく顔を上げた。

「ちょっとウザいのがおってな。……ケンカ」

「噓うそっ!?」

　一夜の思いがけない言葉に、僕は思わず驚きの声を発した。

「ダメだぞ、ケンカなんて。危ないぞ？」

「お前が言うな」

　間かん髪はつ入れず、一夜。

「いや、まぁ、そうだけどさ。僕と比べたらインドア派なんだし」

「そう見えるか？」

「見えるとも。僕が見る一夜の六割は本を読んでる姿だ。少なくとも武闘派じゃない」

　僕はきっぱり断言する。

「……そういうことにしとこか」

　そう言った一夜が微かすかに笑った──気がした。いま見たものは気のせいだろうか、と首を傾かしげてる僕に、一夜が続けて声をかけてくる。

「那智、ええかげんに座ったらどうや」

「ああ、うん。そうだね」

　一夜の異常事態に動揺していたのか、僕はまだ立ったままで、しかも、制せい鞄かばんすら置いてなかった。とりあえず鞄を置き、暑苦しいブレザーを脱ぐ。イスに横向きに座ると、首を絞めるネクタイも外した。

「ちっあきっ」

　と、そこに無駄に元気いっぱいな女の子の声。

　言うまでもなくクラスメイトの宮みや里さと晶あきら（通称サトちゃん）だ。

「やっほい、サトちゃん。今日はお友達は？」

「友達？」

　聞き返しながら宮里は隣の席──今はこの場を離れているらしい居内さんの席に腰を下ろした。

　一列向こう側からやってきた彼女は、一度イスの上に乗ってから飛び降り、着地と同時にイスに座る。こんな必要以上にアクティブなエネルギィはいったいどこから供給されているのだろう。

「うん。緑のカエル」

「ああ、あれね。うちにあるわよ」

「あるのかよ!?」

「だって、お父さんが酔っぱらった勢いで持って帰ってきたんだもん。しょうがないじゃない」

　いや、そんなに口を尖とがらせて言わなくても。

　僕も冗談で言っただけなのに、まさかそう返されるとは思ってもみなかった。

「想像してみんさい？　玄関入ったら緑のカエルが笑顔で待ってるのよ？　見た瞬間に思わず吹き出して、その後ため息が出るわ」

「だろうね」

　そうか、玄関にあるんだ。早く帰してやろうよ。

「そんなことよりも、よ。千秋、何で停学になったりしたのよ」

「何でって……尾お崎ざき先生から何も聞いてないの？」

「んにゃ、なんも。先々週の金曜だっけ？　千秋が午後からいなくなった日。あの日、先生、顔腫はらしてたから、先生を殴って停学になったのかなってのが予想なんだけど」

「基本的な流れは当たり。詳しい事情は内緒」

「何よ、それ。いいじゃない。おしえなさいよ」

　ついにアグレッシブモードが発動したらしく、ビッグモスことサトちゃんはこちらに身を乗り出すようにして聞いてきた。気力が上がるの早くないか？

「まぁ、そこはプライベートな問題ってことで。それに僕ひとりの話じゃないしね」

「まっ、いやらしいっ」

「いやらしいって何さ!?　あぁ、もう、うるさいな。ほら、予よ鈴れいが鳴ってる。早く席に戻りなよ。そこ、居内さんの席なんだから、居座って迷惑かけないの」

　教室のスピーカからチャイムの音が流れる中、僕はしっしっと宮里を追い払う。

「ふん、覚えてなさい」

「はいはい。覚えておくから早く薬局にお帰り、サトちゃん」

「人を赤いゾウみたいに言うなっ」

　今ごろ突っ込む宮里晶（通称サトちゃん）。

　宮里が席に戻っていくのとほぼ同時に担任の尾崎先生が入ってきた。先生は教きよう壇だんに立つと教室をひと通り見回し──そして、僕の姿を見つけた。

「あぁ、そうか、今日からだったな」

　見下したように鼻で笑う。

「これからはもう少し大人しくしていてほしいものだな」

　うわ、先生、まだ根に持ってるみたい。そう言えば、生活指導から外されたって話だものな。

　先生は特に僕の返事を期待していたわけではなかったらしく、すぐさま出欠の確認をはじめた。

「……那智」

　後ろから一夜が小声で言う。

「あいつ、シバいてこよか？」

「こらこら」

　一夜ってば意外と武闘派だなぁ。
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　昼休みになると僕が後ろを向いて、一夜の机で一緒に弁当を食べるのが常だ。

　いつもなら一夜は、弁当を食べる、本を読む、僕と話をする、の三つの作業を同時進行させるのだけど、今は左腕を吊ってるので食事と読書は一緒にできない。結果、必然的に作業は食事と会話に限定される。まぁ、それが普通と言えば普通だろう。

　そんな珍しく普通な食事風景の中、突然、一夜がポケットからスマートフォンを取り出した。ブンブン低いうなり声を上げながら自己主張しているので、着信があったのだろう。

　ディスプレイを見た途端、一夜のかたちのいい眉まゆが歪ゆがんで眉み間けんに皺しわを刻んだ。

　一瞬の硬直。

　たぶんそれが思考に要した時間。次の瞬間には、一夜は立て直したようだった。

「……もしもし」

　訂正。まだ微妙に不機嫌だ。

　電話に出た一夜の声は、実にいやそうだった。

「……いや、特にはあれへんけど。……断る。……ああ、そういう理由やったら行ってもええか……」

　相手が誰なのか知らないけど、ひどく投げやりな話し方だ。

　せっかくなのでこの隙すきに僕は、一夜の弁当箱から若わか鶏どりの唐揚げを一個へちった。隣のだし巻き卵も色がきれいで惹ひかれるものがある。そう言えば、この弁当はお姉さんが作っているという話だったな。

「ま、テキトーにそっちに向かうわ」

　それが締めの言葉だったらしく、一夜は通話を終えて端末を横に置いた。

「誰だったの？」

　唐揚げをもぎゅもぎゅと頰ほお張ばりながら聞いてみる。……なかなか美お味いしい。

「丸いんか四角いんかようわからん先パイ」

　と、一夜。

　丸くて四角い？　何だ、それ？　咀そ嚼しやくしながら考え、飲み込むと同時に答えに思い当たった。

「円先輩」

「今から那智と一緒に学食にこいとさ」

「ふうん、僕もねぇ。何だろ？」

　思案を巡らせてみるが、円先輩が一夜を呼び出す理由が思いつかない。ついでに言うと一夜と円先輩という取り合わせも突とつ飛ぴだ。

「何で黙ってんの？　何か言ってよ」

　そこでなぜか黙ってこっちを見ている一夜に気づいた。

「いや、那智の無む鉄てつ砲ぽうさは状況予測ができんところに起き因いんすんかなて考えてた」

「何だよ、それ」

　そんなことを言われても、何のことだかさっぱりだ。

「あ、そうだ。これ見てよ、これ。……じゃじゃーん。スマートフォンー。この前、父さんたちが帰ってきてるときに買ってもらったんだ。いいだろー？」

　ポケットから出したそれを黄こう門もん様の印いん籠ろうよろしく一夜に突きつける。だけど、一夜は眉ひとつ動かさず無表情にじっと見つめるだけだった。やがて関心を失なくして目を離すと、僕の弁当箱からひょいとミニハンバーグをつまみ上げた。

「う[image: ]……」

「お前、すでに持ってる人間に自慢してどうする」

　ハンバーグを飲み込んでから一夜は言った。……あぁ、ふたつしかない貴重なハンバーグが。

「それもそうか」

　納得。

「わかったら早はよ喰くえ。待たせるとうるさそうや」

「ういうい」

　確かに。うるさいかどうかは兎とも角かくとして、行くと返事をした以上あまり待たせるわけにもいかないだろう。早く食べてしまおう。

「──と、見せかけて、一夜、だし巻き卵ちょーだいね」

　僕は返事も聞かずに問答無用で美味しそうなだし巻き卵を奪取するつもりだった。が、思わずその手が止まった。

　一夜の箸はしが僕のウィンナーを摑つかんでいたのだ。

「……」

「……」

　僕たちは互いの弁当に手を伸ばしたまま、無言で顔を見合った。
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　食堂はもう混雑のピークを過ぎたらしく、閑かん散さんというほどではないにしても空席がちらほら見られた。

　円先輩をさがして食堂をひと通り見回してみる。

（てか、女子生徒の大半がこっち見てるんだけど……）

　相変わらず凄すごい威力だな、一夜は。

　改めてそう思って一夜の横顔を覗き見る。だけど、本人はそんなこと気にした様子もなく、涼しい顔をしていた。

「おった……」

　一夜がつぶやく。

　視線を戻すと、いちばん奥の窓際の席に円先輩の姿があった。向こうもこっちを見つけたらしく、軽く片手を上げて存在を示している。




　そして、その横には片瀬先輩もいた。




「うわは……」

　思わずたじろぐ僕。

「なに驚いとんねん」

「だって、まさかいると思わなくて。……あれ？　もしかして、一夜、知ってたの？」

　先の電話で聞いていたのだろうか。

「いや。でも、おるやろなとは思うとった。ていうか、俺としてはこの場合、この状況を予測できんお前のがわからんわ」

　そういうものかなぁ……？

　僕たちはテーブルの間を縫ぬって先輩たちのところへ向かった。ちょっと緊張する。相変わらず一夜の動きに注目して無ぶ遠えん慮りよな視線を投げかけられているせいもあるけど、片瀬先輩がどういう行動に出てくるのか予想がつかないのが怖い。

「こんにちは、那智くん」

「こ、こんにちは」

　ところが案外普通で、余裕のある穏やかな大人の微笑みでもって挨拶をしてくれた。少しほっとする。

「待ってたよ、おふたりさん。……なっち、久しぶり」

「ようやくの復学。円先輩とは十日ぶり、かな？」

「んだね。……遠とお矢やっち、腕はどう？」

「おかげさんで」

　そう言うと一夜は吊った左腕を少し持ち上げて見せた。

「しばらくは大人しくしてなよ」

「うわ。言われてやんの、一夜」

「さっきからお前は、どの口でそんなこと言うねん」

　睨にらまれてしまった。

　ふむ、一夜くらいになると睨んでも様になるなぁ、とか何とか思った僕は少し危ないかもしれない。

「まぁ、いいから座りなよ。ほい、これ、なっちの復帰祝い代わり。ふたりで分けな」

　そう言って円先輩が腰を下ろした僕らに差し出したのは、ブリックパックのジュースふたつだった。きっと学食の隅の自販機コーナーで買ったものなのだろう。ひとつはカフェオレで、もうひとつは……。

「……いちご豆とう乳にゆう？　何、これ!?」

「これはあれか、暗に俺と那智に決闘せえ言うてんか？」

　一夜と僕は口々に非難めいた言葉を吐く。

　だいたい学生食堂に豆乳ってどういうラインナップだよ。しかも、豆乳にいちご投入とか。そして、それをチョイスする円先輩っていったい……。

「いや、何でも新製品らしくてさ、試しに買ってみたんだ」

　そういう円先輩が飲んでいるのはオレンジジュース。試しに買ってはみても、自分で確かめる気はないらしい。これはいわゆるひとつの人体実験だな、と思ったけど一夜も僕ももう何も言わなかった。

「よし、一夜。パックジュース程度でいちいち決闘してると卒業までにどちらかが命を落としそうだ。ここは平和的にじゃんけんでいこう」

「無難やな」

「じゃんけん……」

　ぽんっ！

　一夜、ちー。

　僕、ぐー。

「勝利」

　拳こぶしを突き上げる。

　あ、一夜の口元がほんの少し引ひき攣つってる。ちょっと面白いかも。

「……わかった。飲めばええねんな」

　一ひと夜よ一ひと夜よに人ひと身み御ご供くう。なむ。

　一夜は言ってからやけくそっぽい勢いでストローを突き刺し、その得体の知れない液体を喉のどに流し込んだ。それを見守る片瀬先輩と円先輩と僕。

　三つの視線の先で一夜がわずかに眉間に皺を寄せた。

　そして、そのまま斜め下を向いて黙り込む。感想として適当な言葉を探しているが見当たらない。そんな感じだ。

「ごめん。アタシが悪かった。口直しにこれ飲んでいいから」

　一夜が何か言葉を発するよりも先に円先輩が謝って、飲んでいたオレンジジュースのパックを一夜の前に寄せた。そのわりには笑いを堪こらえたような顔をしているけど。

「……もらうわ」

　遠慮も躊躇ためらいもなく口直しに飛びつくくらいなのに、一度も顔に劇的な変化が見られなかったあたり、一夜はどこまでもポーカーフェイスだ。

　本当に口直し程度なのだろう、ひと口だけ飲んで一夜はパックを円先輩に返した。円先輩も円先輩で一夜のレアな姿を見たせいか、妙に満足した顔で再び手もとに戻ってきたオレンジジュースに口をつけた。

「ね、ねぇ、那智くん？」

　僕の正面で片瀬先輩が声をかけてきた。

　やや緊張気味の声音。

「ん？」

「那智くんも口直しに、これ飲む？」

　言って差し出してきたのは飲むヨーグルト。

「あ、大丈夫ですよ。コーヒーはコーヒーでも、僕、カフェオレくらいなら飲めるようになりましたから」

「そ、そう？」

　僕が断ると、先輩は残念そうにそれを引っ込めた。

「それにしても──」

　僕が口を開く。

「このメンバー、目立ちますよね。片瀬先輩と一夜は言わずもがな。円先輩だって女バスの主将で有名だろうし」

　さっきから遠目にチラチラとこちらの様子を窺うかがってる生徒や、通りがかりに好奇の視線を投げかける生徒がいたりして、居心地が悪くて仕方ない。

　と──、




「「「……」」」




「え、なに？　何で三人して僕を見るの？」

　ふと思ったことを口にしただけなのに、思わぬ反応に慌あわてた。

　そんな中で最初に動いたのは円先輩だった。片瀬先輩に目をやる。

「……司」

「いや、自覚されたらいやだなって……」

　と、片瀬先輩。

　続けて円先輩は、今度はぐりんと一夜に顔を向けた。

「……遠矢っち」

「くだらん話は俺でとめてる」

　と、一夜。

　そして、円先輩はがっくりと項垂うなだれた。

「ア、アンタら……」

　ようやくそれだけ言って、それ以上の言葉はなかった。おかげで僕には何が何だかさっぱりだ。

「なっちさ、よく世間の噂うわさに疎うといとか言われない？」

「言われる、かな？」

「……だろうね」

　ひとり納得して完結したらしい。結局、僕はみんなが何を言いたいのかわからず終じまいだった。

「要するにさ──」

　オレンジジュースで喉を潤うるおしてから、円先輩が再び口を開く。

「みんな、なっちが好きってこと。アタシも含めて……ぁ痛っ！」

　瞬間、横に座る片瀬先輩の肘ひじが炸さく裂れつした。

　脇腹をおさえてテーブル上に撃げき沈ちんする円先輩。やがて顔だけ上げると、恨めしそうな目でなぜか正面の一夜を見た。

「ぶ、ブルータス……お前もか……」

「足が滑った」

　澄すました顔でしれっと言う一夜。

　どうやらテーブルの下でも何かあったらしい。というか、もうだんだんと僕の理解の範はん疇ちゆうを越えてきている。

「あー、痛……。まぁ、このすっとぼけたのはおいといて──」

　僕か？　僕が悪いのか？

「真ま面じ目めな話、司、いいの？　なっちの言う通りけっこう目立ってるわよ」

「そうね。でも、いいんじゃない？　普通に話してる分には問題ないと思うし」

　片瀬先輩はさらっと言ってのける。

「おーおー、強気に出たね」

「ええ、もちろんよ。今のわたしは怖いものなしだわ。……ね、那智くん？」

「……」

　そこで僕に振らないでほしい。

　自然、乾いた笑いが漏れる僕の正面では、片瀬先輩がウィンクしていた。……先輩、楽しそうだなぁ。いや、まぁ、そのあたりはきっと僕も同じなのだろう。でも、もう少しフツーの生徒でいたいかな、とも思う。
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　那智くんの停学が解けて数日がたった六月上旬のこと。

　晴れてわたしたちの学園生活が再スタートしたのは喜ばしいことだけど、このところわたしはずっと悩んでいた。

「ケータイ？」

　そう聞き返したのは小学校からの親友の円──四し方ほう堂どう円だ。

　今日は女子バスケットボール部の早朝練習がないのか、一緒に登校している。

　そこでわたしは、ここ数日頭を悩ませていることについて知恵を貸してもらおうと思い聞いてみた。




「那智くんがスマートフォンを持ったみたいなんだけど、番号とかどうやって聞いたらいいと思う？」

　と──。




「どうもこうも普通にサクッと聞けばいいんじゃないの？」

　返ってきた答えはいかにも円らしい単たん純じゆん明めい快かいなものだった。

「だいたいなんでそこで尻込みするわけ？　未来のダンナでしょ？」

「うん、そうなんだけど、改めて聞くとなると、ね。恥ずかしいっていうか、きっかけが摑めないっていうか」

「わっかんないのよねぇ、そこが。『未来のダンナ』なんて表現が普通に受け入れられるのに、なんで世の彼氏彼女が当たり前にやってることができないわけ？」

「それは……」

　と、わたしは口ごもる。

　わたしが那智くんのご両親に「那智くんをわたしにください」と言ったことは、円には話していない。だから、彼女が『未来のダンナ』と言ったのは、わたしと那智くんの仲のよさをからかってのことだろう。尤もつとも、彼が未来の旦だん那な様なのは、わたしの中ではすでに確定事項だ。

　しかし、そうだとしても、そこには人に言えない理由があることをわたしは自分自身で理解していた。

「知らないよ？　なっちってば人気あるんだから、気がつけばケータイのメモリィに女の子の番号がわんさか、なんてことになってても」

「む……」

　それは、困るわ。
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　二限目の後の休み時間。

　とりあえず教室移動の際に遠回りをして那智くんのクラスの前を通ってみた。

　結局、円の言う通り普通に聞けばいいだけの話なのだろうし、実際に那智くんと会えばきっかけが摑めるかもしれないと思ったのだ。

（まずは那智くんと会わないと……）

　うまくお互いを見つけられたら問題ないのだけど──と思っていると、廊ろう下かの先に那智くんの姿があった。こちらに早足で歩いてくる。

　わたしはドキッとした。もしかしてわたしがそう思っているように、那智くんもわたしに会いたいと思っていたのだろうか。だとしたらなんて素敵なことだろう。

　ところが──、

「あ、先輩、おはようございまーす！」

　那智くんは立ち止まることなく、わたしの横をすり抜けていった。

　一瞬遅れて髪とスカートが風に揺れる。振り返ると近づいてきたときと同じ速さで、彼の後ろ姿がどんどん小さくなっていっていた。

「待ちなさい、千秋那智。今日こそはっ、今日こそは勝負よ！」

　続けて、これまた突っ込みどころの塊みたいな女の子が、やはり早足で通り抜けていった。一瞬だけ目に映った横顔はどこかで見たことあるような気がしたけれど、それがどこだったかは思い出せなかった。

「待ちなさいっ」

「断だん固こ拒きよ否ひっ」

　次第に遠ざかっていくふたつの影。

　わたしの記憶が確かなら、わたしは那智くんの彼女で、那智くんはわたしの彼氏のはず。なら、今のはその関係に亀き裂れつを生じさせるのに十分な出来事だったのではないだろうか……？

（まぁ、わたしはそれくらいでうるさく言わないけれど）

　やんちゃな年下の男の子とつき合っているのだ。その程度の心の広さは持ち合わせているつもりだ。

「とりあえず今の子は敵と認識、と」




　昼休み──、

　たまたま那智くんが食堂に飲み物を買いにきたのでそれを捕まえた。教室へ戻る道順が途中まで同じなので、そこまで肩を並べて歩く。

「朝の？　……ああ、あれね。あれには複雑な事情がありまして、あまりにも複雑すぎて僕も理解できてないんですね、これが」

　そう言って那智くんは腕を組みながら、うんうん、と二度うなずいた。

　それが休み時間の一件についての回答だった。きっと那智くんは那智くんで学園生活を謳おう歌かしているのだろう。あまり深く追及しないことにした。

「えっとね、那智くん？」

「ん？」

　呼びかけると那智くんはブリックパックのジュースのストローをくわえたまま返事した。その横顔を見てわたしは改めて思う。

　那智くんはきれいだ。

　単純に容姿について言うなら、いつも一緒にいる遠矢君のほうがきれいな顔をしている。彼のそれはほぼ完かん璧ぺきに近い。だけど、那智くんは目が誰よりもきれいだ。瞳が心を映す鏡というのなら、それはきっと正しいのだろう。なぜならわたしは那智くんの心が誰よりもきれいなことをよく知っているのだから。

「どうしたんですか？」

　不意に那智くんがこちらを向き、目と目が合ってしまった。わたしは慌てて顔を逸そらして、視線を前に向けた。

「な、何でもないわ」

「あれ？　何か話があったんじゃないんですか？」

「あ、ああ、そうね。そうだったわ」

　那智くんの顔に見とれていて、すっかり飛んでしまっていた。

「えっとね……」

　先ほどとほとんど同じ台詞せりふ。どうやら振り出しに戻ってしまったらしい。いや、実際には一歩も前に出てなかった気がする。

「あ、ゆこりん先輩、こんにちはっ」

　わたしが次の言葉を探していると、那智くんは前から歩いてきた二年生の女の子に挨拶をした。

「こ、こんにちは、千秋くん」

　相手の女の子も恥ずかしそうに、消え入りそうな声で挨拶を返す。そのまま互いに立ち止まることもなくすれ違った。

　気になって振り返ってみると、先の彼女は友達に肘でつつかれてからかわれている様子だった。

「あの子って確か……」

　数歩遅れた分を早足で取り戻し、横に並んでから聞く。

「うん。五十嵐いがらし優ゆう子こ先輩」

　そう。那智くんに告白し、振られてしまった女の子だ。彼女はそういう名前だったらしい。

「仲いいんだ」

　我知らず非難気味の響きになってしまった。ちょっと自己嫌悪。

　那智くんもそれを察したのか、どこか弁解するように言葉を紡ぐ。

「うーん、ああいうことがあったからって、後は口も利かないってのもどうかと思うんですよね。いきなりあれだったから断るしかなかったけど、例えばあれが『友達になりましょう』だったら僕もＯＫしたんじゃないかなって」

　それはいかにも那智くんらしい考えだと思った。

「それに仲がいいって言ってもすれ違ったときに挨拶や少し話をするくらいですよ？」

「『ゆこりん先輩』っていうのは？」

「愛称が『ゆこりん』だそうです」

「ふうん。そうなんだ……」

　と、返事をしてから、わたしは思わず考え込んでしまった。

　那智くんの周りの女の子を思い出す。──円、後あと宮みやさん、五十嵐さん、そして、わたし。この中でただひとり、わたしだけが他た人にん行ぎよう儀ぎに『片瀬先輩』と呼ばれている事実に軽いショックを受けた。

　わたしの記憶が確かなら、わたしは那智くんの彼女で、那智くんはわたしの彼氏のはず。

「……先輩？」

「……」

　なら、この事実は意外に由ゆ々ゆしき事態なのではないだろうか。

「先輩ってばっ」

「え？　な、なに？」

　那智くんの呼ぶ声でわたしははっと我に返った。

「いや、もうここ分かれ道なんですけど？」

　気がつけば校舎の入り口まできていた。ここから那智くんは階段を上って二階へ、わたしは別校舎へと渡ることになる。

「あら、本当ね……」

「じゃあ、先輩、失礼します」

　そう言うと那智くんは軽やかに階段を駆けていった。
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　そして、放課後。

　わたしは美術室にいた。

　真っ白なキャンバスにエンピツを走らせる。が、それはまったく気の抜けたものでしかなかった。

（わたしは那智くんの彼女で……）

　結局、今日一日言いたいことは何も言えなかった。

　まったく円の言葉の通りだ。今のわたしは世間の恋人同士が当たり前にやってることができない。




　理由はわかっている。

　わたしは那智くんを深く知ったことで、改めて那智くんのことを好きになったのだ。




　好きな人の顔に見とれる。

　好きな人が何を考えているか気になる。

　好きな人の前で自分が自分でなくなる。




　そんな恋の基本症状みたいなものに、今さらながら見舞われているのだ。




「これではダメ……」

　ひとりつぶやく。

　いま下描きをしている絵を、わたしは近々開かれるコンクールに出展するつもりでいた。もう全体像は頭の中に描けている。わたしはこの絵でどうしても入賞したかった。

（今日はもうやめよう……）

　だからこそ、心ここにあらずの今の状態で描くことはできない。そう思ったとき美術室の扉が開いた。

「あら、片瀬さん。まだ残っていたの？　もう閉めるわよ？」

　担任の先生だった。

　気がつくともう時間は午後六時になろうとしていて、残っているのはわたしだけだった。部活動や個別に許可をもらっていない限り、一般の生徒はこの時間には下校しなければならない。

「あ、はい、すみません。すぐに片づけます」

　どちらにせよわたしはもう手を止める必要があったようだ。




「あ、先輩っ」

　すっかり人ひと気けのなくなった校門で、わたしに声をかけてきたのは那智くんだった。

「あら、那智くんもいま帰り？」

「ていうか、先輩を待ってました」

「え……？」

　思いがけない言葉。

　それから那智くんは言いにくそうに言葉を続けた。

「片瀬先輩、今日は何だか様子がおかしかったから、何かあったのかなって……」

「そ、そんなにおかしかった、わたし？」

　思わず頰ほおに掌てのひらを当てる。

「普段からかなりおかしいですけど、今日は特に」

「……これ怒っていい場面よね？」

「ごめんなさい。もうしません」

「もぅ……」

　思わずため息がこぼれた。

　はたして何に対してのため息だろう。くだらない冗談を言った那智くんにか。それとも那智くんに心配をかけていた自分にか。

「それで今まで待っていたの？」

「はい。靴箱見たら先輩がまだ残ってることはわかったんで、ここで待ってれば会えるだろうと。まさかこんな時間になるとは思いませんでしたけど。……あ、いや、僕が勝手に待ってただけなんで気にしないでください」

　そのときのわたしがどんな顔をしていたのかはわからないけれど──那智くんに心配をかけ、こんな時間まで待たせた申し訳なさと、那智くんが心配してくれて、こんな時間まで待ってくれていた嬉うれしさがわたしの中にあった。

（うん、那智くんはわたしの彼氏）

　それは確かだったようだ。

「じゃ、じゃあさ……」

　そして、わたしはようやくきっかけを見つけた。

「ケータイのアドレス、交換しておく？　そうしたらお互いすぐに連絡できるわ」

「うわ……」

　途端、那智くんが意味不明の声を上げた。

「え？　なに？　もしかしていやだった？」

「じゃなくて、先に言われちゃったなと思って。僕もそう考えてたんですけど、なかなか言い出せなくて……。そうか、先輩みたいに普通に言えばよかったんですね」

「……」

　本当のことは言えないと思った。

　那智くんがわたしのことを改めて好きになってくれたとは思わない。だけど、まったく同じことで頭を悩ませていたことは嬉しかった。

「ねえ、那智くん。抱きしめてキスしていい？」

「何でっ!?　まだ学校ですよ!?」

「じゃあ、学校から出ればいいのね？」

　もう数十歩も歩けば敷しき地ちの外だ。それくらいなら我慢できるはず。

「いや、そうじゃなくて。……ていうか、先輩、その様子じゃもう大丈夫そうですね」

　そう言えば那智くんがこんな時間までわたしを待ってくれていた理由がそれだったことを思い出した。

　だから、わたしは答える。

「ええ、そうね。もう大丈夫よ」

　でも、きっとまた何度も那智くんを好きになって、そのたびにわたしはおかしくなるのだろう。

　でも、それも今なら素敵なことだと思えた。
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　授業中──、

　わたしは教科書の裏に隠したスマートフォンを見つめていた。

　見ていて飽あきない。

　別にかわいいデザインの機種に変えたというわけではなくて──わたしがこれを眺ながめている理由は、外見ではなく中身にある。

　この中にはつい先日おしえてもらったばかりの、那智くんのアドレスが入っている。

　それだけ。

　たったそれだけのことだけど、それだけでわたしはこれが素敵なものに思えた。

　これを使えば那智くんの声がすぐに聞ける。会う約束ができる。もしかしたらすぐにでも会えるかもしれない。なんて素敵なことだろう。




「どうしたのどうしたの？　ニヤニヤしちゃってるよ、ニヤニヤ」

　先生の話は右の耳から左の耳でスマートフォンを眺めていると、前の席に座るクラスメイトの双ふた葉ば──小こ八や重え双葉が振り返って小声で話しかけてきた。端から見ていてわかるほど、そんなにニヤニヤしていたのだろうか。

「べ、別に何でもないわ」

　そう言いながらわたしはさり気なく端末を隠した──が、目ざとい彼女はしっかりとそれを見ていたようだ。

「あ、もしかしてケータイもしかしてケータイ？　実は好きな男の子の写真を壁紙にしてたりしてなかったり？」

「そんなことしてません。ていうか、みんなしてるの？」

　わたしは思わず聞き返す。

「してる子はしてるよー？　人気があるのは陸上部の妹せの尾お君とか──」

　あまり印象のよくない名前が出てきた。まぁ、ある意味では彼がきっかけで那智くんとつき合いはじめたのだけど。

「あと、バスケ部のエース佐さ竹たけ君とか？　一年ならやっぱり遠矢君と千秋君が二大巨頭よね。……あたしはもちろん、ふたりのツーショットだけど」

　あいかわらずディープな世界に足を突っ込んでいる子だ。あと、いつ撮った!?

　それは兎も角。

　そうか。世の女の子はそんなことをしているのか。わたしなら当然、那智くん一択なのだけど……さて、あの子が素直に撮らせてくれるだろうか。

「こら、そこ。授業中だぞ」

　先生の注意が飛んできた。当たり前か。

　双葉は首をすくめ舌を出してから、黒板へと向き直った。

「あ、あの、先生……」

　わたしはおもむろに手を上げ、申し出る。

「なんだ、片瀬」

「少し気分が悪いので保健室で休んできてもいいですか？」

「そうか。仕方がないな。ひとりで大丈夫か？」

「はい、大丈夫です」

　わたしはそう答えてから席を立った。

　教室の中を横切ってドアから出るまでの間、小声で「大丈夫？」と声をかけてくれる子もいれば、手を振って見送ってくれる子もいた。わたしの体調不良を信じているのは半分くらいのようだった。




　教室を出る。

　廊下は静かだった。今が授業中ということもあるけど、それ以上にここが辺へん鄙ぴな場所だというのが大きい。美術科は授業で度々美術室へ移動するから、その近くに隔離というか、地方へ左さ遷せん状態なのだ。

　少し歩いてからわたしは階段に座り込んだ。もちろん、気分が悪くなったわけではない。

　スカートのポケットからスマートフォンを取り出し、アドレス帳から那智くんのメモリィを呼び出す。那智くんのメールアドレスはオーソドックスに彼の名前を使ったもの。どうせならわたしの名前とかＬｏｖｅとかそんな単語をちりばめたようなものにすればいいのに──と思ったけど、那智くんがそんな軟派だとちょっといやかもしれない。那智くんはシャイで、そんな彼をリードするのがわたしの理想だ。

「リードっていうと、変な想像をしてしまうわね」

　自分で言って自分で想像しておきながら、顔が熱くなってしまった。

　そうしながら指は那智くんへのメールを打っていた。




『今から屋上にきて』




　送信。

　さて、返事はくるだろうか。五分待って反応がなかったら、おとなしく保健室に行くことにしよう。

　──きた。

　しばらくするとマナーモードにしてあった端末が振動し、授業中なのに電源を切っていなかった悪い子からの着信を伝える。




『今からですか？』




　すぐにわたしも返す。




『そう、今から♪　待ってるわ♪』

『いちおう努力してみますけど、ダメでも怒らないでくださいよ？』




　わたしはそのメールを読むと、スマートフォンをポケットに戻した。

　聖嶺で屋上といえば、今わたしがいる校舎ではなくて、普通科のクラスが使っている校舎の屋上のことを指し、昼休みや放課後などには屋上が開放されているのだ。この学校の先生方は生徒を信用しているのか、それともただ単に呑のん気きなだけか、事故や自殺といったことは考えていないらしい。

　さて、今はまだ午前中。果たして開いているのだろうか──と心配したけど、何てことはない。行ってノブを回してみたら、あっさりとドアは開いた。

　屋上に出てみる。そこにサボりの先客が……ということもなく、誰もいなかった。

「那智くんもまだのようね」

　景色を見てみたかったけど、グラウンドからは生徒や先生の声、ホイッスルの音が聞こえる。体育をやっているクラスがあるらしい。あまり端のほうに行くと見つかってしまうかもしれない。

　そう思っていると、後ろでドアノブが音を鳴らした。振り返ると鉄扉がそろりと開くところだった。わたしは咄とつ嗟さに扉の陰に隠れる。

「あれ？　先輩、まだきてないのか」

　鉄扉が閉まると那智くんの後ろ姿が現れた。

「なんだよ、呼び出しておいて。まさか冗談だった──」

「わっ」

「わあっ！」

　タイミングを見計らって驚かしてみたら、那智くんは期待通りにかくも盛大に驚いてくれた。

「せ、先ぱーい……」

　情けない声を出す那智くん。かわいい。

「こんにちは、那智くん」

「こんにちは……って、そうじゃなくてっ。いったいどうしたんです？　こんな時間にいきなり呼びつけて」

「そうね。携帯電話が素敵で便利な道具だってことを確認したかったからかしら」

「まさか僕を呼び出すこと自体が目的だったんじゃ……」

「そうとも言えるわね」

　わたしがそう言うと、那智くんはがっくりと項垂れ、ため息を吐ついた。

「あら、なに、その反応。那智くんはわたしに会いたいと思わなかったわけ？」

「や、そうは言ってませんけどね。ただやっぱり授業中は……」

　那智くんは言いにくそうにしながら、言葉が尻すぼみに消えていった。

　確かにわたしも今日は少し無茶がすぎたかなと思うところもある。浮かれていたのかもしれない。

「わかったわ。もうやらない」

「わかってくれたんならいいですけどね。……ま、やってしまったことを今から言っても仕方ないです。ここまできたらせっかくのサボりを楽しむべきかな」

　那智くんは男の子らしく好奇心に目を輝かせて、フェンスのほうに寄っていこうとする。

「那智くん、あんまり端のほうに寄ったら下から見られて、見つかるわよ」

「げ。それもそうですね」

　が、その足をぴたりと止めた。

「むぅ。そうなると意外にやれることは少ないですね」

　屋上なんてもともと何もない平面なので、景色を見るという行動を制限されると、ほとんどすることがなくなってしまう。

　結局、わたしたちは階段室を囲む壁にもたれて腰を下ろした。

　六月の空は澄み渡り、雲ひとつない。

「いい天気ですね」

「そうね」

　もう初しよ夏かなので、間もなく梅つ雨ゆがきて、後は暑くなる一方だろう。日向ひなたぼっこができるのも、そろそろ限界かもしれない。

「呑気に光合成してますけど、なんか悪いことしてる気がしますね」

　やっていることは基本的に授業のサボりなので、そう感じてしまうのも当然かもしれない。

「悪いことついでに、イケナイこともしとく？」

「……」

　那智くんはなぜか無言でお尻をずらして、わたしとの距離を少しあけた。

「……なぜ逃げるのかしら？」

「い、いえ、なんか怖いことを言われた気がして……」

「もぅ」

　いちおう半分くらいは冗談なのだけど。ここまで怯おびえられると、少し傷つく。

「大丈夫よ、那智くん。わたしがちゃんとリードするわ」

「ますます怖くなってますからっ」

　改めて怖がられてしまった。

　わたしたちは再び空を見上げた。

「サボタージュを抜きにすれば、こういうのも悪くはないですね」

「ええ」

　初夏の風が、そっと静かに穏やかな時間を運んでくる。

　わたしは隣の那智くんを盗み見た。

　彼は、わたしが早々に見飽きてしまった空を、まだ眺めていた。何も変わったところのない、何も変わらない空なのに、それでも目を離さないでいる。

　わたしはさらに視線を下げた。

　コンクリートの床。そこに那智くんの手があった。掌を下に向けて床につけられた手は、空を見上げる彼の体を支えている。

　少しの間、わたしはその手を見つめ──三度、空に目をやった。




　那智くんと同じ姿勢で、那智くんと同じことをする。

　同じものを見る。

　そうやってできるだけひとつになろうと試みる。




　わずかな緊張。

　そして──、




　気づかれないように、

　気づかれないはずはないけれど、それでも気づかれないようにと願いながら、

　わたしは那智くんの手に、そっと自分の手を重ねた。




　那智くんの体がかすかに跳ねた。

　だけど、それだけ。

　今度は逃げられなかった。

　那智くんと肩を並べ、手を重ねながら、空を見る。

　その空は、さっきと同じ、何も変わったところのない、何も変わらない空なのに、見飽きることはなかった。ずっとこのまま空を見ていられたらとさえ思う。

　わかった気がした。

　那智くんはぴったりと寄り添うと恥ずかしがって逃げてしまう。だけど、ちょっとだけ間をあけて手を握るのなら、それを振ふり解ほどこうとはしない。

　だったら手を握っていよう。

　那智くんが逃げないように、ずっと手を──、

　……。

　……。

　……。

「那智くん！」

　わたしは那智くんに襲いかかった。

「うわあっ」

「那智くん、わたし、ホントはそんな大人しい女の子じゃないのっ」

「いきなり意味がわかりませんよっ。あと、何となくそれはわかってましたっ」












　なんか聞き捨てならないことを聞いたような気がするけど、今は無視。ポケットからスマートフォンを取り出して、素早く操作する。那智くんに後ろから組みつき、顔を寄せた。

　そうしてから端末を自らに向け──、

　ピロリロリーン

「はい、できたっと」

　ひとまず目的を果たしたわたしは、那智くんから離れた。

「なんなんですか、もう……」

「那智くんと写真撮影」

　さっそく今の写真を見てみる。

　ひとつのフレームに収まった、わたしと那智くんの顔。頰を寄せ合う仲なか睦むつまじい恋人同士の写真を狙ねらっていたのだけど、残念ながら那智くんの顔が引き攣っている。怯えているようにも見えるかもしれない。

「笑顔が足りないわね」

「襲ってくる熊くまと記念撮影して笑えと言ってるようなものですね、それは」

　失礼な。

「でも、とりあえずはこれでいいわ」

「何がですか？」

「これをね、ホーム画面の壁紙にするの」

「マジでぃすかー？」

　那智くんは目を丸くして問い返してきた。

　だから、わたしははっきりと答える。

「ええ、本当よ」

　これくらい女の子ならみんなやっているらしい。とは言っても、どれくらいの割合なのかは知らない。円なんて雄大な雪山の風景だし。

「いや、でも、それは……」

　那智くんは何か言いたげに口ごもっていたけれど、この際、わたしのささやかな幸せのために我慢してもらうことにする。

　が、後日、彼が何を言いたかったのかわかった。この写真は使えないのだ。こんなものをうっかり人に見られたりしたら、絶対に言い逃れができない。ただの先輩後輩ではないとばれてしまう。

　仕方なくわたしはその写真を下げた。

　わたしと未来の旦那様の高校生活は、なかなか前途多難だ。





　　　　４






　六月も中旬にさしかかったある日、トモダチが言った。

「容よう姿し端たん麗れい、成績は──まぁ、クラスこそ特進じゃないけど学年でも上位。スポーツもできて、中学ンときはクラブでレギュラーだったらしい。しかも、資産家のお嬢様ときたもんだ」

「へぇ、そんな子がいるんだ」

　僕は感かん嘆たんしながら聞き返す。

「四組の姫ひめ崎さきさんだよ」

「よし、もう一度最初から頼む」

「お前は何を聞いてたんだ!?」




「むぅ……」

　昼休み、習慣となった学食への道すがら、僕は思わずうなった。

「なんか悩みごとか？」

「あ、いや、別にたいしたことじゃないんだ」

　隣を歩く一夜が聞いてくるが、ひとまずそう答えてはぐらかしておいた。実際、たいしたことを考えていたわけではない。

　ついさっきまで僕の頭を支配していたのは、午前にトモダチが言っていたことだった。

（姫崎さんって、世間的にはああいう評価だったんだな……）

　よくわからないうちに逆恨み的に敵認定され、ことあるごとに勝負勝負と追いかけ回されているせいで、僕の中ではフィルタかかりまくりなのだがな。

　性格的に一夜はそれ以上追及してこず、ほてほて歩いているうちに学食に辿たどり着いた。目的は入り口横の自販機コーナー。

　なのだけど──噂をすれば影が差すとはよく言ったものだ。

　自販機のうちの一機。そこで飲みものを選んでいる背中に見覚えのあるものがあった。おそらく姫崎さんだろう。

「おい、一夜」

　僕は小声で隣の友人に囁ささやく。

「僕は急に外の自販機に行きたくなったぞ。Ｕターンだ」

「なんや、撤退か？」

「後ろに前進と言え」

　そう言って僕が転進しかけたときだった。姫崎さんの動きが止まり、意識がこちらに向いた気がした。まずい──と思ったときはもう遅く、次の瞬間、彼女はぐりんと振り返った。

「やはりいましたわね、千秋那智。今日こそ勝負なさい！」

「なんでわかるんだよ!?」

　後ろに目がついてるんじゃないだろうな。

「敵が近づけばセンサが反応するのは当然ですわ。さぁ、勝負よ！」

「いや、ほんと勘弁してくれよ……」

　いったいどう当然なのかさっぱりわからない。毎度お馴な染じみの展開にうんざりしていると、またトモダチの話が頭をよぎった。

　確かにあいつがああ言うのもうなずける気がする。姫崎さんは、目鼻立ちのすっきりした、猫目が特徴的な美人顔で、一年生の女の子の中では大人っぽいほうかもしれない。短く詰めたスカートから伸びる足もすらりと長い。

「何ですの、人のことをじろじろと見て。いやらしいですわね」

「あ、ご、ごめん……」

　気がつけば彼女のことを不ぶ躾しつけに観察してしまっていた。

「でも、いやらしい気持ちで見てたわけじゃないぞ。それにどうせ見るならもっと起き伏ふくのある体のほうがいい」

　ちょっとむっとしたので、思わず言い返してしまった。

「失礼ですわね。胸ならちゃんとありますわよ」

「そりゃあるだろうけどさ」

　しかし、分量の問題を無視して語るのはよくない。

　直後、がし、と姫崎さんが僕の手首を摑んだ。

「ちょっと待て、何をする気だ」

　何となく恐ろしい予想が脳裏に閃ひらめいた。

「あるかないか自分の手で確かめればいいのですわ」

「冗談はよせっ」

　僕は手を振り解いた。

　予想通りかよ。体当たりなお嬢様だな。

「わかったよ。何かテキトーに勝負するから」

　この件に関してはこれ以上からまれたら分が悪い。

「で、どうする？」

「もちろん一対一ですわ」

　ここで言う一対一とはバスケの練習のひとつで、まぁ、１on１のようなものだ。

「言うと思ったけどね。この時間だと確実にゴールはあいてないと思うよ」

　やる気満々の連中はそのつもりで最初からお昼を早く食べて、毎日激しい争奪戦を繰り広げているのだ。

　加えて、僕が彼女と一対一をやりたくないというのもある。その性質上どうしても接触は避けられないし、そうなったらどちらのほうがパワーがあるか明白だ。怪我なんかさせるような結果になったら目もあてられない。

「なら、そこでカレーでもラーメンでも買ってどちらが先に食べ終わるか──」

「むり言うな」

　今さっき弁当を食べ終わったばかりなんだ。これ以上食べられるか。それに姫崎さんがラーメンを食べているところなんか見たら、思わず笑ってしまいそうだ。以前、たまたま居内さんがラーメンを食べている場面に遭そう遇ぐうして、指さして大爆笑したら後でボコボコに蹴り回されて、ひどい目に遭ったことがある。

「君、何か飲むつもりだったんだろ？　だったら早飲み勝負でもやろうか」

「そうね。この場はそれが無難ですわね。では、さっそく貴方あなたもジンジャーエールを買いなさい」

「……なぜジンジャーエール？」

「同じものを飲むほうが公平でしょう」

　僕の疑問に姫崎さんは、さも当然だとばかりにそう答えた。

「いや、だから、なぜにジンジャーエール縛りなのかと」

「私が好きだからですわ」

　きっぱり。

　僕はしばし彼女の顔を見つめる。

「オーケー。それでよしとしよう」

　そして、すぐに諦あきらめた。

　ジンジャーエールなんて早飲み対決には向いていないと思うのだが、きっと何か強いこだわりがあるのだろう。まぁ、夏も近いしな。

　僕らは公式ルールに則のつとってそれぞれジンジャーエールを買った。紙コップの、八十円のやつ。安い。

　さて、スタータ兼審しん判ぱんが必要なのだけど……一夜はどこに行った？　と、あたりを見回せば、薄情にもとっととこの場から離脱していたらしい。少し離れたテーブルでいつもの缶コーヒーを飲みながら、他ひ人とごとみたいにこちらを眺めていやがる。……それにしても、足を組みながらコーヒーを傾ける姿が驚くほど様になるなぁ。

「一夜」

　こっちこーい、と招き寄せる。

「今からどっちが早く飲み干すか勝負するから、スタートの合図と審判やってくれ」

「またアホなことを」

「いいんだよ。男には退ひけない勝負ってものが月に一回くらいあるんだ」

　いいからさっさとやれ。僕だって妙な勝負を受けたものだと内心後悔してるんだから。早く終わらせたい。

　姫崎さんも僕もコップを胸の前に待って構える。

「まぁ、ええわ。いくで？　よーい……スタート」

　一夜のやる気のない合図とともに、僕はジンジャーエールを呷あおるように飲みはじめる。

　うわ、きっつ。

　この無む闇やみに強い炭酸がかなりキツい。

　息継ぎをしたい衝動をこらえて一気に飲み干す。

「ぅおっしゃー」

　やり遂げた達成感から気合いの入った声を出してしまう。瞬間、胃から炭酸が上がってきそうになって、尻のポケットから取り出したハンカチで慌てて口を押さえた。

「どうだっ」

　我ながらけっこう速かったと思う。きっと最高記録だ。尤も、今までこんなことをしたこともなければ、これからもすることはないだろうけど。

　ところが、だ。

「……那智の負け」

「は？」

　思わず姫崎さんを見る。得意げな顔をしていた。炭酸飲料を一気飲みした後とは思えない、実に涼しげな表情だ。

「マジ？」

　もう一度一夜へと顔を向けた。

「なんか信じられん速さで飲みおったわ」

　心なしか一夜の声にも驚きよう愕がくの色が窺える。いったいどんなスピードで飲み干したのだろうか。

「さぁ、これで貴方は一生私の下げ僕ぼくですわねっ」

「んなわけあるかっ」

　たかだかジンジャーエールの一気飲み対決に、自分の一生を賭かける気はないわぃ。

「勝敗が決まった後のことを考えてなかったのは確かだけど、もうちょっと勝負に見合ったものにしようよ」

「そうですわね……」

　姫崎さんはかたちのいい顎あごをつまみながら思案する。

「終わったんやったら、さき帰るわ」

　横からそう言った一夜は、すでに出入り口のほうへ歩きはじめていた。

「げ。待ってくれ。僕も帰る」

「お待ちなさい。逃げる気ですの？」

　僕も一夜を追って足を踏み出したが、すぐに後ろから声が飛んできた。実際、あわよくば逃げるつもりだったけど、そうは問とん屋やが卸さないらしい。

「えっと、なんだ、また今度たこ焼きでもおごるから。……じゃあ」

　僕は振り返り、後ろ向きに歩きながら言い放つと、再度反転。一夜を追いかけてその場を後にした。





　　　　§§§






　本日は水曜日。

　僕のいる特進クラスも今日は六時間目で終了だ。

　終礼が終わり、一夜と僕は帰宅すべく教室から廊下へと出る。

　と、そのときだった。




「ようやく出てきましたわね、千秋那智」




「……俺、先に帰るわ」

「状況判断が早い！」

　厄やつ介かいごとはごめんだとばかりに友達甲が斐いのない決断をした一夜は、僕を置いてさっさと帰っていく。その背中を見送ってから姫崎さんのほうへ顔を戻した。

「で、今度は何の用？」

　我知らずジト目になる。

「たこ焼きなるものをおごられにきたのですわ」

「さっそくかよっ」

　まぁ、いつまでも引っ張られるよりはマシかもしれないけど。宵よい越ごしの面倒事は持たないにこしたことはない。

「でもなぁ……」

　実は問題がひとつある。

「何かご不満でも？」

「たこ焼き屋、やってるかどうかわからないぞ。なにせ週に一回くらいしか開いてるのを見ないし」

「何ですの、そのやる気のない店は」

「知らないよ。道楽でやってんだろ」

　食べたいときに開いてなくて、忘れたころに営業してるんだものな。

「ま、勝負は勝負。約束したことだしね。今さら文句を言うつもりはないよ。でも、開いてなかったらどうしようもないから、そのときはまた今度にしてくれよ」

「いいですわよ」

　僕が歩き出すと、わずかなタイムラグの後、姫崎さんも足を踏み出す。

　肩を並べた瞬間、僕は顔をしかめていた。

　こうして廊下を一緒に歩いていると、何かこう強烈な違和感みたいなものを覚えた。こんなことになるなんて予想だにしていなかったからだろうか。

　彼女と言葉を交わすための話題もなく、一緒にいながら話もないというのは非常に居心地が悪いのだが、彼女はそれを苦にした様子もなく、僕の隣を悠ゆう然ぜんと歩いていた。

　昇降口で一いつ旦たん別れ、それぞれ靴を履き替える。

「遅いですわ」

　僕が外に出るとすでに姫崎さんは待っていて、苛いら立だたしげに革靴のつま先を鳴らしていた。

　校門を抜ける。

「姫崎さんってお金持ちのお嬢様なんだろ？　車で送り迎えとかじゃないの？」

「ちがいますわよ。たかだか学校に通うのに、そんな大おお袈げ裟さなことをすると思って？」

「それもそうか」

　まっとうな庶しよ民みん感覚を持ち合わせている部分もあるんだな。

　これをきっかけにぎこちなくもぽつぽつと言葉を交わし、そうこうしているうちに駅前に着いた。さて、たこ焼き屋は、と。

　駅えき舎しやの横、線路を背にするかたちで屋台のような小屋のような店があるのだが。

「……開いてやがる」

　なんとなく悔しかった。

「あれですの？」

「そう」

　ここでゴネても男らしくないので、諦めて店へと足を向けた。前に立つと独特の香りと熱気が漂ってきた。

「どうする？」

「……あ、貴方にお任せしますわ」

　姫崎さんは自分の常識を超えるものに遭遇したような顔で、店から一定の距離を保ちつつ足を止めている。それ以上はテコでも動きそうになかった。

「りょーかい。任された」

　とりあえず量はいちばん少ない六個で。足りなかったら僕のをやるか、もうひと皿買ってやろう。味はオーソドックスにソース。ネギやマヨネーズなどのトッピングは人によって好みが分かれるので、今日はかつおぶしのみ。

「買ってきたよ」

　制鞄を脇にはさみ、両手に自分のと合わせてひと皿ずつ持って姫崎さんのところに戻る。

「これがたこ焼きですの？」

　僕が差し出したそれを、彼女は恐る恐る受け取った。今までの発言と行動から察するに、たこ焼きというものに触れたのはこれが初めてなのだろう。

「美味しいよ。ま、食べてみて。味は保証する」

「あ、貴方がそう言うならいただきますわ」

　僕の言葉が背を押したのだろう、姫崎さんはさっそく爪つま楊よう枝じをたこ焼きに刺して、それを口に入れた。

　無警戒に。

「あ……」

　止める間もなかった。

　焼きたてのたこ焼きは想像を絶する熱さだ。この後、女の子としては人に見られたくない状況になるだろうことは容易に予想できたので、僕はさり気なく背中を向けた。

「ぷはっ」

　直後、珍ちん妙みような破裂音とともに僕の後頭部に何かが当たった。見れば地面に転がるたこ焼きが一個……。

「熱いではありませんのっ」

「先に言うべきことがあるだろうがっ」

　お嬢様のくせに吐き出すかよ。それならせめて皿の上に出せよ、人にぶつけず。

　ハンカチを取り出して髪を拭ふくと、少量のソースがついていた。被害は思ったより少なかったようだ。いちおう帰ったらすぐに髪を洗おう。落ちたたこ焼きはポケットティッシュを使って拾い、店の前のゴミ箱へ。

「意外と美味しいですわね」

　僕が戻ってくると、姫崎さんは適温まで冷めたたこ焼きを頰張っていた。

「そりゃけっこうなことで」

　なんかもう投げやりな気分だった。

　まぁ、美味しいと思ってくれたのならそれでいいのだけど。
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　その後、なりゆきで同じ電車で帰ることになり、微妙な混こみ具合の車中、僕らは吊り革を持って並んで立っていた。

　ふたつめの駅を出たところで、

「私、次ですから」

「あ、そうなんだ」

　次の駅の周辺は古くからある高級住宅地だ。僕が知る範囲では一夜がここを利用している。やはりと言うべきか、姫崎さんもここらしい。

「今日はおかげで貴重な経験ができましたわ」

「どーいたしまして」

　僕もたこ焼きを頭にぶつけられるというレアな経験をさせてもらった。

「また──」

「うん？」

　何気なく僕が返事をはさむと、姫崎さんは言いかけた言葉を一度飲み込み、改めて口を開いた。

「こ、今度こそバスケで勝負してもらいますわよ」

「はいはい。機会があったらね」

　できればそんな機会は巡ってきてほしくない。

　程なく電車が駅に到着した。

「じゃあ、また」

　と言っても、また勝負しようという意味ではない。

「次は私が何かご馳走して差し上げますわ」

「ほどほどに楽しみにしてるよ」

　僕の視界の隅にいた姫崎さんの姿が消える。降車口は僕の背中側だ。少し間をおいてから、何となくそちらを見た。彼女は立ち止まってこちらを見ているようなこともなく、ホームを颯さつ爽そうと歩いていた。……ま、当然か。そこまでのつき合いでもないし。

　再び電車が走り出し、僕はようやく人心地ついた気分でため息を吐いた。意外と気を張っていたのかもしれない。

　かくして、それはまさにその隙を突くかのように訪れた。




「えいっ」

「うわっ」




　急に崩れそうになる体を、吊り革を摑む手に力を込めることで支えた。

　驚くと同時に、要するに膝カックンを喰らったのだとか、今の声は片瀬先輩の声だとか、いろんな思考が一瞬のうちに錯さく綜そうした。

　振り返るといたずらっぽい笑みを浮かべた片瀬先輩の顔があった。

「こんにちは、那智くん」

「こ、こんにちは……」

　先ほどの不意打ちに加え、至近距離にある先輩の顔に内心焦りながら挨拶を返す。

　と、そこであることに気づいた。

「えっと、先輩、いつからそこに？」

「今さっきよ。今日も円はクラブだからひとりで帰ってたんだけど、ふと見回したら那智くんがいたの」

「あ、そうですか」

　どうやら姫崎さんと一緒にいたところは見られていないらしい。

「どうせ一緒の電車になるなら、もっと早くに会いたかったわ」

「は、ははは……」

　拗ねたように口を尖らす片瀬先輩に、僕は苦笑するしかなかった。普段なら兎も角、今日にかぎっては会わなくてよかったと思う。

「今度から水曜と土曜は待ち伏せしたほうがいいのかしら？」

「こわいこと言わないでくださいよ」

　そんなことをしたらいつか先輩と僕がつき合っていることがバレるし、バレたら間違いなく僕は聖嶺の全男子生徒を敵に回すことになる。

「ええ、そうね。でも、このまま誰にも知られないなんてことは無理だし、それならいっそ公にしてしまったほうがいいんじゃないかしら？　そうすれば那智くんにも悪い虫がつかなくなるわ」

「悪い虫って……。つきませんよ、僕にそんなもの」

　そこで次の駅への到着を知らせるアナウンスが流れた。

「あ、ほら、先輩。着きますよ」

　片瀬先輩はこの駅で乗り降りしている。当然、先輩とご近所らしい円先輩もだ。

「あら、本当ね。……さ、降りましょ」

「はい？」

　なぜかがっちりホールドされている僕の腕。なにやらやわらかいものが当たっている。先輩は着やせするタイプなのか、意外とボリュームがあるらしい。

「なぜに僕まで!?」

「あーあ、わたしの彼氏はなんて薄情なのかしら。ひと駅分しか一緒にいられなくても平気だなんて」

　片瀬先輩は掌を頰に当て、芝しば居いがかったため息を漏らす。ていうか、あんまり僕の腕にからめているほうの腕を動かさないでください。なんだかすごくふにふにする。

「さ、降りるわよ」

「うぇーい」

　結局、強引に引きずり降ろされてしまった。だって離してくれないんだもん。




　電車を降り、改札口を抜け、駅前に立つ。

　この駅の周辺には大型のショッピングモールや大手デパートの支店などがあり、有名どころのファーストフード店もひと通りそろっている。高校生が学校の帰りに立ち寄って遊ぶには十分だろう。

「これからどうするんですか？」

　歩きながら片瀬先輩に問う。どうやらショッピングモールを目指しているようだ。

「いわゆる放課後デートってやつね」

「デ……っ」

　予想外の単語に言葉を詰まらせてしまった。

「そ、それで具体的には……」

「そうね。まずは何か食べましょ」

「……」

　思わず先輩とは反対のほうを向いて、げっそりしてしまう。ついさっきたこ焼きを六個ほど食べたばかりなのだ。

　と、そのとき、片瀬先輩がぴたりと足を止めた。

　何ごとかと遅れて僕も立ち止まり、振り返る。そこに真剣な表情で僕を見つめる先輩の顔があった。

「那智くんはわたしの彼氏でしょ。なのに彼女とそれくらいもつき合えないって言うんですか」

「い、いえ、そういうわけでは……」

　真顔で問い詰められてしまった。丁てい寧ねい語ごなのがまたこわい。

「それじゃあ、わたしと放課後デートしますか？」

　腰に手を当て、ぐいっと顔を寄せてくる。その真顔はなんか死ねます。直死の真顔です。仰のけ反ぞり気味の僕。

「よ、喜んで……」

「はい、よろしい」

　そして、片瀬先輩はようやくにっこりと笑った。

　再び歩き出し、僕も後を追った。

「那智くんは何が食べたい？　やっぱりハンバーガかしら？　お姉さんがおごってあげるから、一緒に食べましょ」

「えっと、じゃあ、それで」

　今日のお姉さんはとても強引です。

　普段からわりかしそうだけど、今日はいつにもまして強引だな。

　まぁ、いいけど。

　こうして放課後デートは振り回されっぱなしのまま、あたりが暗くなるまで続いたのだった。
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　その週の週末。

　日曜日はいつものことだけど──朝は普段より遅い起床で、普段より少し凝った食事を用意する。それから今日は大急ぎで洗濯と家中の掃除をして──ちょうど十一時。

「ばっちりだな」

　思わず僕は大満足でうなずいた。

　本日の予定は教会に行くこと。

　中間テストや停学騒ぎで何かとバタバタしていたせいもあり、バザー以降教会から足が遠のいている。そろそろ顔を出しておかないと。

　この調子なら午後にはちゃんと時間がとれそうだ。

　とりあえず、今から買いもの。昼食になりそうなものがない。晩のことも考えて、まとめて買い込んでおこう。さっそく戸締りを確認して、マウンテンバイクを持ち出す。目指すは駅前のスーパーだ。




　そして、事件はそこで起こった。

「お」

　人の行き来が激しい休日の駅前で、ふと見かけた女の子の横顔がかわいかったので、僕はつい見み惚ほれてしまった。

　自転車に乗りながらちょっと余よ所そ見み。

　そしたら女の子のほうも、そんな僕に気がついて言ったのだった。

「あら。こんなところで会うなんて奇遇ですわね」

　姫崎さんだった。

　お前かっ！

「って、おおおぉぉぉ───!?」

　辛うじて人にはぶつからなかったものの、僕は自転車でゴミ箱に突撃した。

「貴方、自転車は苦手ですの？」

　涼しげな淡あわい色のワンピースを着た彼女は、悠然とこちらに寄ってきて、呆あきれたように問うた。

「……いや、そういうわけじゃないけどね」

　そう思われても仕方ないかもな。僕としては蛇行しながらも人にかすりもしなかったあたりに、曲乗りの才能を垣かい間ま見みた気がする。ほら、あれだ。『ローマの休日』でアン王女がベスパを乗り回すシーンだ。

「憂ゆう鬱うつな顔をしていますのね」

「……まぁ、ね」

　姫崎さん。君は気づいていないだろうけどね、僕は今、君に負けたんだよ。

　まさか彼女に目を奪われるとは。

　明日、片瀬先輩に会ったら謝っておこうかな。きっと先輩、わけがわからないだろうけど。

「そんな敗北感に打ちひしがれた顔をしていないで、わたしと勝負なさい」

　ここぞとばかりに追い討ちをかける気のようだ。

「あのさ、学校なら兎も角、今ここでどう勝負するつもりだ」

「それもそうですわね」

　それすらも考えずに脊せき髄ずい反はん射しやで勝負云うん々ぬん言っていたのか。

「このあたりじゃリングをおいてある公園なんてないからね」

「日本でバスケットボールが流は行やらないのも、それが原因ですわね。手軽にできないからマイナーなままなのですわ」

「そりゃ同感」

　確かにバスケは野球やサッカーのようにメジャーになりきれない。

　理由としては、バスケのゴールは野球のバットやグローブみたく簡単に調達することができなくて、肝かん心じん要かなめのゴールがないと遊べないからだろう。

　だけど、そんなものは工夫次第でどうにでもなる。

　僕は幼いころ、公園でバスケットボールを拾って以来、ずっとそれで遊んでいたし、ひとりでもいろんな練習をしたものだ。……まぁ、教会のガラスも割ったけど。

　しかし、今は工夫以前にボールすらないわけだ。

「そういうわけで諦めてくれ。じゃあ、また」

　僕は再びペダルを踏む足に力を込め、この場から去ろうとした。

「待ちなさい。話がありますわ」

「話？　なに？　手短に頼むよ」

「むりですわ。聞きたいことがいくつかありますもの。時間はとれませんの？」

　きっぱりと言い切る。

　こういうところは姫崎さんらしい。

「だけど、そのはっきりした言い方はきらいじゃないな。……いいよ。どこかそのへんでお昼でも食べながら話そうか」

「お昼？　私と貴方が、一緒に？」

　途端、姫崎さんは神しん妙みような顔つきで思案しはじめた。

「深い意味はないよ。単に僕がお腹なかへってるだけだ。それに君の用事だからって奢おごらせるつもりもない」

「ならいいわ。行きましょう」

　そう言って彼女はスタスタ歩き出した。

　いったいどっちで納得したのだろうな。まぁ、いいけど。
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　五分ほど後、僕らは近くのファーストフードショップにいた。

　カウンタでそれぞれ注文をする。

「ここは僕が出すよ」

「何を言っていますの？　私が出しますわ」

「いや、奢らせるつもりはないって、さっきも言ったし」

　聞いていなかったのだろうか。

「だったら、私も貴方に奢ってもらうつもりはありませんわ。それに先日の借りもありますもの」

　先日？　ああ、たこ焼きか。

「その言い分もわからなくはないんだけどね」

　そして、〝お礼〟と言わず〝借り〟と表現するあたり、これまた実に姫崎さんである。

「でも、こういうとき奢ってもらうとか割り勘とか、男としてどうだろう？」

「そういうのは、こっ、恋人と一緒のときに心配なさい」

　姫崎さんは一部の単語に詰まりつつ言い返してくる。

「なるほど、それもそうか。じゃあ、ここは割り──」

「私が払いますわ」

「何で!?」

「私の用で呼び止めたのですから、私が払うのが当然ですわ。それに奢られるのはもちろんのこと、割り勘でも私の負けを認めるようなもの」

「アホかっ」

　こんなときまで変な対抗意識を持ち出すなよ。話が堂々巡りしてるじゃないか。

「あの、お客様。後ろにもほかのお客様がお待ちですから」

　割り込んできたのは店員の声。

　支払いの段階になってあーだこーだ言っている僕らは、さぞかし迷惑な客だろうな。さすがにスマイルが売りの店員さんもむっとしている。

「よし。ここは普通に割り勘だ。これ以上の文句はなしの方向でよろしく」

「仕方ありませんわね。わかりましたわ」

　姫崎さんは不ふ承しよう不ぶ承しよう返事をした。きっと納得していないのだろう。

　男として恰かつ好こ悪わるいがそれぞれ別に会計をすませると、僕はトレイを持ち上げた。

「ちょっと、それ、私の分も入っていますわよ」

「知ってる。そして、僕のもある」

　トレイの上にはハンバーガーとドリンクがふたつずつ、そして、ポテトがひと袋あった。要するにふたり分がひとつのトレイに乗っているのだ。

「つべこべ言わず、これくらい男だからって理由で僕に持たせろよ」

「あ……」

　僕がトレイを持って歩き出すと、彼女は小さな声を上げた。

「ほら、行くよ」

「い、いいでしょう。持たせてあげますわ」

「へいへい。ありがたき幸せですよー、お姫様」

　まったく。あいかわらず負けず嫌いなお嬢様だな。




　空いたテーブルに着くと、しばらくの間、僕らは黙ってハンバーガを口に運んだ。

　しっかし、まぁ、まさか散々追いかけ回されている姫崎さんと、こうして落ち着いて話すときがくるとはね。しかも、向かい合って食事。世の中わからないものだ。

　食べながら正面の姫崎さんを見る。

　制服姿しか見たことがないだけに、私服というのは新鮮だ。彼女はハンバーガみたいな大おお雑ざつ把ぱな食べものを上品に食べている。

　と、ふいに姫崎さんが意識を僕に向けた。

「貴方、中学のときスタメンじゃなかったって本当ですの？」

　食べるのが一段落ついたのか、彼女はそんなことを聞いてきた。

「とりあえず本当。でも、なんで姫崎さんがそんなこと知ってるのさ？」

「こんなのちょっと聞いて回ったら、すぐにわかることですわ」

「なんだそりゃ。情報源はどこだよ。同じ中学のやつらか？」

　特進クラスは居内さんと僕だけだけど、確か通常クラスのほうに同じ中学校だったのが数人いたはず。

「それもありますわね」

「くっ。個人情報の保護はどうなってるんだ……」

「ミーハーな女子高生にそんなものを期待してもむだですわ。ほかにもいろいろ聞いていますわよ」

　ふふん、と勝ち誇ったように言う。

　もう好きにしてくれって感じだ。僕は思わずがっくりと項垂れた。

　と、そこで気づく。

（いろいろ……？）

　つまりそれはあれのことも知っているということか？

　同じ中学のやつに聞いたというのなら、彼女の耳に入っていてもおかしくないだろう。あの噂はけっこう広まった。かなりの人数が知っていることだ。

「情報源なんてどうでもいいことですわ。それよりも貴方が顧こ問もんの先生に嫌われていたから、スタメンを外されたというのも本当ですの？」

「さぁ、どうだろうね。先生に嫌われていたってのは事実だよ」

　それは換かん言げんすれば偏見とも言う。

「だけど、それが理由でスタメン入りできなかったかは不明。単純に僕が先生の望むものを持っていなかっただけかもしれない」

「そんなことあるわけないじゃない。私は貴方ほどのプレイヤをほかに知らないわ」

　姫崎さんは語気を強めて反論する。

「評価してくれるのはありがたいけど、残念ながらそれは君が知っている世界がせまいだけだと言わざるを得ない。僕より巧うまい人はいくらでもいる。現にひとつ上の小こ南みなみ先輩なんて──」

「それは先輩でしょう？　貴方が三年のとき、貴方以上のガードはいたの？」

「……パス。その質問はパスさせてもらう」

「いいけど、もう残りはないわよ」

「少なっ」

　一回で終わりか。七並べでも三回はあるぞ。

「技術ってのはある程度絶対的な物差しで測れるけど、そのプレイヤが試合で使えるかは別の基準があるわけだ。チームの傾向とかね。特に僕みたいな、すぐに切り込んで半分くらいの確率で潰つぶされるガードは使いにくいんじゃないかな」

「あら。いいじゃない？　貴方に合わせれば超攻撃的なチームのでき上がりですわ」

「で、速攻でガンガン攻める？」

「もちろん」

　姫崎さんは、ほかに何があるのかと言わんばかりにうなずいた。

「君らしいね」

　僕は思わず小さく笑ってしまう。実に彼女らしい。

「どういう意味ですの？」

「そのまんまの意味だよ」

　宮里（通称サトちゃん）だって同じ感想をもつだろう。

「心なしかバカにされてる気がするわね」

「それは被害妄想ってもんだ」

「まったく」

　そうつぶやいて彼女は苦笑した。

　が、それがはたと止まる。

　きっとこんなふうに和やかに話していることに疑問を覚えたのだろう。何を隠そう僕もそうだ。僕らはこんなに仲のいい関係ではなかったはずだ。

　姫崎さんが仕切り直すように咳せき払ばらいをひとつした。

「兎に角、その先生は顧問としては失格ね。実力のあるプレイヤを使いこなせず、その上、個人的な感情をはさんでいるんだとしたら尚なお更さらよ」

「僕を評価してくれてるんだ」

　ちょっと嬉しくなるな。

「べ、別に貴方を褒めているわけじゃないわ。私自身が優れたプレイヤだから、ちゃんと人の実力も測れるだけ」

「それもひとつの美点だ」

「……」

　黙った。

　あれだな。負けず嫌いで勝つことに拘こだわっているわりには、褒められることには弱いんだな。

　再び食事タイム。

　僕はポテトに手をつけ、彼女は残っているハンバーガを食べる。

「話を戻すけど、不当な扱いにクラブを辞めようとは思わなかったの？」

　少し間をおいて、姫崎さんが口を開いた。

「それは考えなかったな。さっきの話じゃないけど、日本はバスケがメジャーじゃないからね、辞めたらほかにやる場所がないんだ。それ以前に扱いが不当だと思わなかったから」

　再び姫崎さんが黙る。

　今度の沈黙の理由は不明。

「そう。つまり、貴方は純粋に……」

　やがて思考が零こぼれ落ちるようにして、彼女の口からひとり言が紡がれた。だんだんと発音が小さくなっていく。

「なに？」

「前にも感じたけど、今日、改めて痛感したわ。……貴方はただのお人ひと好よしね」

　確信を持ったようにきっぱりと言い切る。

「まぁ、そうかもね」

　多少自覚する部分もないでもないし、別にそう思われてもかまわない。否定しなくてはならないほどのものでもないし。

　姫崎さんは、これ以上聞くことはないのか、再びハンバーガに口をつけ、程なく食べ終えた。

　僕はさっきからポテトを一本ずつ食べていた。

「姫崎さんも食べる？」

　ひとりで食べているのも悪い気がして、ポテトの袋を彼女のほうに向け、聞いてみた。

「けっこうですわ、そんな油の塊」

「油の塊て……」

　ポテトも嫌われたものだな。

「あ、やっぱり姫崎さんも体重とか気にするほうなんだ」

「当たり前ですわ。そうでないとスタイルは維持できませんもの」

「スタイルねぇ」

　と、僕は彼女の胸元に目をやる。

「だったらもう少し食べたほうがいいかも」

　起伏らしい起伏が見当たらない。

「貴方、さりげなく失礼なこと言って、あからさまに失礼なことをしますわね」

「あー、うん。ごめん……」

　さすがに話題としては不適切だったな。

「貴方でもそういうところに目がいくのね」

「謝ってるのにまだ責めるか、君は」

「そうじゃないわ。単純に感心しただけ。クラスの男子がそんな話題で盛り上がっていたり、女の子が階段をあがっているとすぐに下に集まってきたりするのを見たことがあるから。貴方も同じなのねって」

「ああ、そういうことね。開き直るわけじゃないけど、僕だって似たり寄ったりだよ。階段で女の子が先を歩いていたら、多少は気になるからさ」

　これはこれで健全な成長過程に立っていると思っている。

　僕がそう話したところで、姫崎さんがくすりと笑った。

「笑いたけりゃ笑えよ。そんなの興味ありませんみたいな顔をしたところで、いつかはボロが出るんだからな」

　我ながらここまで開き直るのもどうだろう。

「そういう意味で笑ったんじゃないわ。貴方って本当に正直だと思って」

「男はそんなやつばかりじゃない、とでも言えばよかった？」

「そうね。それはそれで信じたかもしれないわ。あぁ、千秋君だけはちがうのねって」

　と、姫崎さんは真面目な顔で言った。

「……あっそう」

　僕はそう返すのでやっとだった。

　何だろうな、この気恥ずかしさは。面と向かって『千秋君』なんて言われたからか？　普段はのっけから臨戦態勢でフルネームだものな。

　お互い黙ってドリンクを飲む。

　どうやらこの沈黙の中で、僕ひとりだけが気まずい思いを味わっているようだった。

　それに耐え切れなくなったわけではないけど、今度は僕から話を切り出す。

「あのさ、姫崎さん。僕からもひとつ聞いていいかな？」

　そう。聞いておかなければならないことがある。

「何ですの？」

「さっき、僕のことを聞いて回ったって言ってたけど、あの話も聞いたの？」

「あの話……？」

「僕に関する噂」

「噂……」

　鸚鵡おうむ返がえしをした後、彼女は思案する。

　やがて──、

「あぁ、あの話ですわね」

　それだけで充分だった。思い当たるものがあるということは、つまり知っているということにほかならない。

　それは僕という人間のデザイン。

　もとより隠すつもりはなかった。一夜なんかにはちゃんと言ってある。あいつも少しばかり複雑な身の上らしく、あるときそのことを口にしたので、僕も自分のことを話しておいた。片瀬先輩だって知っている。

　だけど、まだ言う必要がないと思った人間に、予期せぬタイミングで自分以外の人間の口から伝わってしまったことに戸惑いを覚える。

「……それで、どう、思った？」

　聞いた僕の声は、思った以上に硬かった。

「どうって、別になんとも思いませんわ。私には関係ありませんもの」

「……」

「貴方がどういう種類の人間でも、ひとりのプレイヤとして優れているのは事実。その貴方に私は勝ちたいだけですわ」

「そっか」

　再び繰り出された姫崎さんらしい発言に、僕は頰を緩めた。

　彼女はどこまでも自分を貫く。

　その姿勢はとても好ましくて──なのに、彼女に僕という個人はどうでもいいと言われたことが少しだけ寂さびしかった。

　僕はドリンクに手を伸ばし、ストローに口をつけた。

　すでにさっき飲み干してしまっていたので、口の中に流れ込んできたのは溶けた氷だけだった。薄くジュースが混ざっていて、何とも言えない味だ。

　やがてそれもなくなると、間抜けな音とともに空気を吸い上げた。

　それが合図だった。

「じゃあ、私は帰りますわ」

　姫崎さんはトレイの上のゴミを捨てやすいようにまとめていく。

「時間を取らせて悪かったわ」

「いや、いいよ。けっこう楽しかったし」

「勘違いしないで。私は貴方と一緒に有意義な時間を過ごすために呼び止めたんじゃありませんわ。単に聞きたいことがあっただけ」

「それもそうか。じゃあ、今のは僕の心の中だけの感想として留とどめておくよ」

「……」

　姫崎さんは黙ってトレイを持って立ち上がった。

「あ、いいよ。僕が片づけるから」

　僕も後を追うようにして腰を浮かせた。

「つべこべ言わず、これくらい女だからって理由で片づけさせなさい」

「や、別につべこべ言うつもりは……。まあ、いいか。ここはお言葉に甘えておくよ」

「ええ。じゃあ、さよなら」

「うん。また……」

　明日学校で、と言いかけて口をつぐむ。

　本当に会っても困るわけで。

　そんな中途半端な挨拶をする僕を気にした様子もなく、姫崎さんはトレイを持ったまま踵きびすを返した。

　僕は素直に片づけを彼女に任せて、ひとりで店を出た。

　姫崎さんとはこれで別れる。もともとこの程度の仲だから。

　思わぬところで昼食を取ることになったけど、その後は予定通りスーパーで買いものをして、午後からは教会にも行って一日を終えたのだった。
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　月曜日の朝の登校風景。

「あれは円先輩、かな？」

　駅を降りて学校に向かっていると、すっかり夏服一色になった生徒の流れの中に見覚えのある後ろ姿を見つけた。

　正体に自信が持てなかったのは、円先輩が見慣れたジャージ姿ではなく制服で、しかも、いつもなら頭の高い位置でくくっている長めの髪を、今は下ろしていたからだ。

　聖嶺学園の体育科はわりかし大らかな種族だ。平均して日に二時間くらい体育の授業があるので、登校後、最初の体育で着替えてしまうと、後はずっとジャージのままの生徒が多い。さらに、そのジャージも別にクラブのものでもいいときている。だから円先輩の制服姿はあまり見かけたことがない。

　でも、まぁ、あの背の高さは円先輩で間違いないだろうと思い、早足で歩を進めて声をかけてみる。

「円先輩」

「んぉ？　ああ、なっちか。おはよう」

　やっぱり円先輩だった。




「ん？　そう言えば確かになっちとは制服姿ではあんまり会わないかもね」

　円先輩と並んで学校を目指す。

「ですね。それ以前にこの時間に会ったことも初めてです」

「そっか。アタシはたいてい朝練だからね。普段なら今ごろはもう体育館にいるわ」

「てことは、今日は朝練なしですか？」

「昨日ね、練習試合があったんだ。勝ったら今日はオフ。負けたら朝練開始をいつもより一時間早めるって発破かけたら、もうみんながんばるがんばる」

　そう円先輩は楽しそうに言った。

　こんな主将じゃ女バスの部員も大変だろうな。心から同情させてもらおう。

「で、勝ったわけですね」

「そゆこと。……で、どうよ。アタシの制服姿は？　見惚れたか？」

　そんなことを言われたので、改めて円先輩を見る。

　円先輩はスタイルがいい。ブラウスの裾すそをスカートの下に入れているもので、ただでさえ出てる胸が強調されている。しかも、背が高いせいで短いスカートがよけい短く見えて、そこから伸びるすらっとした足もけっこう目に毒だ。

「……危険ですね」

「何がだ!?」

「あ、いや、そうじゃなくてっ。ほら、何ていうか新鮮です。髪下ろしてるのとか」

「そっか。そう言うなっちは髪の毛、立ってるけどね」

「うぇい？」

　言われてびっくり。頭に手を当ててみる。が、よくわからない。

「ほら、てっぺんのところ」

「てっぺん……」

　手で頭を探りながら、年上とは言え女の子に頭のてっぺんを見られる僕って何なのだろうな、と意味のないことを考えてしまう。

「うは、本当だ。立ってる。朝バタバタしてたもんだから、ちゃんとできてなかったんだな」

「そんなもん手で押さえてても直るもんでもないでしょうが。やってあげるから」

　そう言って円先輩は鞄からブラシを取り出した。

「あ、止まんなくていいよ」

　そうして僕の後ろに回り込む。

　僕は登校する生徒の流れに乗ったまま、その中で円先輩に髪を梳とかしてもらいながら歩いた。

　何だか頭を撫なでられているようで気持ちがいい。

「でも、すっごい恥ずかしいんですけど」

「この程度のこと人に見られたくらい気にするんじゃないの。人に何をどう見られようが、アンタは見るべきところをちゃんと見てたらいいんだから」

　見るべきところ、か。

　それがどこかなんてわざわざ聞く必要もないし、円先輩もいちいち言わなかった。

「そう言えばさ、なっちって中学ンとき、バスケでレギュラーじゃなかったんだよね？」

　ふいに円先輩が明るめの声で聞いてきた。……またその話題か。ついこの間も姫崎さんとその話をしたばかりだ。

「いったいドコ情報ですか、それ」

「んなものすぐ集まるって。……アタシが見た限りじゃ充分にレギュラー張れる実力があると思ってんだけど。何でよ？」

「実力云々は知りませんけどね、僕、顧問の先生に嫌われてましたから」

　僕がそう言うと、円先輩は少し考え込んでから口を開いた。

「……殴ったか？」

「その節はどうもご迷惑をおかけしましたっ」

「そういうつもりで言ったわけじゃないんだけどね」

　苦笑する円先輩。

「いくら僕でも中学生のころからそこまでバイオレンスじゃないです。まぁ、理由についてはまたいずれ。道端で歩きながら話すようなことじゃないし」

「そっか。言いたくないならむりに言わなくていいから。しっかし、もったいないなぁ。なっちほどのガードなんてそうそういるもんじゃないのに。……はい、できた」

　どうやら僕の間抜けな寝癖が直ったらしい。

「あ、ありがとうございます」

「いーえ、どーいたしまして。なっちってば猫毛だからすぐに直ったよ」

　そんなことを話しているうちに、いつの間にか校門に着いていた。




「おはよう」




　と、そこに背後からいきなりの声。

　僕も円先輩も飛び上がりそうなほどに驚いた。いきなり声をかけられたこともあるが、それが片瀬先輩のもので、しかも、普段よりも低かったからだ。

　恐る恐る振り返る僕ら。

「う……」

「ぐ……」

　そして、思わず息をのみ、戦せん慄りつする。

　そこにいた片瀬先輩はものすごい顔をしていた。何とも形容しがたいと言うか、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいと言うか。とにかく、「不機嫌な気持ちが具現化したこの表情、めったなことで直るものではないわ」とでも言わんばかりだった。

　硬直する僕らを無視するかのように片瀬先輩は突き進む。僕と円先輩は無言で左右に道をあけ、昇降口に向かう片瀬先輩の後ろ姿を見送った。

（ちょっとしたアルマゲドンだな……）

　前方で何人かの生徒がやはり飛とび退のいているのを見て、僕は思った。

　そして、隣で円先輩が小さくつぶやく。

「アタシ、地雷踏んだかも……」
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　昼休み──、

　弁当を食べた後、片瀬先輩に会うために学食に行ってみた。

　今朝のことが気になって先輩の様子を探ろうと思ったのだけど、そこには円先輩の姿しかなかった。着ているのは女バスのジャージ。きっと午前中に体育の授業があったのだろう。

「司？　さっきまでいたけど？　でも、何か用があるとかで教室に戻ったみたい」

　と、円先輩。

「どんな様子でした？」

「わりかし普通。ただいつもより口数が少なかったな。アタシもさ、朝のことがあるからテーブルの下で脛すねガツガツ蹴られるとか、覚悟してたんだけど」

　何なんだ、そのデンジャラスな食事風景は。

　片瀬先輩と円先輩って、いつもそんな刺激に満ちあふれた昼食を展開してるのだろうか。わからん世界だ。

「でも、ちょっと拍子抜けしたな。朝のことなんか忘れてるみたいだったから」

「そうですか……」

　何だか変なことになってきたな。




　そのまま放課後──、

　今度は思い切って片瀬先輩のクラスへ足を運んでみた。

　幸いドアが開いていたので中を覗いてみると、中には十人くらいの生徒がまだ残っていた。が、どうやら片瀬先輩はいないようだった。

「あっれー？　千秋君じゃない？　どうしたの、こんなところで？」

「うぇ？」

　片瀬先輩がいないのなら用はない。さっさと帰ろう、と思った矢先、目ざとい人に見つかってしまった。

　近づいてきた上級生は当然の如ごとく僕の知らない人だった。

「あ、いや、片瀬先輩に用があってきたんですけど、もう帰りましたよね？」

「え？　じゃあ、本命はやっぱり司なの？」

　僕が求めた答えとまったくちがうものが、しかも質問形式で返ってきた。

「は、はい？」

　さらに数人の女子生徒がわらわらと寄ってくる。

「それってホントなの？」

「でも、体育科の四方堂さんともよく一緒にいるわよ？」

「えー？　わたし、それ知らなーい」

　気がつくと半包囲陣の真っ直中。なかなか統率のとれた素早い部隊展開だと感心させられた。

「じゃあ、実は四方堂さんなの？」

「やっぱり司よね？」

「遠矢君でしょ？」

　そこから一気に集中砲火。

　ていうか、ちょっと待て。何だ、最後の聞き捨てならない台詞はっ。

「え？　えっ？　いや、えっと、それは……」

　ダメだ、こういうのは苦手だ。女の子独特の圧倒的なパワーと理解を超える話題の飛躍に思考がついていかない。

　だが、救いの手は思わぬところから差し伸べられた。

「あのさ、お嬢さん方、そのへんでやめとけよ」

　教室の中から男子生徒がひとり、こちらに歩いてくる。

　背が高くて、おさまりの悪そうな波打った癖っ毛が特徴的な先輩だ。帰り支度が整っているみたいなので、見かねて寄ってきたというよりは単に帰るために扉から出たいだけのようだった。

「あ、香か椎しい君」

「だいたい困って訪ねてきてるんだから、先に質問に答えてやるのが上級生ってもんだろう」

　扉付近に陣取っていた女子生徒が道をあけると、香椎という名前らしい先輩は立ち止まりもせずに出て行った。

「ゴ、ゴメンね」

　香椎先輩の背中を見送ってから、はっと我に返ったようにひとりが言った。

「えっと、司だったよね？　だったらたぶん美術室に行ったんじゃないかな？」

「美術室ですか。わかりました。行ってみます。ありがとうございました」

　質問に答えたから今度はこっちの番、などと言われないうちに退散しよう。僕はお礼を言って、すぐさまその場を後にした。




　美術室は片瀬先輩の教室からそう離れていない場所にある。もっと正確に言えば、美術室の近くに美術科の教室が配置されているのだ。よって、僕はものの数分で目的の場所付近に辿り着いた。

「ここ……は美術準備室か」

　似て非なる名称の部屋を通り過ぎ、さらに数歩歩いて『美術室』と書かれたプレートを見つけた。

「えっと……」

　扉の前で立ちつくす。

　美術室の扉はくるものを拒むように閉ざされていて、中からは人の気配がしなかった。とは言え、中も確認しないで誰もいないと決めつけるのも早計なので、思い切って開けてみることにする。

「たのもー……」

　と、小声で乗り込む小心者の僕。

　美術室の中は通常の教室よりも五割増くらい広く、机などがないのでだだっ広く感じた。机の代わりにイーゼルとイスが規則性もなく散らばっている。出入り口以外にも扉があり、位置関係から考えるに、どうやら隣の準備室へつながっているらしい。

　その美術室にいたのはただひとり。先ほどすれ違った香椎先輩だった。

　香椎先輩は石せつ膏こう像ぞうと向かい合い、スケッチブックにデッサンをしているようだったが、僕の存在に気がつくと一度こちらに目を向けた。

「何か用か？」

　そう聞いてからデッサンを再開する。目が石膏像とスケッチブックを行き来し、手が休むことなく走る。

「えっと、片瀬先輩がこちらにきてるとおしえられたもので……」

「片瀬？　いや、見ての通りここは俺ひとりだが？」

「そう、ですか……」

　靴箱に靴が残っているのは確認したので、どこかで入れ違いになってもう帰ってしまったのだろうか。それとも別の場所に行ったか。

　何となく物珍しさもあって美術室の中を見回してみた。

「いつもこんな感じなんですか？」

　片瀬先輩から聞いた話だと放課後もキャンバスに向かっている人が多いという話だと思ったのだけど。

「今はってところだな。ついこの前、課題の期限があったばかりで、今はみんな新しいものをはじめたところなんだ。もっと佳境に入ってきたり、期限が迫ってきたら次第に増えてくる。この時期にキャンバスに向かってる熱心なやつはあまりいないな」

「香椎先輩はその熱心なひとりですか？」

「俺？」

　聞き返してきた香椎先輩はそこで手を止め、スケッチブックを近くのイスに置いた。肩の力を抜いて背もたれに体重を預け、組んだ足の上で指を組む。

「俺がやってるのは静物デッサン。ただの習慣だな。毎日少しでもやらないと落ち着かないんだ」

　そんな自分に呆あきれたように笑う。

　なるほど。僕も中学で部活をやっているときは、バスケットボールをさわらない日は何となく気持ち悪かったものな。それと似ているのかもしれない。

「それはそれでやっぱり熱心なんじゃないでしょうか」

「かもな。だけど、熱心という点なら片瀬だって同じだ。ただ、あのお嬢さんは熱心になるあまり行き詰まってるみたいだけどな」

「先輩が？」

「ああ。……ま、そのあたりは片瀬に直接聞いてみるんだな」

　そう言われて自分が片瀬先輩をさがしていたことを思い出した。

「そうしてみます。それじゃ失礼します」

　僕がそう言ったときにはもう、香椎先輩はスケッチブックに手を伸ばしていた。あいている手を軽く上げて僕に挨拶を返す。言葉はなかったけど、僕はその態度がいやではなかった。




（あ、そうか。こういうときこそケータイを使えばいいんだ）

　美術室を出て数歩進み、ちょうど美術準備室の前にきたところで、ようやくそのことに気づいた。

　自分の間抜けさかげんに呆れながらポケットからスマートフォンを取り出す。

　と、そのとき、美術準備室の扉がガラリと開いた。

「わあっ」

　中から出てきた人物と危うくぶつかりそうになって飛び退いた。

「那智くん!?」

「へ？」

　それは今まさに僕がさがしていた人、片瀬先輩だった。

「どうしたの、こんなところで？」

　ここでばったり会うこと自体、先輩には思いがけない出来事だったようで、少し驚いたような響きが含まれていた。

　僕だってすぐ横の教室に片瀬先輩がいたなんて思いもしなかった。

「ちょっと朝のことが気になったもので、先輩をさがしていました」

「朝……？」

　言葉の一部を鸚鵡返しに言って、先輩は小首を傾げた。

「いや、先輩、朝会ったとき、ものすごい顔して通り過ぎていったから」

「朝会って……、ものすごい顔……」

　再びリピート。

　思案。

　そして、ぴしゃり、と叩くようにして右の掌で自分の顔を覆った。

「あ、会ってるかも……」

「かもって、覚えてないんですか？」

　どうやら円先輩が言っていた通り、本当に記憶になかったようだ。

「うん。ちょっとね……」

　片瀬先輩は言いにくそうに口ごもる。

「最近、スランプなの、絵のほうのね。それで昨日はあまり寝られなくて、やっと寝ついたのが朝方でしょ。睡眠不足の上、低血圧で……」

　と、恥ずかしそうに告白した。

　なるほど。その三重苦であんな不機嫌な顔していたのか。たぶん、あれだな。知った顔があったら、それが誰なのか正体を認識する工程をすっ飛ばして、とりあえず半自動セミオートで挨拶していたんだろうな。とは言え、あんな顔で挨拶されたら、されたほうは飛び上がるというものだ。

「ごめんね、那智くん。無視しちゃったみたいで……」

「いや、まぁ、そんなことは別にいいんですけどね。理由もわかったし」

「そう言えば、あのとき……」

　先輩は何かを思い出すようにゆっくりと言葉を運ぶ。

「那智くんと一緒に誰かいなかった？」

「ああ、それでしたら円先輩ですよ」

「円が!?　何でっ!?」

　途端、先輩の目がキッと吊り上がった。ちょっと怖い。

「何でって、駅を降りてからくる途中で会っただけですけど？」

「あ、そっか。そうよね。あはは……」

　そう言って照れたような、それでいて乾いた笑いを漏らすと、今度は一転して考え込みはじめた。かたちのよい顎を指でつまみ、ぶつぶつと何か言っている。「円め……」とか「よくも……」とかつぶやいているあたり、何か不穏なものを感じる。

「そうだ、先輩。せっかくだから先輩の絵を見せてくださいよ」

　放っておくとどんどん怖いことを言い出しそうなので、それを止めるためにもそう切り出した。実際、片瀬先輩の絵にも興味があった。

「さっきも言ったけど、わたし、今スランプで……」

「朝、先輩に無視られてちょっとショックだったな、僕」

　少し意地悪を言ってみる。

「もぅ。わかったわよ。しようがない子ね。……いいわ。入って」

　呆れたように言ってから、片瀬先輩は僕を美術準備室に招き入れた。

　美術準備室は、美術室とは反対に通常の教室の半分くらいの広さしかなかった。しかも、左右の壁にスチールラックが設置されていて、実際以上にせまく見せている。そのスチールラックには雑多なものがところ狭しと置かれていた。

　片瀬先輩はその一角から布に包まれたキャンバスを引っ張り出した。きっといちいち家に持ち帰るのは不便だから、ここで保管しているのだろう。

「さっきはひとりだったからここで睨んでたんだけどね。せまいから向こうに行きましょうか」

　そう言って美術室につながるドアを開ける。

　そこには先ほどと同じように石膏像に向かってデッサンをする香椎先輩の姿があった。

「あら、香椎君だけ？　ちょうどよかったわ。友達が絵を見たいって言ってるの。こっちのほう、使わせてもらっていいかしら？」

「ご自由に」

　一瞬こっちを見ただけで、香椎先輩は興味なさそうに答えた。

「そう。ありがとう」

　それから片瀬先輩は香椎先輩から離れた場所のイーゼルに絵を置いた。

　被かぶせられていた布が剝はぎ取られる。

　そこに現れたのはまだ下書き段階の絵だった。完成すればきっと幻想的な絵になるのだろう。描かれているものは、僕には天使のように見えた。だけど、一点だけ──、

「これ、足に翼がついてる」

「ええ、そうね」

　片瀬先輩がくすりと笑う。

「天使、ですよね？」

「さぁ？　わたしにもわからないわ。天使かもしれないし、魔法使いかもしれないし。でも、きっと足につけた翼で、見えない階段をのぼるように空を駆けるのね」

　そう語る先輩は何だか楽しそうだった。

　わけがわからず僕が首を傾げていると、向こうで香椎先輩が立ち上がった。

「俺も見せてもらっていいかな？」

「ええ、どうぞ」

　了解を得た香椎先輩は僕に並んで立って絵を眺める。

　それからしばらくして「なるほど」と意味ありげに頷うなずいた。同じ芸術に携わる人間として何か納得するものがあったのだろうか。

「ねぇ、那智くん？　久しぶりに那智くんがバスケットボールしてるところが見たくなったわ」

「相変わらず唐突ですね」

　片瀬先輩が唐突に思いもよらないことを言い出すのは、案外芸術家気質に依よるものなのかもしれない。右脳人間のインスピレーションとか閃きとか、そういうの。

「そんなもの見てどうするんです？」

「そうね──」

　僕の問いに少し考えてから、

「わたしのスランプ脱出法、かな？」

　そう言って片瀬先輩は微笑んだ。

　僕の横では香椎先輩が、やっぱりくつくつと笑っている。

　何が楽しいのかわかっていないのは、どうやら僕だけのようだった。
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　話は少し前に遡さかのぼる。

　聖せい嶺れい学園高校の敷しき地ちの中、校舎の陰に隠れたあまり目立たない場所にその木はあった。かなりの齢よわいを重ね、人が乗っても折れそうにない太い枝が中程までついている。

　その大木の下で──、

「初めて見たときから好きでした。よかったらつき合って下さいっ」

「悪いけどお断りします」

　そんな光景があった。




　女子生徒の勇気を振り絞った告白をあっさり蹴けったのは、眼鏡めがねの似合う知的美少年。名前を遠とお矢や一いち夜やという。

　いちおう相手が上級生ということもあって敬語を使っているが、一夜のその声は面倒くさそうに響いた。

「だ、誰か好きな子がいるのかな？」

「そんなもん先パイに関係ないわって言いたいとこやけど、俺、ホンマに好きなやつがいますんで諦あきらめてください」

　なおも喰くい下がろうとした女生徒もこう言われてはどうしようもなく、目に涙をためて走り去っていった。

「あぁ、ウザいなあ……」

　太い木の幹にもたれ、ぽつりとつぶやく。

　と、そのときだった。

「おーおー、またひとり撃げき墜つい？　やるねえ、遠矢っち」

　その声は上から聞こえた。

　一夜が上を向くと、木の上に四し方ほう堂どう円まどかの姿があった。女子バスケットボール部のジャージ姿で、太い枝の一本に腰掛けている。

「なんや、覗のぞき見かいな。えらいええ趣味してるな、四方堂先パイ」

　不機嫌さを隠そうともせず一夜は嫌味全開で言う。

「アンタね、この状況を何と見るか。アタシが先にここで休んでたら、そっちが後からきて勝手にはじめたんでしょうが。……あ、ちょっとそこどいて」

　一夜が場所をあけると、円は軽やかな動きで木から下りてきた。

「しかし、もったいないなあ。今の子、三年じゃけっこう人気あんのに。普通、それを振る？」

「俺、〝普通〟やないから」

　自じ嘲ちよう気味に言い返す一夜。

「それに聞いてたやろ。俺、好きなやつがおるて」

「げ、マジ？　てっきり振る方便だと思ってた。……で、誰よ？」

「言うと思うか？」

「ないわね。遠矢っちだし」

　苦笑する。

　が、すぐに腕を組んで「誰だ？」と、ひとり考え込みはじめた。

「ビジュアル的には、最初、司つかさとぴったりだと思ったんだけど。結局、なっちとくっついたしなぁ」

「そこに少なからず四方堂先パイも協力してたように見えたけどな」

「仕方ないじゃん。司見てると焦じれったいんだからさ」

「ま、気持ちはわかるけどな」

　一夜は苦笑をひとつ。

　そう同意したのは、那智のそばにいてのことだろう。彼を横で見ていて、少なからず円と同じ思いを抱いたのだ。

「……さて、そろそろ昼休みも終わりそうやし、教室戻るわ」

「おっと、アタシも行こ」

　円がそう言ったときにはもう一夜は歩き出していた。

　その背に向かって円は声をかける。

「そうそう。なっちにも言ったんだけどさ、あたしのことは『円』でいいよ。言いにくいでしょ？」

「わかりました。四方堂先パイ」

　一夜は振り返りもせず、片手を上げて応こたえた。

「やれやれ……」

　肩をすくめる円。

　その顔は呆あきれつつも、優しく微笑ほほえんでいた。
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　とある水曜日の昼休み──、

「邪魔するわよ。遠矢っちいる？」

　教室のドアがガラリと開き、そこに入ってきたのは四方堂円だった。

　そのとき、遠矢一夜はひとりで弁当を食べていた。いつも一緒に食べている千ち秋あき那な智ちはいない。それもそのはず。先日、担任の尾お崎ざきを殴って現在謹きん慎しん中ちゆうの身である。

　円は一夜の姿を認めると大おお股またで近寄ってきた。

「何か用ですか、四方堂先パイ」

「いやそうに無表情な声で言うなっての。……ちょっと話があるんだけど、いい？」

「話？」

「そ。内緒のね」

　そう言って円は一夜の前の席に座る。

　そして、少し顔を寄せて、小声で言った。

「この席の主ぬしの処遇が決まったって。昨日、司から電話があった」

「……それやったら外のがええわ」

　それから一夜が弁当を食べ終わるのを待って、ふたりは廊ろう下かに出た。

　廊下は教室よりも騒がしいが、逆に聞かれたくない話をするには適している。普通に話している分には周りに聞こえないし、わざわざ立ち止まって聞き耳を立てているものがいればすぐにわかる。

　一夜は窓の外を見ながら立ち、反対に円は窓を背にして立った。

「停学五日間だって。安心したわ」

「退学にはならんかったか。ホンマにほっとするな。……しかし、あのアホ、決まったんやったらすぐ連絡してこいっちゅーねん」

　安あん堵どから一転して愚ぐ痴ちをこぼす一夜。もちろん、愚痴を言えるのも安心したからではある。文句は安堵の裏返しだ。

　その姿を見て円が可お笑かしそうに笑う。彼女もまた、胸を撫なで下ろしたひとりだ。

「で、もうひとりのアホの尾崎はどないなったんや？」

　誤ご魔ま化かすために一夜は話題を変えた。

「司の話だと、どうやら生活指導から外されたみたいよ」

　それを聞いた途端、一夜は「ハッ」と鼻で笑った。

「ええ気味や」

　実に面白くなさそうに言う。

「そのままクビにでもなりゃよかったのにな」

「どーかん」

　と、円。やはりこちらもつまらなそうだ。

「とは言え、暴言程度じゃそうはならないのが大人の世界らしいのよねぇ」

「ちっ」

　一夜は、今度は舌打ちをする。

　どうやら世の中そうそう思い通りにはいかないようにできているらしい。

「後はあの連中か」

「ん？」

　忌々しげな一夜の声に、円は振り返った。

　彼がスタイリッシュな眼鏡越しに見ているのは、窓の下。円もその視線の先に目をやると、そこには数人の男子生徒がいた。

「ああ、あいつらね」

　例のカメラマニアの三人組だ。

　カメラマニアと言えば聞こえはいいが、盗とう撮さつマニアだという確度の高い噂うわさもある。

　そして、親友の司に不愉快な思いをさせ、かわいい後輩である那智に怪け我がをさせた連中でもある。

　彼らを眺ながめながら、円はひとつ閃ひらめいた。

「遠矢っちさ、ちょっと手伝わない？」

「……なんや？」

　そうしてふたりは密談をはじめた。
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　その翌日、放課後も遅い時間のことだ。

　例の三人組のうちのふたりが廊下で駄だ弁べっていると、手にしたスマートフォンにテキストチャットが流れてきた。もうひとりからのものだ。




『行った』




　簡潔な文章。でも、それだけでわかる。ふたりは顔を見合わせてうなずき合うと、さっそく近くの階段へと向かい、そこを下りはじめる。

　すると、下からひとりの女子生徒が上がってきた。

　三年生だろうか、背が高くてスタイルも申し分ない。なかなかいい〝モデル〟だ。しかも、手にはスマートフォンを持っていて、今もその画面を熱心に凝視している。

　ふたりはテキトーに思いついた話をしながら、すれ違うと同時に自分たちの懐からスマートフォンやデジタルカメラを取り出した。

　これが彼らの手のひとつだ。

　狙うのは決まってひとりでいて、尚なお且かつ、携帯端末に夢中になっている女子生徒だ。後ろから追ったのでは警戒されるので、今のように階下に連絡役をひとり置き、〝モデル〟がきたら報しらせる。そうして階段でのすれ違いざまにシャッターチャンスを狙ねらうのだ。

　スタイル抜群の三年のお姉様だ。どんな画えが撮れるだろうかと、軽く興奮を覚えながら、今日もそれで決定的瞬間をものにする──はずだった。




「何をやってはるんですか、センパイ」

「え……？」




　スマートフォンを持つその手首を、誰かが摑つかんだ。

　その手の主を見てみれば、いつの間に近づいてきていたのだろうか、眼鏡の似合う端正な顔の男子生徒がそこにいた。
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「何をやってはるんですか、センパイ」

　一夜はそう問いながら、ひとりの手を無造作に摑んだ。

　無論、その言葉は文章通りの問いかけではなく、問いのかたちを借りただけの糾弾である。

「ご苦労さん。よくやった、遠矢っち」

　階上から下りてきたのは、囮おとり役を務めた円だ。

　彼女はもうひとりに近づくと、持っていたデジタルカメラをひょいと取り上げた。一夜も男子生徒の手首を摑む手に容赦なく力を込め、捻ひねり上あげた。

「い、痛ててて……っ」

　握力が弱ったところでスマートフォンを奪い取る。

「な、なんだよ、お前ら!?」

「俺たちが何したって言うんだよ!?」

　口々に文句を言う──が、円はそれを聞いて「ハン」と鼻で笑った。

「そういうことはこの中身を見て、潔白が証明されたときに言うんだね」

　一夜が取り上げたスマートフォンが円に渡り、今や彼女の手の中には立派な証拠物件がふたつもあった。

「おーい、成果はどう……げ」

　そこに場違いなほど呑のん気きな声が階下から聞こえてきた。

　連絡役をしていた最後のひとりだ。しかし、彼はこの場面を見て、すぐに状況を把握したらしい。背を向けて脱だつ兎との如ごとく走り去っていった。

「逃げた!?」

「ええよ、ひとりくらい逃げても。ほっとき。最悪、証拠さえあればええ」

　実に冷静な一夜。

　すでにふたり現行犯でおさえているのだから、仲間はすぐに捕まる。仮に全員に逃げられたとしても、証拠品があれば十分だ。デジタルカメラはしらばっくれることができるかもしれないが、スマートフォンは確実に持ち主が特定できる。

「それより早はよ行ってき」

「あ、そうだったね。……悪いけど、遠矢っち、そいつら見ててくれる？」

「りょーかい」

　一夜の返事を聞くや否や、円は踵きびすを返して階段を駆け下りていく。廊下へ出ると、職員室方面へと消えた。

「さて、俺らはここで待ちましょうか」

　そう言って一夜は未いまだ放していない男子生徒の手首を摑んだまま、階段を下りる。もうひとりも観念したのか、黙ってついてきた。

　廊下までくるとそこで放り投げるようにして解放。男子生徒は清掃用具を入れたロッカーに背中をぶつけ、崩れ落ちた。衝撃でロッカーの扉が開き、モップや箒ほうきが数本倒れ出てくる。

「これで下げ衆すな盗撮行為も終わりやな。おとなしくしとき」

「っ!?」

　男子生徒はみるみるうちに顔を紅潮させていった。

　一夜はそんな彼の様子に肩をすくめ、興味ないとばかりに背を向けた。目をやるのは円が向かった職員室の方向だ。彼女が先生をつれてきたら、男子生徒たちを引き渡して役目は終わりだ。

　と、そのときだった。

「げ、下衆って言うなーっ」

　先ほどの男子が落ちていたモップを手に取り、襲ってきた。

　一夜は背を向けていて見えていない。にも拘かかわらず、彼は素早く振り返ると、モップを左手で防ぎ止めた。まるでそうくることがわかっていたかのようだ。

　木製のモップの柄が折れた。

　一夜は痛みに顔を歪ゆがめるが──それだけだった。

「痛いやない……かっ」

　彼はモップの残った部分を摑んで引っ張ると、バランスを崩した相手にカウンタ気味に拳こぶしを叩たたき込んだ。

「先に手ぇ出したのはそっちや。そこんとこ間違えんなや」

　そう言うと、一夜は剣けん呑のんに嗤わらった。
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　円は妙な胸騒ぎがした。

　だから、証拠であるスマートフォンとデジタルカメラの中身の確認は職員室にいた女性教師に任せ、急いで戻ってきた。

　そうしてそこで見たものは──うめき声をあげて転がる三人の男子生徒と、そのそばで少しだけ疲れた様子で壁にもたれて立つ一夜の姿だった。

「遠矢っち、アンタ、何やってんのよ!?」

「安心し。正当防衛や」

　問えば一夜は、乱れた前髪をかき上げながら、しれっとそんな答えを返してきた。

　そこでようやく円は悟った。これは寄ってたかって袋叩きにされた親友の仇かたき討うちだ。円が昨日この計画を持ちかけたときから、彼はこうするつもりだったのだ。だから、様子を見に戻ってきたらしい逃げたひとりも、ご丁てい寧ねいに叩たたき潰つぶしている。

　まぁ、彼らは自業自得と言えるだろう。一夜が被害生徒全員の怒りの代弁者だと思えばいい。

「遠矢っち、ケガはない？」

　問題はこの危なっかしい少年だ。正当防衛と言っていた。ならば、煽あおるなり隙を見せるなりして、先に手を出させたはずだ。

「っ!?　……そんなドジは踏んでへん」

　円は、一夜がどこかケガをしていないかと、その腕を摑んでこちらを向かせようとした。だが、彼はその手を振り払い、まるで逃げるようにそっぽを向いた。──それで十分だった。

「保健室……よりは、うちの部室のほうがよさそうね。……ついてきて」

「よけいなお世話や」

「いいからくるの」

　円がわずかに怒りを含んだ声で言い、一夜は渋々これに従った。
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　ふたりは女子バスケットボール部の部室に場所を移した。

　幸いにして今は練習の真っ最中（円は今回のこの計画があったので、遅れると言ってある）、部室には誰もいなかった。

「はい。袖そでまくって見せて」

　円はそこで備品置き場からストックの冷却スプレーを取り出すと、一夜へと振り返った。

「ええよ。たいしたことあらへん」

「そんなわけないでしょ、バカ。さっき服ごしに触っただけでも腫はれてんのがわかったんだから」

　そう言われて一夜が不ふ承しよう不ぶ承しよう腕を出せば、円はそれを見て言葉を失った。ひと目でわかるほど腫れている上に、紫色に変色している。

「ホント、バカ。どこがたいしたことないんだか。この腫れ方だと、最悪、骨にヒビが入ってる。ここじゃどうしようもないわね。いちおう冷却スプレーだけかけておくから、今からその足で病院に行くこと。いい？」

「バカバカ言わんといてんか」

　不ふ貞て腐くされたように一夜が抗議の声を上げる。

「これでも言い足りないくらいよ、バカ。……まさかアンタがここまで好戦的だとは思わなかったわ。見た目物静かな文系男子のくせに」

「うちのじい様が『男は男らしく』って人やねん。だから、武道もやらされたし、山に登ってサバイバルっぽいことも教え込まれた。大きな声では言えんけど、猟りよう銃じゆうも撃ったことあるわ」

　腕に冷却スプレーを吹きかけられながら、一夜はぽつぽつと語った。

「うわ、遠矢っちの見る目変わりそ……」

　きっとこんな一夜の一面を、この学園の女子生徒は誰も知らないだろう。いつも一緒にいる那智ですら、単なる読書魔だと思っているかもしれない。そう考えると、円は少しだけおかしかった。

「でも、だからって何でここまでするわけ？　いや、仇討ちはわかるけどさ。ちょっと無茶がすぎるんじゃないの。いくら武道の心得があるからって一対三よ？　いく？　普通」




「前も言うたやろ。俺、〝普通〟やないって。普通やないからかわいい女の子も振るし、那智のために勝手に体も張るねん」




「……」

　一夜の言葉で円はすべてを理解した。

　しばらくの間、何を言っていいかわからず、円は無言で一夜の腕に冷却スプレーを吹きかけ続けていた。

　やがて一夜が再び口を開いた。

「ああ、誤解せんといてや。そういうのとちゃうから。俺、あいつのことを大事にしたいだけやねん」




　遠矢一夜は由緒ある旧家で資産家の父親と、その愛人との間に生まれた子である。

　父親は正せい妻さいのほかに愛人を三人囲っていて、一夜の母はそのひとりだった。

　しかし、一夜が小学五年生のとき、その母が巻き込まれるようにして交通事故で他界すると、彼は父親のもとに引き取られた。

　世間から後ろ指をさされるような境遇から一転して、羨うらやましがられ、そして、妬ねたみ、やっかまれる立場へ。しかも、敵は外だけではない。中にもいた。正妻だ。

　彼女は夫が愛人を作っていることは知っていたし、そのことについてはもう諦あきらめていたが、その愛人との子を家に招き入れて気分がいいはずがない。あからさまなことはしないまでも、ことあるごとに一夜を冷れい遇ぐうした。

　おかげで一夜はすっかり今のような、世間を冷ややかに見、他者に関心を持たず孤独を好む性格になってしまった。




　その一夜が高校に上がって出会ったのが、千秋那智という少年だった。

　あるとき一夜は、彼に自分の生まれのことを話した。すると那智もまた、では自分もとばかりに、己の出生の秘密を語ってくれた。

　驚いた。

　なぜならその境遇は自分とよく似ていたからだ。

　親に捨てられて教会で育ち、そこから裕福な家庭に引き取られたことで、偏見をもって見られる立場から、羨せん望ぼうと嫉しつ妬とを集める立場へ。そこがよく似ていた。しかも、奇くしくも環境の変化が小学五年生という点も同じだった。

　にも拘らず、那智は一夜とちがって真まっ直すぐに育っていた。

（こいつは何なんだ……？）

　そう考えて──すぐに答えが出た。

　千秋那智とは、『自分がならなくてはいけなかったもの』であり、『なれなかったもの』だった。

　一夜も彼のように境遇や環境に負けず、強く生きるべきだったのだ。でも、それができなかった。そんな生き方などできるはずがないと思っていた。

　那智がそんなふうに生きてこられたのなら──では、世の中に背を向け、拗すねたように生きてきた自分は何だったのだろう。自分にも味方や優しい声をかけてくれた人がいたのではなかったか──。

　だから、一夜は那智を大事にしようと思った。そうすることで何かが赦ゆるされるとは思わない。でも、それでも自分より彼のことを大事にしたいと思うのだ。




「まぁ、その、悪かったわね。アンタの気持ちも知らずになっちと司をくっつけちゃってさ」

　ふいに円は一夜に謝る。

「別にかまへんわ。ほっといてもあのふたりやったら勝手にくっついとったと思うし」

「あー、それはあるわね」

　そう言って笑って、円は一夜を励まそうとしたが失敗に終わった。だいたいにして円自身うまく笑えていない。

　仕方なく、また無言で役目を終えた冷却スプレーを片づけた。一夜も黙ってカッターシャツの袖そでのボタンを止めている。

「あぁ、あかんわ。何か泣きそう。……四方堂先パイ」

　やがて何かに耐えかねたように一夜が口を開いた。

「うん？」

「ここ人ンちやてわかってるけど、五分でええからひとりにしてくれへんか？　人に見られたないねん」

「そっか……」

　だが、円は部室を出て行こうとしない。

　それどころか静かに一夜の頭を引き寄せ、胸の中にそっと抱きしめた。

「先パイ？」

「大丈夫。こうしてれば遠矢っちの顔は見えないから」

　一夜はそういうのではないと言った。だから、その言葉通りそういう感情ではないのだろう。でも、きっと何かに置いていかれたような、大事なものを失なくしたような気持ちがあるのだ。

　やがて一夜は声を押し殺して泣きはじめた。
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　カレンダは七月。もう名実ともに夏になり、朝から蝉せみがミンミン鳴いていて、太陽もカンカン照りだ。なお、太陽はまだ本気を出していない模様。

　そんなある日のこと。

　その日、僕は高校に入って初めての遅刻をした。

　基本的に登校ラッシュに巻き込まれるのがいやで、普段から早めに学校に着くようにしているから、そこから多少遅れたとしても間に合わなくなるほどにはならない。が、今日に限っては遅れに遅れて、ついに遅刻してしまった。

　それもこれも昨日、やけに頭のＣＰＵが好調で、遅くまで勉強していたせいだろう。朝起きたら見たこともないような時間だった。やっぱり慣れないことはするものではないと思った。

　駅に着いたら間に合うかどうかという微妙な時間。いっそこの時点で遅刻が確定していたら僕も走ったりしなかったのだけど、淡あわい期待を込めて全力疾走。

　結果、ギリギリ間に合わなかった。

　中三の秋でバスケをやめてから、ずいぶんと運動能力が落ちた気がするな。




　さて、いま僕は遅刻仲間とともに、校門を入ったところで縦一列に並んでいる。ここでひとりずつ風紀委員に学年とクラス、名前を告げてから教室に入ることになる。

　前から順に手続きをして、ひとり終わるごとに列が進んでいく。

　そして、ようやく僕の番になった。

（わ……）

　思わず内心で驚きの声を上げる。

　待ちかまえていた風紀委員は、はっとするような美人さんの先輩だった。背中まで伸びるナチュラルストレートの黒髪は日本人形を思わせるが、釣り目気味の目からややキツい印象を受けた。

　僕は圧倒されながら口を開いた。

「一年七組、千ち秋あき那な智ちです」

「千秋？」

　その美人の先輩からはなぜか聞き返すような言葉が返ってきた。

「そう。貴方あなたが」

　続けてそう言ったが、けれど、僕を一いち瞥べつしただけでそれ以上は何も言わず、手もとのボードに僕の名前などを書き込んでいく。

　結局、どういう意図があったかは謎なぞ。

　おまけに表情も変わらないものだから、よけいに不安を掻かき立たてられる。

「はい。行っていいわ」

「……」

「どうしたの。早く教室に入りなさい」

「あ、はいっ」

　はっと我に返り、差し出された入室許可証を受け取ると、僕は教室に向かった。

　何だったんだろうな、本当に。




　教室に辿たどり着き、ドアを開けようと思ったら、先にひとりでにスライドした。

　もちろん、自動ドアなどではなくて、ただ単に尾お崎ざき先生が出てきただけだ。朝のホームルームは終わったらしい。

「すみません。遅刻しました」

「見ればわかる」

　冷たく言い放つ尾崎先生。……ああ、さいで。

「入室許可証は？」

　促されて僕は手に持っていたそれを先生に渡す。先生はそれを見て、ふん、と見下したように鼻を鳴らした。

「連絡事項は誰かに聞いておくように」

　それだけ言うと先生は職員室方面へ去っていった。

　先生、いつものことですが、すこぶる態度が悪いです。思わず握り拳こぶしを固めてみる。今度やったら確実に退学だろうけど。

　まぁ、そんなことは気にしていてもキリがないので、とっとと忘れて教室に入る。

　教室の中は少しざわついていた。ホームルームが終わって一時間目の先生がくるまではいつもこんな感じだ。

「おはよう、一いち夜や。連絡事項、何かあった？」

「ある。ただし、有益なものはない」

　この教室にあってはまったく騒がず、黙々と本を読んでいる男、一夜は簡潔におしえてくれた。……ふむ。クリティカルなものはなしか。

「なら、もういいや」

「おっはよー、千秋。なに、遅刻？　バッカじゃないの？」

　今度は騒々しいの極致みたいな女、宮みや里さと（通称サトちゃん）が寄ってきやがった。

「いきなりケンカ腰とは天晴あつぱれだな」

「しっかも、髪の毛立ってるし。どうせならそのままウルフカットにしたら。そしたらウルフ那智って呼んであげるわ」

「ごめん。謝るから、それだけは勘弁してくれ」

　何となく響きのわりには恰かつ好こ悪わるいアダ名のような気がする。

「まぁ、遅刻したのは確かだけどさ。……あ、そうだ。風紀委員にすっごい美人の先輩がいたぞ。ちょっとキツい感じだったけど」

「ああ、それだったら特進クラス三年の飛鳥あすか井い明あ日す香か先輩ね」

「飛鳥井明日香……」

　僕は口の中でその音を転がしてみる。

　どこかのミステリ作家みたいな名前の構造だな。そして、何度か聞いたことがある。トモダチがたびたび口にしていたはずだ。

「宮里の貧弱な頭からすんなり名前が出てくるってことは、やっぱり有名なわけ？」

「ちょっとぉ、貧弱ってどーゆー意味よ！　……まぁ、いいけど。そりゃあ有名よ。あの容姿だもの。片瀬先輩がいるから影が薄いけど、一部の男子に強烈に支持されてるみたい」

「一部の？」

「そう。マゾい男子」

「うわあ」

　それは確かに強烈だな。

「飛鳥井先輩って見た目もキツい感じなら、性格もキツいらしいの。遅刻も限度を越して常習犯になったらかなり厳しい注意が飛んできて──」

「あー、もういいや。皆まで言うな。だいたい先は読めたから」

　そんな変わった趣味の人間から人気があっても、飛鳥井先輩としては困るだろうに。

　そう言えば、トモダチも時々遅刻したくせにニッコニコしながら教室に入ってくるときがあるな。……なるほど。そういうことだったのか。僕もそうならないように気をつけないと。人の道は外れたくないものだ。

　と、そこで始業のチャイムが鳴った。先生がくるまであと二、三分ってところか。

　宮里も自分の席に撤収した。

　さて、と──。

「ところで、一夜。さっきからページをめくる手が止まってない？」

「……そうか？」

「うん。確かにそう」

　僕が認識している範囲では、飛鳥井先輩の名前が出てきたところで動きが止まった。

「……気のせいやろ」

　しかし、一夜はそう言って僕の疑問を切って捨てた。

　読書を再開する。

　どうも一夜の平均値から大きく外れた行動だな。珍しい現象が観測されたものだ。

　飛鳥井先輩が気になるとか？　まさかね。
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　昼休み、一夜と一緒に学食に足を運んだ。

　僕は当然のように弁当を作っている時間がなかったため、そして、一夜は僕の付き添い。持ってきた弁当はそのまま食べずに持って帰るそうだ。前にも言ったけど、聖せい嶺れい学園ではどうやら学食で弁当は食べてはいけないという不文律が存在するようだ。

　学食に入るなり、僕は片瀬先輩の姿を見つけた。円まどか先輩もいる。向かい合ってランチを食べている最中だ。

　先輩もすぐにこちらを見つけ、微笑ほほえみながら小さく手を振ってくれた。そんなちょっとしたやり取りが嬉うれしい。

　とりあえず、僕らは先にカウンタへ行ってランチを購入。それから片瀬先輩たちのところへ向かった。

「こんにちは、先輩。ここ、いいですか？」

「ええ、どうぞ」

　いちおう確認してからイスに座る。片瀬先輩の隣に僕、円先輩の横に一夜というフォーメーションだ。

「那智くん、今日はお弁当じゃないのね」

　尤もつともな質問。

「お恥ずかしい話、今日は遅刻しまして。弁当を作る暇がなかったんです」

「あらら」

「ふうん。じゃあ、遠とお矢やっちはなっちのつき合いってところ？　大変ね」

「……別に」

　素っ気なく返して、一夜は早速ランチに手をつける。

　と、そのとき、飛鳥井明日香先輩の姿が僕の視界に飛び込んできた。

「あ……」

　只ただ今いま個人的注目度ナンバーワン。思わず小さく声を上げてしまった。

　飛鳥井先輩はランチのトレイを持っていて、僕たちから少し離れたテーブルに落ち着く。ひとりのようだ。

「那智くん、飛鳥井さんを知ってるの？」

　僕の視線の先を追って、片瀬先輩が聞いてくる。

「いえね、今朝、校門に立っていた風紀委員が飛鳥井先輩だったんです。僕は今日初めて知りましたけど、やっぱり三年の間でも有名なんですか？」

「もちろん」

　答えたのは円先輩だ。

「見ての通りの和風美人で成績も優秀。寡か黙もくで自分を厳しく律して品ひん行こう方ほう正せい。しかも、家はこのあたりに古くからある旧家でお金持ち。と、まぁ、絵に描いたようなお嬢様だよ」

「へぇ」

　そう言われると何やら近づき難いものを感じるな。

　実は一年にもやっぱりお嬢様がいる。頭にネコミミがついていたり、性格がはちゃめちゃだったりして、ものすごく似エ非セっぽいけど、あれはあれで正真正銘のお嬢様だったりするのだ。

「くしゅん！」

　今、学食のどこかでくしゃみが聞こえたな。

　まぁ、それはおいておこう。

　さすがは我らが聖嶺学園高校。成金エリート校と揶や揄ゆされるだけある。そんなのが学年にひとりふたり必ずいるんだな。

　何となくみんなでしげしげと飛鳥井先輩を眺ながめる。

　いや、ひとりだけ、他人にまったく関心がないのがいる。一夜だけはそちらを見ず、面白くなさそうに一定のペースでランチを食べていた。

「そういえば、どことなく遠矢っちに似てるよね？」

　ふいに円先輩が言った。

「そうですか？」

「うん。いや、外見じゃなくて雰囲気が、だけどね。優等生なところとか、もの静かで他人を寄せつけないところとか」

　確かに飛鳥井先輩なら孤高という言葉が似合いそうだ。

　だがしかし、だ。

「お言葉ですが、円先輩。こいつは一見、優等生に見えて確かに成績はいいですが、実際のところ優等生っぽいだけで、自分を厳しく律するどころかやりたい放題しまくりですよ」

「お前……」

　さすがに聞き捨てならなかったのか、一夜が小さくつぶやいた。

「でも、外見というか、雰囲気は似てるような気がする、かな？　怜れい悧りな感じに顔が整っているところとか」

「……」

　一夜、特に反応なし。自分のことを話題にされて無視を決め込んだか。

　僕はもう一度、飛鳥井先輩に目をやった。

　先輩は行ぎよう儀ぎと作さ法ほうの手本みたいな上品さでランチを口に運んでいる。

　と、ついに向こうもこちらに気がついた。けっこうこっちからじろじろと見て、好き勝手に話していたからな。視線を感じたのかもしれない。




　その飛鳥井先輩が、微笑んだ。




「なに、あの人。わたしの未来の旦だん那な様に勝手に笑いかけないでほしいわ」

「ぶっ」

　そして、なぜかぷちキレ状態の片瀬先輩。

　だいたいなんで無条件に僕に笑いかけたと思い込んでるんだ、先輩は。

「円先輩とめて！　とめてそれ！　なんか人前で言っちゃいけないこと口走りはじめてるからっ」

　僕と片瀬先輩がつき合いはじめたことは黙っていないといけないわけでもないけど、わざわざ触れて回りたくもない。

　円先輩が「どうどう」と片瀬先輩をなだめる。馬か。

　そんなちょっとしたカオスの中、一夜が立ち上がった。

「……喰くい終わった。先に戻ってるわ」

「あ、そう？」

　一夜はトレイを持って食器返却口へと歩いていった。

　どこがどうとは言えないけれど、何となく今日の一夜は変な感じだな。
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　翌日──、

　朝、また家を出るのが遅くなった。

　とは言っても、今回は遅刻するほどではない。十分に余裕がある。ただし、登校ラッシュの真まっ只ただ中なか。

「うっはあ……」

　僕はホームに滑り込んできた電車を見て、うんざりした気分になった。

　制服を着た学生ばかりだ。聖嶺の制服だけではない。この路線には聖嶺以外にもいくつか高校があって、だいたい登校時間が重なるようだ。

　まぁ、この程度で音を上げていたら毎日通勤ラッシュに揉もまれている企業戦士の方々に申し訳ない。五駅ほどなので我慢しよう。

　開いたドアから電車に乗り込む。フィジカルな当たりに弱いので、ドア付近に立ち位置を確保。

　ドアが閉まり、走り出した。

　次の駅でまた人を飲み込み、さらに窮きゆう屈くつ感が増す。

　さらに次の駅が見えてくる。因ちなみに、ここは一夜が利用している駅だ。けれど、登校時に一夜と一緒になった例ためしはない。あいつは僕以上に早く学校に行っているのだ。

　そして、電車が減速しながら駅へと入り、大きな狂いもなく定められた乗車位置で止まった。

「う[image: ]……」

　と、僕は思わずうめき声を上げる。

　なんとドアの向こうに飛鳥井明日香先輩が立っていたのだ。……先輩もこの駅だったのか。

　ドアが開く。

「……」

「……」

　視線が交差して、僕らはしばしお互いの顔に見入った。

　車内は混雑していて、奥に逃げられない。

「えっと……じゃあ、僕、降ります」

　自分で言っていて意味不明。

「待ちなさい」

「ひっ!?」

　飛鳥井先輩に腕を摑つかまれた。

「降りてどうするの。乗りなさい」

　先輩は一いつ旦たん降りた僕をもう一度車両に放ほうり込み、自らも乗り込んだ。

　ドアが閉まる。

「……」

　近いです、先輩。

　当たり前か。混こんでいるのだから。

　せめて会話でもあれば、この距離も少しは緊張の原因にならずにすむのだけど。飛鳥井先輩は口を開く様子もなく外に目を向けている。僕も特にこれといった話題はない。

　やがて次の駅に着いた。

　ぷっしゅー、とドアの開く音が反対側から聞こえる。……ちくしょう。開くのは向こう側だったか。空間的な余裕ができれば、もうちょっとマシな体勢になれると思ったのだけど。

　この駅でも電車は少量の乗客を飲み込んだ。

　すごい緊張感。

　ただでさえ女の人とこんなにも接近しているというのに、相手が寡黙な佳人となればその緊張感も倍増するというもの。

　さすがに耐え切れなくなって、僕は口を開いた。

「あ、飛鳥井先輩、今日は風紀委員の仕事はないんですか？」

　僕の声に反応して、先輩がこちらを向いた。吊り目気味の目が怖い。何も悪いことをしていないのに謝ってしまいそうだ。

「ないわ。と言うより、今日は私が当番でないだけ」

「あ、なるほど」

　そりゃそうだ。毎日人より早く登校するなんて大変だものな。普通は交代制だろう。

　で、話はそれっきり。飛鳥井先輩の返事は極めて簡潔。会話は続きもしなければ、広がりもしなかった。

　こうなったら後ふた駅、我慢するしかない。

　外を流れていく景色の速さに反して、時間はひどく緩かん慢まんに流れる。

　そうして体感的にいつもの倍の時間をかけて電車は到着した。僕と飛鳥井先輩は同じ制服を着た生徒と一緒にドアから吐き出される。

「きょ、今日、僕、日直で早く行かなくちゃいけないのを忘れてました。先輩、それじゃ失礼します」

　僕はずっと考えていた噓うその口実を口走り、駆け足で飛鳥井先輩から離れた。

　あー、緊張した。窒息するかと思った。

　あの迫力は精神衛生上よろしくないな。
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　別の日の朝、教室に入ると、隣の席の居い内うち加か代よ子こさんがドン太くんを解体していた。

　ドン太くんというのはもちろんトッポさんの隣にいる怪生物のことだけど、これまたもちろん本物を解体しているわけではない。

　机の上にはドン太くんの外がい殻かくとともに、ネジやバネ、歯車といったパーツが転がっている。そうか、ドン太くんは機械仕掛けだったのか。

「何やってんの、居内さん」

　僕が聞くと居内さんはドライバを握る手を止め、一度こちらを見た。が、答えはなく、またすぐに作業を再開した。

　居内さんは、見ていればいずれ答えがわかる質問に応じるほど親切ではないのだ。

「あれ何やってるの？」

「家庭科部の先輩に、目覚まし時計の修理を頼まれたんだって」

　ボリュームの小さな声でおしえてくれるのは、居内さんの後ろの席の砂さ倉くらさんだ。声が小さいのは別に周りに気を遣っているわけではなく、これが彼女の初期値デフオルトだからだ。

「ふうん」

　なるほど。これは目覚まし時計か。

　それにしても、女の子で精密ドライバのセットを携帯しているってどうなんだろうな。まぁ、そこは中学のときからで今さらだけど。












「その先輩って、わざわざあれを家から持ってきて居内さんに頼んだのかな？」

「らしいよ」

　頼られてるんだな。僕の知らない彼女の一面だ。

「おはよう、一夜」

　それからようやく着席した。

「今日も飛鳥井先輩が校門に立ってたぞ」

　ぴたり、と一夜の動きが止まった。

　とは言っても、もとから動きなんてないに等しいのだけど、意識が本から離れた──そんな感じ。

　一夜が僕を見た。

「……なぜそれを俺に言う？」

「いや、別に。他意はないよ」

　ちょっとカマをかけてみただけ。このところ飛鳥井先輩の名前を出すと、必ずと言っていいほど一夜が妙な反応をするものだから。

「でもさ、風紀委員の仕事って遅刻の取り締まりだろ？　だったら予よ鈴れいが鳴る前くらいから立ってればいいんじゃないの？　けっこう早くからきてるよね」

「あれはいちおう服装のチェックも兼ねてる。ネクタイがないやつとか、体育科のジャージ登校とかもとっ捕まる」

「あ、そうなんだ」

　後者は当然のこと、前者もやったことがないので気がつかなかった。そう言えば夏服になる前の暑い日、ネクタイをせずに家を出て、校門手前で慌あわてて締めているやつを何回か見たな。

「意外に詳しいな、一夜」

「……まぁな」

　直後、一夜は外界からのアクセスをシャットアウトした。これ以上のコミュニケーションは受けつけませんよというオーラが出ている。

　もっといろいろ聞いてみたいことがあったけど──仕方ない、またの機会にしよう。

『ふごっ　ふごっ』

　突然の怪音。

　何かと思ったら、ドン太くんだった。修理が完了したらしい。

　居内さんはいつもの無表情のまま両手にドライバを一本ずつ持ち、ひとり「てーてってれー」みたいなポーズをとっていた。
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　昼休み──、

　教室で弁当を食べてから、一夜と一緒に学食に足を向ける。

　目的地に着くと僕らは真まっ直すぐに隅の自販機コーナに向かった。

　中に入ってからぐるっと見回したけど、今日は片瀬先輩はきていない模様。残念。

「お先」

　ひと言断って先に硬貨を放り込む。本日はリッチに缶ジュースだ。

　出てきたジュースを取り出して一夜と交代。プルタブを開けながら、もう一度学食の中を見やる。

　と、別の先輩発見。

「おい、一夜。飛鳥井先輩だ」

　窓際のテーブルで飛鳥井明日香先輩がひとりランチを食べていた。

「だからなぜそれを俺に言う」

「あ、いや、今回のは純粋に感かん嘆たんの声だと思ってくれ」

「今回のは、な」

　おおっと。軽く口が滑ったか。

　いつもの缶コーヒーを買った一夜が僕の横に並ぶ。

「それにしても飛鳥井先輩、昼食べるの遅いよね」

　僕らが教室で弁当を食べて、それからここにきて──で、昼休みがはじまってかれこれ三十分近くになる。

「風紀委員って昼休みも忙しかったりするのかな？」

「いや、あれは……まぁ、そうかもな」

　妙に歯切れが悪い一夜。否定したのか肯定したのか、どっちだ。

　そんなことを言っているうちに飛鳥井先輩が食事を終えた。

　立ち上がってトレイを手に取り、それを持って食器返却口へ向かう。食器を返した後は一直線に学食の出入り口へ……と思いきや、直前でかくっと折れ曲がった。

「うわ！　一夜、こっちきたっ。どうしよう!?」

「別に喰われはせんやろ」

　確かにそうだ。それに何も僕らに用があると決まったわけじゃない。自販機に用があるのかもしれないし。そうだ。きっとそうにちがいない。

　だったら知らない振りしてすれ違ってしまおう。

「待ちなさい」

　しかし、しっかり呼び止められた。

「貴方、カッターのボタンはちゃんと上までとめなさい」

　捕まったのは一夜だった。

　飛鳥井先輩は一夜の胸元に手を伸ばし、はずしていたボタンをとめはじめる。

　一夜は居心地悪そうに、わずかに顔を歪ゆがめた。

　その横で一夜と同じくボタンをはずしていた僕も、こっそり自分で直しにかかる。が、缶ジュースで片手がふさがっているせいで、なかなかうまくいかない。

「これは風紀委員としての注意ですか？」

「単に気になっただけよ」

　言われ、ばつの悪そうな一夜の顔。

　やはり一夜でも飛鳥井先輩は苦手なのかもしれない。

「それから千秋君。貴方もみたいね」

「うぇーい」

　間に合わなかったー。

　飛鳥井先輩は、今度は僕のほうにすっと寄ってきて、ボタンに手を伸ばした。

「……っ」

　やはりどうしようもなく緊張する。

　片瀬先輩に近寄られても当然緊張するのだけど、飛鳥井先輩だともっと別種の、威圧されているようなプレッシャを感じる。釣り気味の目とかキツい感じの顔の造作がそうさせるのだろうか。

　今の僕は嵐あらしが通り過ぎるのをただただ待っているような気分だった。人知を超えた脅威の前にはちっぽけな人間など無力なのだ。

「はい。できたわ」

　そう言うと飛鳥井先輩は踵きびすを返した。

　背筋のぴんと伸びた、優雅な歩き姿。十じゆう二に単ひとえを着せて、板張りの廊ろう下かを歩かせても様になりそうだ。

　先輩が学食を出て姿が見えなくなると、僕は安あん堵どのため息を吐ついてから、ようやく口を開いた。

「僕、あの人苦手だ」

「……俺も」

　なんと。珍しいこともあるものだ。一夜が弱音を吐くなんて。

　思わず一夜を見る。

　が、一夜は僕の視線から顔を背けるようにして、すっとそっぽを向いた。あいかわらず摑みどころのないやつ。
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　放課後──、

「あ。今日、僕、掃除当番じゃないか」

　終礼が終わって帰る直前になって初めて気がついた。すごい損した気分。

「一夜、待っててくれ」

「断る」

「う[image: ]……」

　即答ですか。

「何か用でもあるの？」

「いや、なんかいやな予感がする」

「何だそれ」

　普段から言葉にデコレーションが少なくて、人間の感情なんか電気信号くらいにしか思っていなそうなくせに、今日はえらく感覚的だな。

「んじゃ、また明日」

「ああ、うん。また……」

　帰るって言うのなら無理に引き止める理由はないし、仕方がないのでちゃっちゃとやってしまおう。




　で、結局、なんだかんだでふざけながら掃除をしていて、ずいぶんと遅くなってしまうわけだ。

　もともと特進クラスは七時間授業でほかのクラスよりも帰りが遅いのに、その上掃除当番だった日には気分は浦島太郎だ。

　そうしていつもより三十分以上も遅く帰る。当然のように誰とも会わないものだと思っていたが──、

「あ……」

　なぜか昇降口で飛鳥井先輩とばったり会ってしまった。

　そう言えば飛鳥井先輩も特進クラスだったな。つまり帰りにここで会う確率自体はそれなりにあるわけだ。

　しっかし、こんな状況で会うとは……。

　周りには誰もいないし、さっき声を上げてしまった手前、逃げるに逃げられないし。

「あ、飛鳥井先輩もいま帰りですか？」

「ええ。……ちょうどいいわ。貴方に聞きたいことがあるの」

「……何でしょう？」

　実は僕が知らないだけで、風紀委員には職務質問する権限が与えられていたりするのだろうか。

「一夜さんのことをおしえてほしいの」

「い……っ!?」

　思わず目を丸くする僕。

（一夜、さん……!?）

　なぜにいきなりファーストネーム呼び？

「そんなに驚くこと？　お友達なのでしょう？」

「もちろんそうですけど……」

　驚いたポイントはそこではないのだけどな。

「何でそんなことを？」

　場合によってはこっちから職務質問したほうがいいのかもしれない。

「そうね。一夜さんのことが気になるから、かしら」

　飛鳥井先輩らしいと言うべきか、すごく直球だな。

　先輩は一夜のことが気になっているのだという。確か一夜は三年女子の間で人気ナンバーワンという話だから、こういう事態もあり得るのだろう。もちろん、それが飛鳥井先輩であることは強烈に意外だけど。

　それで僕に一夜のことを聞こうと思った──そんなところか。

「一夜のこと、ですか……」

　そうは言っても何でも知っているわけじゃないし、それにおしえていいことと悪いことの選別も必要だ。

「千秋君、貴方から見て一夜さんはどんな感じ？」

「ん？　普通ですよ？　いや、まぁ、普通と言うには〝普通〟を大きく逸脱している感はありますが」

「普段はどんな話を？」

「改めて聞かれると答えに困りますけど、くだらない話をしたり、勉強の話をしたり。基本的に話すこともやってることも、普通に友達同士でするようなことばかりです。弁当のおかずを取り合いしたり」

「まぁ。そうなの」

　お。何かが先輩の琴きん線せんに触れたようだ。驚きながらも嬉しそうだ。

　このあたりの話題でいいならいくらでもあるけどな。

「三年の先輩方のところに流れていく噂うわさからじゃ想像もつかないと思いますけど、一夜って意外と面白いですよ」

　そんな感じでいくつかのエピソードを話しながら昇降口を出る。

「あれ？」

　と、出たところで片瀬先輩が立っていた。

　もしかして何かの用事で帰りが遅くなって、そのついでに僕を待っていてくれたのだろうか。

「先輩」

　ぼうっと余よ所そ見みをしていた片瀬先輩に呼びかける。

　先輩はようやく僕に気づき、それから隣にいる飛鳥井先輩を見て──、

「うは……」

　ジト目になった。

　僕が遅いから怒ってる……んだったらいいなぁ……。

「いや、先輩、これはですね……」

　いきなり言い訳に走る僕。

「そこでたまたま飛鳥井先輩と会いまして──」

「へぇ。那智くん、いつの間にか飛鳥井さんと仲よくなったんだぁ」

「じゃなくてっ。一夜のことを聞きたいって言うから答えてただけですってば」

　顔は笑っているのに目だけが笑っていなくて、普通に怖いんですけど。

「遠矢君のことを？」

　片瀬先輩はそこでぴたりと動きを止めた。

　さすがに女の子というところか、それだけでだいたい事情を察したようだ。飛鳥井先輩に体を向ける。

「飛鳥井さん。そんなに遠矢君のことが知りたいのなら千秋くんに聞かずに、直接本人に聞いたらどうかしら？」

　何でそんなに高圧的なんだろうな、片瀬先輩は。

　だけど、飛鳥井先輩も負けてはいない。

「それができたら苦労はしないわ。それに──」

　そこで飛鳥井先輩は言葉を切り、一拍おいた。

「千秋君にも同じ程度に興味があるのよ」

「はい？」

　我が耳を疑いつつ、思わず聞き返す。

　しかし、飛鳥井先輩はにこりとも笑わず、いたって真ま面じ目めな顔。

「さようなら。またね、千秋君」

「あ、はい。また……」

　片瀬先輩と僕は、去っていく飛鳥井先輩を呆ぼう然ぜんと見送った。
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　翌日、昼休みの学食にて、

「「う～ん……」」

　片瀬先輩と僕は向かい合わせに座って、そろって頭を抱えていた。

　原因はもちろん、飛鳥井先輩だ。

　まさか飛鳥井先輩みたいなほとんど接点のない先輩から、面と向かって「興味がある」なんて言われるとは思ってもみなかった。

　いや、本当に参った。

　何だかまずいことになった気がする。




「これはまずいわね」

　そう言ったのは僕ではなく片瀬先輩だ。

「そう？」

　で、こっちは円先輩。

「だって、あんな美人が那智くんに近づいてきたのよ。由ゆ々ゆしき事態だわ」

「いや、それを言うならアンタだってたいがいだと思うけど？」

　だよなぁ。なんてったって『学園一の美少女』だものな。

「周りが勝手に言ってるわたしの評価なんてどうでもいいわ。問題は飛鳥井さんが美人だってことよ。毎日フランス料理を食べていたら、飽あきて今度は和食を食べたくなるというもの。いつ那智くんがふらふらっと飛鳥井さんのところにいってしまうか心配だわ」

　片瀬先輩は言葉通り心底心配そうに言った。

　なんだ、その全文ツッコミ待ちみたいな発言は。どこから突っ込めばいい？　喩たとえとは言え自分をフランス料理に喩えちゃったところか？　それとも僕がぜんぜん信用されていないところか？

「食べたの？」

　そこで不意に円先輩が聞いてきた。

「何をです？」

「フランス料理」

「いや、僕の人生で今まで一度もないですね。基本的に両親が和食党ですから」

　何かの記念日に料亭に行ったことはあっても、レストランという選択肢は皆無だ。

「あー……いや、まぁ、いいや」

　円先輩は僕の返事を聞いて、頭を掻いた。

「……アホ」

　そして、横で一夜が小声でつぶやく。どうやら円先輩に向けられたものらしい。何なんだ、いったい。

　いつも通り不ふ貞て腐くされたように肘ひじをつきながら、一夜がさらに続けた。

「そんなに心配せんでええわ。どうせ半分は冗談で言うたんやろうし」

「そうかしら？」

　仮にそれが当たっていたとしても、残り半分は本気だということになるけどな。

「言い切るわね、遠矢っち」

「……別に」

　と、そこで一夜は手もとにあった缶コーヒーをひと口飲んだ。

「普通に考えて那智みたいなのを本気で相手せんやろって話」

　おい。

「あの……いちおう、ここに真剣に交際してる人間がいるんですけど……」

　怒るわけでもなく、言いにくそうに発言する片瀬先輩。

「……悪い」

「……バカ」

　今度は円先輩が一夜に言い放った。それには僕も同意だ。

　別にそれが理由というわけではないのだろうけど、一夜はイスから腰を浮かせた。

「さき教室戻るわ」

「あ、そう？」

　チャイムが鳴るまでまだ時間があるので、僕はもう少しここにいるとしよう。

「要するに──」

　一夜は立ち上がると、さらに加えた。

「こいつがしっかりしてればええだけの話で、それならやっぱり心配ないんちゃうかと思います」

　そう言いながら僕の頭をべしべし叩たたく。

「そうね。ありがとう」

「……いえ」

　一夜はそう短く片瀬先輩に返すと、飲みかけの缶コーヒーを手に取り、テーブルを離れた。

　歩きながら残りを一気に飲み干し、途中にあったゴミ箱に空き缶を放り込む。




　そして、入り口で飛鳥井先輩と鉢はち合あわせた。




　どうやら飛鳥井先輩は今から昼食らしい。

　しばし向かい合ってお互いの顔を見るふたり。

　かたや眼鏡めがねの似合う知的美少年。かたや日本人形じみた和風美人。どっちも表情ひとつ変えないから、最強造形対決といった感じだ。

　時間にして五秒たらず。

　一夜が飛鳥井先輩の横を抜けていった。

　特に何ごともなく、言葉もなかったようだ。

　そういえば飛鳥井先輩は一夜が気になってるとも言っていたんだよな。そのあたりもまた、こちらが真意を測りかねている原因でもある。

「那智くん」

　名前を呼ばれた。片瀬先輩だ。

　僕は顔を正面に戻す。

　それを待って片瀬先輩はにっこり微笑みながら言った。

「浮気はダメよ」

「う、うぃ……」

　フォークを握りながら言われると怖いものがあるんですが……。
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　その数日後である。

「なに、それ？」

　朝、教室に入って一夜と顔を合わせるなり、挨あい拶さつよりも先に僕は思わずそう聞いてしまった。

　一夜の机の上にファンシィな封筒が一通、無造作に置かれていたのだ。

「……手紙」

　一夜本人はその封筒に何の興味もないらしく、本から顔も上げずに面倒くさそうにそう答えた。

「そりゃ見たらわかるって。何の手紙なのさ」

「それこそ見てわからんか？」

「んー？」

　かわいらしい封筒。学校で受け取る手紙。ぽくぽくぽく……ちーん。

「ああ、なるほど！」

　僕も経験があるな。

「やっとわかったか。血の巡りが悪いな」

「ほっとけよ。……で、相手は誰？」

「それは那智でもおしえられん」

　そう言いながら一夜は、本に視線を落としたまま片手で手紙を机の中にしまった。確かにそこはプライベートな領域だな。

　とは言え、ちょっと気になるのは確か。

「因みに、何年？」

「三年」

「ふうん」

　すごいよな。一夜だと三年生が相手でも普通に釣り合いそうだもの。

「飛鳥井先輩だったりして」

「……アホか」

　一いつ蹴しゆうされた。ちがうらしい。

　だいたい飛鳥井先輩がこんなことするタイプに見えないし、仮にそうだったとしても刀か薙刀なぎなたを持って待っている姿しか想像できない。

　手紙の主はきっと僕の知らない、そして、もらった一夜ですら面識のない人だったりするのだろうな。

　と、まぁ、そんな朝の風景だった。




　昼休み──、

　お昼を食べ終え、弁当箱を片づけると、一夜が立ち上がった。

「ちょっと行ってくる」

「ん？　どこへ？　って、ああ、例の。昼休みなんだ」

　聞いている途中で自分で答えに思い至った。

　今朝の手紙で指定してきた時間というのが昼休みなのだろう。

「がんばれよー」

「……面倒なだけや」

　一夜は心底面倒くさそうに言って、教室を出ていった。面倒だけどほっておくわけにはいかない。そんなところなのだろう。

　一夜が面倒と思わない行動って何なんだろう？　想像がつかないな。

　それからしばらくして、僕がトモダチでも誘って学食に何か買いにいこうかと考えていると、円先輩が姿を見せた。

　勝手知ったる後輩の教室。遠慮なく入ってくる。

「あれ？　遠矢っちは？」

「ちょっと前に用があって出ていきましたよ。一夜に何か用ですか？」

　本日の円先輩はクラブのジャージ姿だった。

「遠矢っちに借りた本を返そうと思ってね。学食で待ってたんだけど、今日はこないみたいだったからさ」

　言いながら僕の前の席に座った。ついでにファンシィショップのものらしいカラフルな紙袋を見せてくれる。

「円先輩って一夜から本借りたりするんですね」

「まぁね。と言っても、これが初めてだけど。……そっか。遠矢っちいないのか。にしても、あれも用事でどこかに出かけたりするのね」

　あれ＝一夜。

　あれ扱いされる一夜、哀れ。

　円先輩も僕と同じように、目的を持って動く一夜が想像できないらしい。

「今回は実に受動的な用事ですよ。女の子に呼び出されて出て行きました」

「てーことは、あれ？」

「あれです」

　今度のあれ＝告白イベント。

「ふうん。返事なんか最初からわかりきってる気もするけどね」

　円先輩の声には同情したような響きがあった。

　やる前から結果が見えていても、実際にそれを突きつけられないと諦あきらめ切れない人もいるということだろう。きっと気持ちの整理やけじめの問題だ。

　円先輩はちょっと考え、それからぐっと顔を寄せてきて言った。

「面白そうだから見にいこうか、なっち」

「はい？」

　目を輝かせてなに言ってんだ、この人は。

「いや、それは普通にダメでしょう」

「そう？　相手がどんなのか気にならない？」

「ま、まぁ、なるかと言われたら、正直なりますけど……」

　絶望的に愛想がなくて、クールを通り越して単に冷たいだけの人間である一夜とつき合いたいと思う人がどんな人か気にはなるな。

「おっし。じゃあ、決まり。いくわよ」

　言うが早いか円先輩は立ち上がった。




　まずは昇降口に行き、そこで円先輩に靴を履き替えろと言われたので、その指示の通りにする。

　再度合流し、円先輩について歩く。

「どこかわかってるんですか？」

　僕は指定の場所がどこか一夜から聞いていないし、当然、円先輩も知らないはずだ。にも拘かかわらず、先輩は明確な目的地を想定して歩いているように見えた。

「これでもアタシは三年も聖嶺にいるのよ。そういうスポットくらい知ってるってーの」

「つまり先輩はダブり、と」

「……二年とちょっと。つまんない揚げ足取ってんじゃないわよ」

「すみません」

　ちょっとした冗談です。

　要するに、そういう密会に適した場所はいくつもないから、だいたいの見当はつくと言っているわけだ、円先輩は。

　で、辿り着いたのは、とある校舎裏の一角だった。木登りができそうなくらい大きな木が一本ある。

　そして、その木の下に立っていたのは一夜と、




　なんと飛鳥井先輩だった。




　僕らはぎょっとして、慌てて身を隠した。

「ちょっ、ちょっ、ちょっ。なっちなっちなっち、ちょ……」

　あまりに予想外の事態に円先輩が軽く言語崩壊を起こした。

「相手ってあれなの？」

「さ、さぁ……」

　次なるあれ＝飛鳥井先輩。

　僕は何とも言えなかった。

　相手が誰なのか、一夜はおしえてくれなかった。だが、その一方で、冗談で飛鳥井先輩の名前を出したときも、明確な否定の言葉はなかったように思う。つまりそういうことなのか？

　僕らはふたりの様子を窺うかがった。

　それは告白というにはほど遠い雰囲気だった。

　飛鳥井先輩はそれこそ果し合いに挑むかのように、苛か烈れつに一夜を睨ねめつけている。生来の釣り目気味の目がたまたまそう見せているのではなく、明らかに睨にらんでいた。

　対する一夜は、視線を合わせないようにしながら、面倒くさそうな表情を浮かべて立っているだけだった。




　いきなり、ぱん、と頰ほおを張る音が高らかに鳴った。




　もちろん、平手を打ったのが飛鳥井先輩。

　打たれたのが一夜。

　そして、それを見て飛び出したのが円先輩。

「って……」

　おいおいおいおい。

「ちょい待ち」

　円先輩はふたりに近づいていく。

「何ですか、貴方は」

「通りすがりの野や次じ馬うま」

　噓つけ。こんなところたまたまで通りかかるものか。

「覗のぞき見みしてたことについちゃ謝るけど、それにしても振られたからって怒ってビンタはないんじゃない？」

「私が……？」

　きょとんとする飛鳥井先輩。何を言われたかわからないといった顔で、しばし考え込む。やがて「ああ」と、ひとり納得する。












「貴方、今きたばかりでぜんぶは見ていないのね。私はクラスメイトの付き添いでここにきて、そばで見ていただけです」

「じゃあ、なんでアンタが怒ってんのよ」

「断るにしてももう少し言い方を考えなさいと叱しかりました」

　そう言って飛鳥井先輩は一夜を見た。

　一夜は何も言わない。

　あー、だいたい話が読めたぞ、このやろう。たぶん交際を断って相手の女の子を泣かせちゃったりしたんだな。一夜のことだからやわらかい言葉を選ぶことなくストレートに言ったんだろうけど、それがキツいあたりに感じる人もいることだろう。

　でもって、横でなりゆきを見守っていた飛鳥井先輩が怒った、と。

「でも、だからって──」

「もうええよ、先パイ」

　反論しかけた円先輩の言葉を、一夜が遮る。

「俺が悪かったのは確かやしな」

　そして、大人しく引き下がった。

　思うところがあったのか、それともただ単に見解の相違、意見の喰い違いに妥だ協きよう点てんを見み出いだすことを放棄しただけか。

　一夜は踵を返し、隠れている僕に気づかないまま、その場から去っていった。

「「まったく、もう……」」

　円先輩と飛鳥井先輩が異い口く同どう音おんに呆あきれの言葉を零こぼした。

　同時にふたりの先輩から呆れられるとは、なかなかウルトラＣだな。

「ところで、もうひとり隠れているようね？」

「ッ!?」

　バレていたか。

　どうする？　ここは巨大ハムスターになり切って誤ご魔ま化かすか？　いや、まぁ、むりに決まってるけど。飛鳥井先輩だって確信した上で言っているのだろうし。

　仕方なく、僕は見えるところに出ていった。

「千秋君？」

「す、すみません……。一夜のやつが気になったもので」

　本当に気になったのは相手のほうだけど。

「そう。だからと言って覗き見は感心しないわ」

「すみません……」

　僕はもう一度謝った。

　せっかくの機会なので、いま抱えている問題を解決すべく話を切り出す。

「えっとですね、飛鳥井先輩。実は僕、つき合っている人がいまして……」

「そうなの？」

　先輩はわずかに驚きの表情を見せた。

「それはここにいる四し方ほう堂どうさん？」

「い、いや、こんなタワーリング・インフェルノな人じゃなくて……」

　そんなおそろしい冗談は勘弁してほしい。

「何でそんな表現になったのか知らないけど、後で覚えてなさい」

　隣で円先輩がつぶやいた。

「じゃあ、きっと片瀬さんね」

「えっ!?　いや、その……まぁ……」

　軽いジャブの後にストレートが飛んできた。

「それでですね。先日、先輩は僕に興味があるとか何とか言ってたと思うのですが、そういうことなので……」

　内容が内容だけに終始不ふ明めい瞭りような説明。これでわかってほしい。

「……」

　が、飛鳥井先輩は沈黙。何の反応もなかった。日本人形めいた顔は表情に乏とぼしく、何を考えているのか読み取れない。飛鳥井先輩を前にすると誰もが緊張を強しいられるというのは、このあたりが理由だろう。

「そう。確かにそういう解釈も成り立つわね」

　いちおうわかってくれたようだ。でも、何やら雲行きが怪しくなってきているような気がする。

「ごめんなさい。どうやら曖あい昧まいな表現をしてしまったようね。私はただ純粋に千秋君がどんな人間か知りたいだけよ」

「……」

　今度は僕が黙る番だった。

　穴っ！　どっか隠れる穴はないか!?　すっごい恥ずかしいんだけど！

　救いは飛鳥井先輩がそのことを気にした様子もなく、本当にちょっとした間違いを訂正するかのように言ってくれたことだろう。

　まぁ、いいや。僕の精神的ダメージは甚大だけど、心配したようなことはなかったわけだし。これで片瀬先輩も落ち着いてくれることだろう。

「でも、興味があることには変わりないわ」

「そ、そうですか……」

　別にそれほど面白い人間でもないのだけど。

「だから、またひとつ千秋君のことを知ることができたのは収しゆう穫かくと言えるわね」

「はぁ……」

「今度うちへいらっしゃい。歓迎するわ」

「……」

「では、私は先に戻らせてもらうわね。さようなら、千秋君」

　そうして去っていく飛鳥井先輩。

　残される円先輩と僕。

　結局、やっぱり問題が残ったような気がするな。
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　飛鳥井先輩との問題がひとまず片づいたその週の日曜日。

　僕は一夜を待っていた。

　待ち合わせ場所は、僕の家の最寄り駅からふたつ隣、一夜が毎日利用している駅の前だ。

　ここに決めた理由はこの後の行動にある。本日は、一夜と合流後テキトーに遊んでお昼を食べてから一夜の家に雪崩れ込む、という予定なのだ。




「それはいいんだけどさ……」

　と、駅前のロータリィで待っている僕はつぶやいた。

　駅の周辺が予想外に寂さびしかった。スーパーやショッピングモールが立ち並ぶ僕のところの最寄り駅や、デパートや児童館を含めて三次元的にデザインされた隣駅と比べると、少し寂しい。あるのは大きめのスーパーのほか、文化会館や図書館といった公共施設ばかり。

　そう言えば、文化的施設はこの駅周辺に集中させていると聞いたことがある。娯楽、アミューズメント関係はほかの駅へ。そういう役割分担らしい。この周辺に広がっているのが高級住宅地であることも関係しているのかもしれない。

　因みに、一夜以外の僕の知り合いでこの駅を利用しているのは、噓くさいけど正真正銘のお嬢様な姫ひめ崎さきさんと、家が由緒ある旧家だという飛鳥井先輩だ。

　さっきから寂しい寂しいと言っているけど、それでも周りは住宅地だし、今日は日曜。行き交う人も多ければ、電車を利用する人も多い。

　何となくロータリィのほうに目をやる。

　と、バスやタクシーの邪魔にならないところに赤いビートルが停とまっていた。ところが、そんなかわいらしい車の持ち主は、恰好いい女の人だった。背が高くて、髪が長く、理知的で意志の強そうな面立ちをしている。勝手なイメージで語らせてもらえば研究者か学者っぽくて、白衣が似合いそうだ。

　その女の人は車の横に立って、スマートフォンで話をしていた。もちろん、声までは聞こえない。

　さまになるなぁ……と、眺めていたら、向こうも僕の視線に気がついたようで、一度だけこちらを見た。……しまった。いつの間にか不ぶ躾しつけに観察してしまっていた。

　そんな自分に反省していると、女の人のほうは電話を終えたようだ。端末をバッグにしまい、そして──、

　僕に向かって微笑みとともに、ウインクひとつ。

　そうして車に乗り込むと、その赤いカブトムシは唖あ然ぜん呆然とする僕の前を通って走り去っていった。

「……」

　いや、これはまいった。あんな魅力的な人がああいうことをすると、破壊力が凄すさまじい。それともただ僕が年上に弱いだけ？

「おっと……」

　そんなことより、だ。

　時間は十一時五分前。一夜との約束は十一時ジャストだ。僕みたいに無駄に早くきたりはしないけど、時間に遅れるようなこともないのが一夜だ。

　というわけで、ここで簡単な一夜の見つけ方を実践してみよう。

　まずは周りの人の声を拾う。特に十代二十代の女の人だ。ちょうどいいところに、こちらに歩いてくる二人組がいる。




「ね、見た？　今の男の子。すっごいカッコいいの」

「見た見た。ちょっと怖そうだけど、見み惚ほれちゃった。モデルかなぁ？」




　次に女の人たちが歩いてきた方向に目をやる。

　──いた。

　一夜は改札口の前の柱にもたれていた。ここからだと微妙に陰になっている。そのせいだろう、今まで見つけられなかったのは。

　今日の一夜は薄いブルーのレンズの眼鏡をかけていた。服装は白地のプリントＴシャツに、プリーツ巻きスカート付きの黒いズボン。柱にもたれる姿はファッション雑誌の一ページみたいだけど、顔の不機嫌さというか投げやりな感じがすべてを台無しにしていた。近づきにくい雰囲気だ。

「一夜」

　だけど、それが一夜の初期値デフオルトだと知っている僕は遠慮なく声をかける。向こうも軽く手を上げて応こたえた。

「那智にしては遅かったな」

「いや、とっくにきてたんだけどね。一夜が見えなかったんだ」

「そうか。ま、それでもまだ時間前やしな。別にええやろ」

　あまり細かいことには拘こだわらない一夜。たぶん僕が五分十分遅れてきても、「きたからいいだろう」みたいなことを言うだけなのだろうな。

「それにしても一夜、なかなかファッションセンスにあふれたスタイルだな」

　僕は改めて一夜を見た。今わかったけど、足元はブーツだ。

「自分で選んで買ったのか？」

「家にな、こういうのを見つけて買ってくるお節せつ介かいがおんねん」

　一夜はかすかにうんざりしたような顔を見せた。

「お節介？」

「姉貴のひとり」

「あぁ」

　そう言えば、前に聞いたことがあるな。一夜は少しばかり複雑な出生の末、三人の義理のお姉さんがいるのだとか。

「なるほど。なかなか愛されてるな、一夜」

「かもな」

　短く素っ気ない返事。

　たぶん一夜自身も愛されていると自覚している。それを半分は鬱うつ陶とうしいと思い、もう半分では悪くはないと思っているのだろう。

「もしかしてさ、今日一夜の家に行ったら、お姉さんに会える？」

　ふと思いついた。一夜のお姉さんってどんな人なのか見てみたい気がする。

「ふたりは出かける言うてたな。ひとりはおるんとちゃうか」

「おおっ」

　思わず期待に歓声を上げてしまった僕を、しかし、一夜は冷めた目で見る。

「何を嬉しそうな声出してんねん。会わんでええわ。……それよりもええかげん動かんか。こんなとこで立ち話してても時間の浪ろう費ひや」

「あ、そうだな……って、これからどうするんだ？　思った以上に何もないんだけど」

　大型スーパーに入ればフードコートくらいはありそうだけど。

「こっからちょっと行ったとこに郊外型のショッピングモールがあるわ。そこ行こか」

「いいね。じゃあ、自転車とってくる」

　僕は一夜にそう告げてから、スーパーの自転車置き場に置いていた自転車を取りに踵を返した。




「なんや、チャリできたんか」

　マウンテンバイクに乗って戻ってきた僕に、一夜は言う。

「僕、ふた駅くらいなら平気で走るぞ。教会もこれで行ってるしね。さ、行こうか」

　一夜はここまで歩いてきたらしいので、僕もここからは自転車を降りて、押して歩くことにした。

　ふたり並んでショッピングモールを目指す。

　道中は他た愛わいもないことを話した。

　一夜は相変わらずデコレーションのない言葉で、最小限の文字数で話す。僕はこういう一夜の話し方がきらいではない。素っ気なく見えても意外に感情は豊かだ。まぁ、振幅は少ないけど。

　やがてショッピングモールが見えてきた。

　と、ふと僕の中でひとつの記憶が鎌かま首くびをもたげた。

「あ、僕、ここにきたことある」

「やろな」

　一夜も察したようだ。

　そうだ。僕はここで一夜と会ったことがある。初めて会ったのは聖嶺の受験会場。席が隣同士だった。その次が結果発表の日。合格通知をもらった僕は、浮かれて自転車でここまで走ってきたのだ。そして、ふらっと入った書店で一夜と再会し、そこで初めて名前をおしえてもらった。

「まさか試験に消しゴム忘れてくるやつがおるとは思わんかったわ」

　一夜は少し意地の悪い調子で、過去の記憶を掘り起こす。

「悪かったよ。前の日から緊張してたんだよ」

　ついでに言うと、僕が合格できたのも消しゴムをわけてくれた一夜のおかげだよ。

「よし、一夜。ちょっと僕、自転車を置いてくる」

　ショッピングモールの敷しき地ちに入ると、僕はひとまず自転車を停めにいくことにした。

　再度自転車にまたがり、ペダルをこいで一夜から離れる。大きなショッピングモールの正面にはだだっ広い駐車場が広がっていて、その端の一角に駐輪スペースが設けられていた。そこにマウンテンバイクを置き、建物のほうに向かう。一夜は入り口で待っているだろう。

　そのときだった。僕の行く手を阻むように、一台の自転車が目の前で急停止した。

　乗っていたのは、高校は卒業しているだろうと思われるお姉さんだった。髪は茶髪のショートで、雑誌で流行のアウトドアファッションとして紹介されていそうなスタイル。そんなモード系のお姉さんが、小さなリュックを背負い、スポーティな折りたたみ自転車に乗って僕の前にいた。

「ね、キミ。頼みたいことがあるんだけどさ」

「はい？　なんでしょう？」

　いったい何だろう？

「お姉さんと一緒にショッピングしない？　いい服選んで買ってあげるから」

「は？」

　予想だにしなかった言葉に、僕は呆あつ気けに取られて素すっ頓とん狂きような声を上げた。そして、軽い既視感デ・ジヤブ。

「そりゃあもう、これ以上ないってくらいコーディネイトしてあげる。……お願い！　ダメかな？」

「えっと、そういうお姉さんは間に合ってますんで」

「そう？　あたしはそういう弟ならいくらいてもいいけどなぁ」

　致命的な見解の相違。

　とは言え、それについてディスカッションをしたところで意見の一致を見るとも思えないし、今はそんな場合ではない。一夜を待たせているのだ。

　それじゃあ、と僕はお姉さんの横をすり抜けた。

「今度会ったとき、気が変わってたら遠慮なく言ってねー」

　そんな背後からの声。なかなかめげない人だ。その精神は素敵だけど、きっともう会うこともないだろう。
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　ちょっと変わったお姉さんと遭そう遇ぐうしつつも、一夜と再び合流。少し早いけど昼食をとることになった。

　今日は休日なので家族連れが多く、レストラン街もフードコートも昼が近づくにつれて混んでくるだろうと予想したのだ。

「僕、そこのハンバーガーショップでいいぞ」

「好きやな、ジャンクフード」

　呆れているわけではなく、単なる感想として一夜はこぼした。

「今までそういうのをあまり食べてこなかったからね」

　未知の食べものに触れて、只今マイブーム真っ最中というわけだ。

「……そうか」

　しかし、一夜の返事は短く、どこかばつが悪そうだった。

　たぶん誤解している。一夜は、僕がジャンクフードを『食べられなかった』と思っているのだ。

「ちがうぞ、一夜。僕は単に縁がなかっただけだ。ほら、僕の親ってわりと年だろ？　そういうものに理解も興味もなかったんだ」

　そんなわけで、僕は食べたいと言い出せなかった。小学生、中学生のころは友達同士で外で食べる機会がほとんどなくて、買い喰いを頻ひん繁ぱんにするようになったのは高校に上がってからというわけだ。

　その一方で、僕は和食や日本料理といったものは、この歳としにしてはいいものを食べさせてもらってきたと思っている。

「だから気にしなくていいぞ」

　僕は一夜の肩をぽんと叩いてから、ファーストフードショップに向かって歩き出した。




　一夜と向かい合わせに座って、ハンバーガを食べる。

「そう言えばさ、一夜って通常クラスの受験じゃなかったっけ？」

　僕の記憶は二月の受験の日へと遡さかのぼっていた。

　あの日、少し話した際、一夜は普通科通常クラスの受験だと言っていた。お互い合格しても一緒のクラスになることはないんだなと、残念に思ったことを僕は覚えている。

「一日七時間の授業なんてアホらして、やってられんからな」

「そのわりには繰り上げ合格で特進にきたんだよな？」

　何でも一夜は入学試験の成績が非常によかったのだそうだ。それで学校側から特進クラスに入ってくれたら入学費を免除しますよと打診があり、一夜はそれを受け入れたのだという。そこには当然、一夜が三年後には有名大学へ合格してくれるだろうという学校側の打算があったのだが、それを汚いと思うほど僕は純粋ではない。学校ビジネスとしては当たり前のことだろう。

「不思議なことするよな」

「何がや？」

　僕が疑問を口にすると、一夜が問い返してきた。

「特進に合格するだけの学力はあるけど、あえて通常クラスを受験した。でも、結局繰り上げ合格にしてもらった──。一貫性がなくないか？」

「……」

　一夜は無言でハンバーガを食べる。その様子は答えを考えているようで、ただ単に食べている最中だから返事ができないだけのようにも見えた。……要するによくわからない態度。

「……気が変わっただけや」

　しかし、待たされてようやく出てきた回答は、そんないいかげんなものだった。

「三年間通うんだから、もっと真剣に考えろよ……」

「ほっとけ」

　そう言うと一夜は僕の前にあるポテトを一本つまんで、口の中に放り込んだ。

「あ、お前、自分のポテトがあるのに、何で人のを取るんだよっ」

　相変わらず手癖の悪いやつめ。六法全書で張り倒したくなるな。

　僕が一夜を恨めしそうに半眼ジト目で睨んでいると、その一夜がへちったポテトを飲み込んでから言った。

「別に間違った選択やったとは思てないけどな」

「ふうん」

　そうか。それならいいんだ。
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　食後、僕らは思い出の（？）本屋に立ち寄った。

　大量の本を前にした一夜の人格が変わるかと期待したけど、淡々と見て回るだけでいつも通りだった。残念。

　そうしてからある意味では本日のメインイベントである一夜の家に向かった。一夜が歩いてきただけあって、ここからそう遠くないとのこと。

「で、そろそろか？」

　案の定というべきか、閑かん静せいな高級住宅地の中を通りながら、僕は一夜に聞く。

「地図の上で言うたら、もう家の前におるけどな」

「へ？」

　僕はいま歩いているこの場所を改めて見回した。

　この付近でも有名な高級住宅地。

　立ち並ぶ家々は、うちの近所のものよりひと回りもふた回りも大きい。ガレージなんか最初から車が複数台入るように作られているものばかりだ。

　よく見ると右手には、上に瓦かわらが乗ったような塀がコピィ＆ペーストしたみたいに延々と続いていた。もちろん、終わりが見えないほどではない。少し先に門らしきものが見えている。

　僕はおそるおそる聞いてみた。

「もしかして……これ？」

「まぁな」

　予想通りの答えが返ってきてしまった。

「うへぇ」

　なんとも、まぁ……言葉を失なくすとはこのことだな。

　程なく門の前まできた。純和風。車二台が余裕で通れそうなくらいの幅があったが、出入りするたびにいちいちそれを開け閉めするのはエネルギィの無駄だ。僕らはその横にある小さな扉をくぐって中に入った。

　目の前に現れたのは、当然のように和風の邸宅だった。あまりにも大きくて僕の視界に入り切らず、全体像が把握できない。

　今度こそ本当に言葉を失った。僕はただただ呆ほうけたように屋敷を眺める。

　気がつけば一夜が先に行ってしまっていて、今まさに玄関を開けようとしていたので、僕は慌てて追いかけた。

　引き戸を開けた一夜に続く。

「おお、広い！」

　玄関は邸の大きさに比例して広く、立派だった。芸能人のお宅訪問みたいなテレビ番組の中で、こんな感じのを見た気がする。

「そして、誰もいない！　……使用人の人たちが並んで『おかえりなさいませ』とかやってくれるのかと期待しちゃったよ」

「アホ。手伝いはおるけどな。そんなアホなことやるほど暇やないわ」

　さすがにこれには一夜も呆れたようだ。庶しよ民みんの発想で悪かったよ。

　広くてきれいで立派だけど、どこか寒々しい雰囲気のする玄関を上がる。一夜はスリッパも出してくれなかった。ま、お互い男なのでそんなことは気にしないし、期待もしていない。

　ひんやりと冷たい廊下を、靴下のまま歩く。

　手入れの行き届いた庭を一望できる廊下を進むが、まったく人と会う気配がない。家が広ければそれだけ人口密度が下がるし、エンカウント率も低くなるということなのだろう。

　僕らはさらに渡り廊下のようなところを通り、辿り着いた先は──、

「離れ？」

　そう、庭の一角に建てられた離れだった。

「まぁな」

　一夜には珍しい皮肉っぽい苦笑。

　中に入れば、そこはまるでワンルームマンションのようだった。簡易のキッチンがあり、バス・トイレもついているようだ。家具は本棚と勉強机、床にはテーブルと座ざ椅い子すがある。ベッドはないけど、奥にもうひと間あるようで、そちらが寝室なのだろう。

「テキトーに座り」

　一夜はそう僕に勧め、自分は勉強机のイスを引いて腰を下ろした。

「すごいな、一夜の部屋は」

　僕は普段一夜が使っているのであろう座椅子に遠慮なく座った。背もたれに体を預け、一夜を見上げる。

「正せい妻さいとしては愛人の子が同じ家におるのが気に喰わんらしい。母おも屋やにはあまりくるなってことやろな」

　一夜はさらりとそんなことを言う。

　そうだったな。一夜は愛人の子で、お母さんの死後、ここに引き取られたって話だ。ならば、普通に考えて実子と同じ扱いとはいかないだろう。

「だからって大人しぃしてるような性格でもないけどな。じい様の書しよ斎さいにな、アホほど本があって、よう借りに行かせてもろてるわ」

　なかなか神経太いな。住めば都とはよく言ったものだ。一夜は一夜なりにこの生活を楽しんでいるようだ。

「だから気にせんでええよ」

　一夜はイスから立ち上がると、昼に僕がしたように、こちらの肩をぽんと叩いた。

　そのまま歩いて入り口のほうへ向かう。部屋を出て行くのだろうか。

「どこか行くのか？」

「姉貴が帰ってきたら声かけろ言うてたのを思い出した。……ちょっと行ってくるわ」

　肩越しに軽く手を上げる一夜。その口調は嫌々というほどではないけど、仕方がないと今にも嘆たん息そくしそうな感じだ。

　一夜が出て行き、部屋には僕ひとりが残された。

　改めて中を見回す。

　中には必要最低限のものしかない。一夜らしいと言えば一夜らしい。反対に、本棚には様々なジャンルの本が並べられていた。ぱっと見ただけでミステリ、ＳＦ、純文学もあればノンフィクション、哲学書もある。乱読家だな。この読書遍歴を活いかして小説でも書いてみたらどうだろうな。今度勧めてみようか。

　本はこの座椅子に座って読むのだろうか。肘掛けまでついていて、なかなか快適だ。ん？　回転までするのか。思わずくるくる回ってみる。

「お前は子どもか」

　帰ってきた一夜に回っている姿を見られてしまった。

「ほっとけ。お姉さんのところに行ってきたのか？」

「ああ。喰いもんと飲みもん用意してくれてた」

　答える一夜の手にはお盆があり、その上にお菓子やらジュースやらが載っているようだ。……それにしても一夜、両手がふさがっているのにどうやって部屋の扉を開けたのだろうな。

「なんだ、お姉さんには会えないのか」

「……会わんでええ」

　素っ気なく言う一夜。

　それは昼にも聞いた台詞せりふだ。まぁ、一夜にしてみればそうだろうな。義理のお姉さんとクラスメイトを会わせたところで、面白いことは何もない。

「って、なんかすごい量だな」

　座卓に置かれたお盆を見て僕は驚いた。三時のおやつにしてはなかなかにまとまった量だ。

「自分基準なんやろ」

「自分基準？」

　僕は聞き返す。

「なんて言うか、よう食べる人やねん。昼休みに弁当食べて、喰い足らんからそのまま学食に行くこともようあるしな」

「そ、それは……」

　思わず絶句。

　腹違いということは、半分は同じ血を引いているのだから、一夜とよく似たきれいな人を想像していたのだけど……僕の思い描くイメージが、やや横に伸びていく。案外女傑なのかもしれない。

「ま、今日はどうせダラダラしてんやし、ダラダラ食べればええよ」

「そだね」

　一夜の言うことも尤もだ。男ふたりなら十分に食べられる量だ。この後は特に予定もないし、気ままにしゃべって食べて、本棚の本でも読めばいい。

　実際、この日はそうして過ごしたのだった。
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　ある日曜日の午前中──、

　一いち夜やは勉強をしていた手を止め、机の上の時計で千ち秋あき那な智ちとの約束の時間が迫っていることを確認した。

　今日は昼前に那智と会い、外で昼食を食べて適当に遊んでから、その後、家に連れてくる段取りになっている。

　一夜は手早く外出用の服に着替え、眼鏡めがねもレンズに色のついたものに替えた。

　そうしてから離れである自室から出て、母おも屋やへ向かう。すべてが純日本風の屋敷だ。




　遠とお矢や一夜は、この家の主人の愛人の子として生を受け──母の死後、ここに引き取られた。

　父親は三人の愛人を持ちながら、それぞれをしっかりと養っているという、どう評価していいかわからない人間であるが、一夜に対しては正せい妻さいの子らと同じように愛情を注いでくれている。また、遠矢姓のままでいるという一夜の希望も了承してくれていた。

　しかし、面白くないのが正妻のほうで、彼女からしてみれば一夜は夫がよその女に産ませた子ども。そんな子を家に迎え入れて、心穏やかであるはずがない。

　見かけの上では何でもないように装いながら、あからさまな拒絶をところどころで見せていた。

　一夜に与えられた離れもそのひとつだ。

　あれやこれやと理由をつけながら、部屋がふた間、バス・トイレに簡易のキッチンまでついている親切設計。これはつまり、母屋にあまり足を踏み入れるなという意思表示にほかならない。

　そういった生おい立たちと現在の環境のおかげで、もとから世の中に対して拗すねているようだった一夜の性格は、ここにきてほぼ固まりつつあった。

「あら、一夜。出かけるの？」

　母屋の廊ろう下かを往いく一夜に声をかけてきたのは、三人いる義姉のひとりで、この家の長女だった。なお、当然ながら、義母は用がない限り話しかけてくることはない。

　彼女はパンツスーツに身を包んでいた。これだけを見ればどこかのＯＬのようだが、実際は一流大学のドクターコースに在籍している。

「義ね姉えさんは研究室ですか？」

「そ。今ちょうど佳境で、日曜も何もあったものじゃないのよ。大変だわ」

　大げさなため息を混ぜながら言うが、基本的には研究が好きなのだろう。どこか楽しげですらあった。

「気をつけて行ってきてください」

「ええ。貴方あなたもね」

　そう言って廊下を足早に歩いていった。

　行き先は同じ玄関のはずだが、一夜が次の角を曲がったときにはもう姿が見えなくなっていた。歩く速度に大きな差があるようだ。

「ん？　一夜、どこか行くの？」

　次に現れたのは、二番目の姉だった。

　姉たちの中でも突出したファッションセンスを持つ彼女は、今日も今日とて流行を身に纏まとっている。

　長女が真っ当な道を進み、いずれは父親の仕事の手助けをすると宣言していることもあって、彼女は好き勝手にやらせてもらっているようだ。高校を卒業した後は、ファッション関係の専門学校に通っている。

　因ちなみに、一番目の姉も二番目の姉も聖せい嶺れい学園の卒業生だった。これは父親の主義と拘こだわりの結果で、一夜の進路の半分はこれによって決められたと言ってもいい。

「まぁ、そんなとこ」

　応じる一夜の言葉遣いが一気に崩れる。

「おっやぁ？　もしかしてデートかなぁ？」

　興きよう味み津しん々しんの様子で一夜の前に立ちはだかる。

「クラスの男と会うだけや」

「じゃあさ、この前、あたしが選んであげた服、着ていきなさいよ」

「接続詞がおかしい。……それはまた今度な」

　面倒くさそうに答えて、一夜はその横をすり抜けようとした。が、彼女は素早く行く手を遮り、また正面に立ち塞ふさがった。

　もう一度、今度は反対側から抜けようとする一夜。しかし、またしても姉は大きく一歩跳んで先回りした。

「……わかった。着ればええんやろ」

　結局、一夜が折れて、廊下を引き返すことになった。

　離れに戻って、また着替える。

　白地のプリントＴシャツに、プリーツ巻きスカート付きのロングパンツ。

　自分ではどこがいいのかわからないが、あの姉が絶対似合うと自信を持って買ってきたのだから、本当に似合うのだろう。こういう方面では彼女のセンスを、一夜は全面的に信頼していた。

　自室を出るとご丁てい寧ねいに義姉が外で待っていた。一夜の姿を見て、満足そうに笑みを浮かべ、うなずく。

「じゃ、がんばって行ってきなさいね」

　そう言い残して去っていく。

　一夜は頭を掻かいた。

　再度着替え直してもいいのだが、またどこかで待ち伏せしていそうな気がしないでもない。そして、それ以上に着替えることが面倒だった。

　一夜はそのまま出かけることにした。

　何分か前に一度歩いた廊下をまた歩いて玄関へと向かう。今度は誰にも会わずに辿たどり着いた。

　玄関に腰を下ろし、ブーツを履く。

　このブーツも先ほどの義姉に押しつけられたものだ。わざわざ服に合わせてこれを履こうとしている自分に気づき、苦笑する。

　ふたりとも一夜のことをかわいがってくれているのだ。

　それは一夜がこの家に迎えられたときからそうだった。異母弟である一夜が自然にとけこめるように気を遣ってくれている。母親がああいう態度であるからこそよけいに。

　一夜にしてみれば鬱うつ陶とうしいことこの上ないのだが、そのあたりの気持ちも察せてしまうだけに、できる範囲でそれに応こたえることにしていた。




「一夜さん」




　三度、声をかけられた。

　いつの間にか背後に立たれていたことに、一夜がわずかに驚く。

「今から外出？」

「ちょっと友人と約束があるもので」

　背中を向けたまま返事をする。それからブーツを履き終えると、立ち上がり、振り向いた。

　そこに立っていたのは、ふたつ年上の三番目の義姉だった。

　整った造作に長い黒髪、静かすぎる物腰が、どうにも全体を作りものめいたものにしている。和装が似合うせいか、まるで日本人形だ。

「そう。なら、あまり遅くならないように帰ってきなさい。遅くなるとまたお母様の機嫌が悪くなるわ」

　確かに以前そのようなことがあって、ずいぶんと小言を言われた覚えがある。

「大丈夫です。午後の早いうちにそいつつれて戻ってきますので」

「お友達というと……千秋君？」

「……まぁ」

　瞬間、わずかに顔をしかめる。

　彼女の口から那智の名が出たことに名状し難い感情が生まれた。

「そう。それはいいことだわ。お茶菓子を用意しておくから、帰ったら声をかけて」

「……わかりました」

　一夜は彼女が苦手だ。尤もつとも、苦手というなら上のふたりの姉もそうなのだが、それ以上に目の前の彼女がいちばん苦手だ。

　思えば三人の義姉の中で最初に顔を合わせたのが彼女だった。
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　それは五年前。

　母親が交通事故に巻き込まれて呆あつ気けなく他界したのは、一夜が小学五年生のときのことだ。

　由緒ある旧家にして事業家の愛人として公然と囲われていた母を嫌う親族も多かったが、それでもかたちばかりのつき合いがあったものが集まり、葬儀は淡々と行われた。

　ひと通りのことが終わり──遠矢親子に与えられたマンションの一室。

　そのリビングでこれからどうするのか──主に残された子ども、つまりは一夜の扱いについてが親しん戚せき一同で話し合われていた。

　一夜は当時から賢い子だった。母がどういう立場だったかをある程度理解していたし、涙も涸かれて部屋の隅でぼんやりとうずくまりながらも、耳に入ってくる話の中に時々金の話題が混じっていることも理解できていた。

　曰いわく、保険金はどれくらい下りるのか。曰く、例の金持ちから何かの名目で取れないものか。

（どうでもいい……）

　そう投げやりに思っていたとき、その男はこの場に飛び込んできた。

　高価なビジネススーツに身を包んだ男は、一夜の父だった。

　父とは今まで数えるほどしか会ったことがない。母は何度も会う機会を設けてくれていたが、対して一夜があまり積極的ではなかったので、次第に会わないことが当たり前になっていったのだ。

　別に父がきらいというわけではない。かと言って好きでもなく、ただ単に自分の人生に関係のない、別世界の人間に見えていただけのことだった。

　父は一夜の親戚には目もくれず、一直線に遺影と祭さい壇だんの置かれた和室に向かった。

　声が聞こえた。「なんということだ。私が日本を離れている間に！」。そして、しきりに謝っていた。おそらく今まで外国に行っていて、帰国するなり訃ふ報ほうを聞き、取るものもとりあえずここに飛んできたのだろう。




　と、そのとき一夜のそばに誰かが寄ってきた。




「貴方が一夜さん？」

　名を呼ばれ顔を上げると、そこに長い黒髪の日本人形のような少女がいた。中学生なのだろう、セーラー服姿だった。




「ひとりでえらかったわね。うちにいらっしゃい」




　そして、

　彼女は一夜の手を取り、優しく微笑ほほえんだ。
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　彼女はひとり残されて途方に暮れているであろう一夜を心配して父についてきたにちがいない。だから、真っ先に声をかけたのだ。そうして一夜は、彼女によってこの家に迎え入れられることになったのである。

　だが、一夜はその彼女をこそ最も苦手としている。

　さっさとこの場を離れることにした。

「いってきます」

「いってらっしゃい。早はようお帰り」

　彼女もそんな一夜との会話を無駄に長引かせるようなことはせず、素直に見送る。

（こういうところがな……）

　改めて思う──やはりこの姉が苦手だ、と。

　三人の中でいちばん優しくて、でも、それを押しつけることなく、必要であればちゃんと叱しかりもして──いつもつかず離れず見守ってくれるから。

　一夜は戸を開けて外へ出た──。
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　授業中──、

　わたしは先生のつまらない話を右の耳から左の耳に聞き流しながら、那な智ちくんの顔を頭に思い浮かべていた。

　かわいらしい顔の特徴をいくつかピックアップして、それを必要以上に強調するようにしてノートの端に似顔絵を描いていく。

　いわゆるデフォルメ絵というやつだ。

　ここ数日、暇な授業のたびに試し行こう錯さく誤ごを繰り返して、今ようやく完成した。

　我ながらよく描けていると思う。見ていると思わず頰ほおが緩んでくるのは、ただ単に絵の出来がいいからだけではないだろう。

　さて、次はどうしよう？　隣にわたしを並べて、いっそのことキスでもさせてしまうのも面白いかもしれない──なんて、そんな楽しい想像を巡らせていると、残念、チャイムが鳴ってしまった。まぁ、また別の授業で別のノートに描くだけだからいいけど。

　この調子だとすべてのノートに那智くんの顔が描かれる日も近いかもしれない。

「起立」

「礼」

　心のこもっていない、かたちだけの儀式をもって授業が終わる。

「なにこれ、なにこれっ!?」

　ところが、わたしの前の席に座るクラスメイトの小こ八や重え双ふた葉ばが、そのノートをしまう前に例のラクガキを目ざとく見つけてしまった。

「あーっ。これ、もしかして千ち秋あきくん？　もしかして千秋くん!?」

「え、ええ……」

　すぐにばれてしまった。この繰り返しの多いクラスメイトが一発で言い当てたのも、それだけ絵の出来がよかったということなのだろう。

　とは言え、見られていいものでもない。わたしはよけいな詮せん索さくをされないよう咄とつ嗟さの言い訳をする。

「ほ、ほら。千秋くんってかわいい系の顔してるでしょ？　だから、こうしてデフォルメしたら面白いかなって」

「うんうん、なるほどなるほど。じゃあさじゃあさ、我らが遠とお矢や君なんてどうよ？」

「と、遠矢君？　え、えっと……」

　頭の中で彼の顔を思い浮かべてみる。

　確かに端たん整せいな、美少年というに相応ふさわしい顔だけど、わたしにとってはそれ以上でもそれ以下でもなく、何の感慨もない顔だ。

「こんな感じ？」

　手元にあったプリントの裏にペンを走らせ、似顔絵をひとつ描いてみる。

「う～ん。似てるけど似てるけどぉ……。あたしならこうかな？」

　どうやらお気に召さなかったらしく、彼女は自らペンを取った。

　この後、ほかの子も寄ってきて、この休み時間は校内有名人似顔絵大会になってしまったのだった。

　もちろん、わたしは那智くん以外の絵はぜんぜん描けなかったけど。
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　今日は土曜日。

　なので、授業は三時間だけ。

　早く帰りたいところだけど、学生食堂で円まどかと待ち合わせをしていた。

　というか、これは習慣だ。

　午後から部活がある円につき合って、一緒にお昼を食べる。いつの間にかそれが習慣になったのだ。たまにおしゃべりをするだけで、お昼は家に帰ってからのこともある。

　食堂に着くと、そこは昼過ぎとは思えないほど空すいていた。土曜日はいつもこんなものだ。

　まだ円はきていなかった。

　でも、その代わりに思いがけない姿を見つけた。那智くんだ。

　彼の姿を見て、わたしの心臓がひとつだけ大きく鳴った。

　向かいには遠矢君も座っている。一部の女の子が思わず歓声を上げそうなツーショットだ。

　遠目で見るに、何やら勉強をしている様子だった。教科書とノートをいくつか広げている。ただし、それは那智くんの前だけだった。

　わたしは弾はずむような足取りで近づき、声をかけた。

「こんにちは」

「あ、先輩。こんにちは」

　那智くんからだけ挨あい拶さつが返ってきた。……別にいいけど。

　わたしはさりげなく隣に座りながら尋ねる。

「お勉強？」

「ええ、まぁ……」

　那智くんはばつが悪そうな様子で答えた。

「ちょっとわからないことがありまして、一いち夜やに教えてもらってるんです」

「ふうん、そうなんだ。でも、どうしてこんなところで？」

　もっと勉強するに相応しい場所があるような気がする。例えば図書室とか。あそこなら土曜の放課後でも開いている、はず。ぜんぜん行かないから自信ないけど。

「や、勉強を教えてもらってる以上、どうしても話をしないといけないわけで。そうなると私語に煩うるさい図書室は使えないんですよね」

　なるほど。確かにそうだ。

「それにこれ」

　と、テーブルの上に置いてあったスティックチョコの箱を軽く持ち上げて示した。

「図書室じゃこんなもの食べられませんから」

　そして、子どものように笑う。

「いいの？　見つかっても知らないわよ？」

　図書室は論外だけど、ここならいいというわけでもない。基本的に校内へのお菓子の持ち込みは禁止されている。

「大丈夫ですよ。先生、学食になんてきませんから。……先輩も食べます？」

「ううん。いいわ」

「そうですか。ま、昼ご飯前ですからね」

　そう言うと、那智くんはスティックチョコを一本取り、口にくわえた。

　それからパリパリと軽快に嚙かみ砕くだきながら、口の中に押し込んでいく。リスとかハムスターを連想させる食べ方だ。

　わたしは思わず那智くんに見とれる。

　もっと言えば、見つめていたのは、その唇くちびる。

　わたしは那智くんの唇を見ながら、ちょっとだけいたずらで邪よこしまなことを考えていた。それはスティックチョコのちょっと素敵な食べ方──。

　さすがに那智くんもわたしの視線が気になったらしい。

「どうかしたんですか？」

「う、ううん。何でもないわ」

　我ながら見事な慌あわてっぷりだ。

　那智くんは一度だけ首を傾かしげると、遠矢君に向き直った。

「一夜、古文ってすでに外国語だと思うんだが、いかがなものか？」

「知るか。ええからそこ訳せ。そこができたら後はどうとでもなるわ」

　投げやりな教え方だ。

　那智くんの意見には概おおむね同意しておく。古文は外国語。漢文ならさしずめ暗号解読といったところか。

　あと、どうかこちらに聞いてきたりしませんように。わたしは美術科なので、古文なんて触りの部分しかやっていない。そして、それ以上に赤点ギリギリの低空飛行をしているなんて、那智くんには知られたくない。

「とりあえず、ここと、ここと、ここと──」

　言いながら遠矢君は、反対向きのノートに器用に印をつけていく。

「ここは覚えとき。西にし川かわはアホやからマニュアル通りの教え方しかせんし、これで小テストなら十分とれる」

「な、なるほろ……」

「んじゃ、俺は先に帰らしてもらうわ」

「うぇ!?　ノートは？　持って帰らなくていいのか？」

　ノートの一冊は遠矢君のだったらしい。

「月曜まで貸しとく。忘れたら殺す。……んじゃ」

　簡潔に言うだけ言うと、遠矢君は足早に去っていった。高校一年生にあるまじきクールさだ。

　わたしたちは黙ってその背を見送った。

「月曜、小テストなのに、ノート持って帰らなくていいんだろうか。……いいんだろうな、一夜だし」

　那智くんがぽつりと言った。

　それから何となくお互いの顔を見合って──那智くんは慌てた様子でノートに視線を落とした。

　まだ勉強を続けるつもりなのか、ノートと睨にらめっこ。

　わたしはその横顔をじっと見つめる。




　ここはわたしの特等席。

　なぜならわたしは那智くんの彼女だから。彼のかわいさに騒いで盛り上がっているだけのほかの子とはちがう。彼女たちよりも那智くんのことをよく知っているし、これからもっといろんなことを知っていくだろう。

　わたしが声をかければ、彼は笑顔で応こたえてくれる。

　こうして親しげに話すことができる。

　那智くんの隣がわたしの場所。たったひとりだけに許される特等席。毎日とても幸せだ。




　でも、今日だけはちがっていた。思わず頰をふくらませそうになる。

　だって、那智くんはずっとノートを見ているから。

　すぐ横にわたしがいるのに、こっちを見ようともしない。

　ノートに向かっては考え込み、時々スティックチョコに手を伸ばしては口に運ぶだけ。そんな那智くんの態度が、わたしはおおいに不満だった。

　また一本、チョコを手に取った。口の端にくわえて、上下に動かしている。

　それを見て、わたしは決めた。

「那智くん」

「はい？」

　顔がこちらを向く。

「やっぱりわたしも食べるわ」

　そう言ってわたしは顔を寄せ、那智くんがくわえているスティックチョコをかじった。

　パキッ、と小気味良い音がして、それは彼の口の近くで折れた。

　那智くんは目を丸くしている。

　その顔は思わず抱きしめたくなるほどかわいくて、それでいてちょっとだけ嗜し虐ぎやく心しんを満たした。

「な、ななな、何を……!?」

「あら、失礼ね。そんなに驚かなくてもいいと思うわ」

　うん。チョコはビター。

　でも、残念。もう少し短くなってから食べればよかった。そのときはきっともっと甘かったにちがいない。
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　どうしてこうなってしまったのだろう──そうわたしは思った。

　別に誘惑というほどのものではないつもりだった。

　少しだけ露出度高めの姿で那智くんをドキドキさせてやろうと思っただけ。

　ちょっとしたいたずら気分。

　ただそれだけなのに──怒られた。

　なぜ？
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　発端は翌週の土曜日の、学生食堂での会話だった。

「試験？」

　そう聞き返してきたのは那智くん。

　今、わたしは食堂で那智くんと向かい合ってお昼を食べていた。

　いつもなら円と一緒のところだけど、定期試験が迫ってきたこの時期、部活動は禁止されている。なので、円は家で弟妹たちと一緒に食べると言って、足早に帰っていった。もしかしたらわたしたちに気を遣ってくれたのかもしれない。

　わたしも那智くんも、家に帰ったところでひとり。だったら学生食堂ですませてしまおうという考えで、ここにこうしている。

「期末、まずいんですか？」

　口の中のものを飲み込んでから、那智くんはもう一度言葉を変えて聞いてきた。

「うん、ピンチ。中間テストが軒のき並なみ赤点ギリギリだったから、今度似たような点だと補習ね」

「ピンチもピンチ、大ピンチの崖がけっぷちじゃないですか!?」

　那智くんが声を荒らげて抗議してきて、わたしは驚いた。まさかうっかり口を滑らせたことに、ここまで喰くいついてくるとは思わなかった。

　何とかなだめようと努める。

「や、やあねぇ、那智くん。崖っぷちっていうのは留年かどうかの瀬せ戸と際ぎわに立たされることで、今は──」

「同じことですっ」

　逆効果だった。

「このままいけばその崖っぷちに辿たどり着くのは目に見えてるじゃないですかっ。しかも、この時期にまだ勉強をはじめてないってどういうことですか!?」

　がおーっ、と那智くんは一気に捲まくし立てる。

　が、そこまで言ったところで動きを止めると、脱力したように背もたれに体をもたせかけた。

「先輩が勉強苦手なんて意外でした」

　あ、ちょっとむっときた。

　妙なイメージで語られるのは、わたしのきらいなことのひとつだ。

「意外でも何でも苦手なんだから仕方ないじゃない。どうせわたしは頭も悪いし、体育も人並みだし、泳げないし、歌で鳥が落とせるわよっ」

「……いや、そこまで聞いてないし」

　那智くんはたじろいだけど、わたしはかまわず続けた。

「だいたいね、容よう姿し端たん麗れい、成績優秀、運動神経抜群なんて女の子、そうそういないんだから。いるのはマンガの中くらいです」

「別に先輩にそういうものを求めてるわけじゃないですけどね、僕。それに──」

　そこで那智くんは一度言葉を切り、ひと呼吸おいてから、




「それくらいのほうがかわいいですよ」




　と、無邪気に笑顔を見せた。

　途端、ぼふっ、と音を立てて顔が熱を上げた。

「あ、う……。そ、そう……？」

　自分でもわかるほどに赤くなった顔を隠すため、わたしは下を向いて無意味にランチのサラダをつついた。

　まさか〝かわいい〟なんて言葉、年下の那智くんから言われるとは思わなかった。〝かわいい〟なんて街には掃はいて捨てるほど溢あふれ返っている。それなのにわたしは、自分でも驚くほどその言葉に反応してしまった。ありきたりの言葉も那智くんの口から発せられると特別な意味になるらしい。

　こんなわたしを見て那智くんはどんな顔をしているのだろう？

　そう思っておそるおそる顔を上げると、そこには思案顔の那智くんがいた。

「先輩」

　何を考え込んでいるのか尋ねようとした矢先、那智くんが口を開いた。

　ひと言──、




「今日、うちで一緒に勉強しましょう」
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　一度家に帰って服を着替え、勉強道具一式を用意して那智くんの家に向かった。

　駅を降りて歩いていると、だんだんドキドキしてきた。

　那智くんは年下でも男の子で、今現在ひとり暮らし。そこにわたしを呼んだのは、なかなか意味深なことなのかもしれない。

（そう考えると、今のわたしの格好も微妙かも……）

　改めて自分の姿を見る。

　ブラトップにオフショルダーのシャツ。ボトムはデニムのロングパンツ。

　じゃあ、方向修正するにしてもどちらの向きに矢印を向ければいいのかと考えると、それもまた難問だ。

「でも、那智くんは未来の旦だん那な様なわけだし……って、そんなこと言ってる場合じゃないわね」

　住宅街の十字路に立ち、あたりを見回す。

　右と左。

　前と、そして、今きた道。

　すべて見たことのない道に思えた。

「迷ってる……？」

　別に考えごとをしていたから迷ったわけではなく、ただ単に道を覚えていなかっただけらしい。前にきたときはおじ様の車だったし、帰りは歩いたけど暗くて周りなんてよく見えていなかった。

　仕方ない。誰かに道を聞こう。古い大きな洋館風の邸やしきと言えばわかってもらえるにちがいない。

　と、ちょうどそこに正面から人がやってきた。




　しかし、いったい運がいいのか悪いのか。

　それは後あと宮みや紗さ弥や加かさんだった。




　後宮さん。

　わたしより遙はるかに長い時間を那智くんと一緒に過ごし、わたしよりも確実に那智くんに近い場所にいる女の子。彼女と会ったのは一度だけ。そのとき、後宮さんはわたしに那智くんの生おい立たちをおしえてくれたが、その真意は未いまだにはかりかねている。

　後宮さんはわたしの姿を見て取ると、意地の悪そうな笑みを浮かべてこちらに寄ってきた。

　正直、あまり好きになれないタイプだけど、那智くんは彼女のことをお姉さんとして慕っている。それならわたしも仲よくする努力をするべきだろう。

「こんにちは、後宮さん」

「よぉ、片瀬センパイ。こんなとこで何やってんだ？　もしかして、迷子？」

「……」

　努力は、もういいわ。

「……後宮さんには関係のないことよ。そう言うあなたはどちらへ？　海水浴でも行くのかしら？」

　後宮さんはデニム地のショートパンツにタンクトップ、その上から薄手のパーカーを羽織るという、無む暗やみに露出度の高いスタイル。ショートの髪の下に覗のぞく首筋が涼しげだ。

「さぁ、どうだろうな？」

　そう言ってニヤニヤと笑う。

「ええ、そうね。お互い干渉はよしましょう。……じゃあ、ここで失礼するわ」

　このまま続けていてもまともな話はできないだろうと判断して、わたしは早々に会話を切り上げることにした。一方的に別れの挨拶をして彼女の横をすり抜ける。

　と、後宮さんがわたしの背中に呼びかけてきた。




「あぁ、那智ンち、そっちじゃないぞ。実はオレも今から行くところなんだけど、どうする？　一緒に行くか？」




「く……っ」

　ただ振り返るだけの行為に、今のわたしはかつてないほどのエネルギィを必要とした。
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　那智くんの家──千秋邸は古い大きな洋館風で、那智くんを家に迎えるのを機に購入したという経緯を持つ、素敵な邸だ。

　この春からご両親とも仕事の都合で家を離れていて、今は那智くんだけがここに残っている。

　早速インターフォンを押そうと手を伸ばしたところで、横で門扉が音を鳴らした。見ると後宮さんが勝手に敷しき地ち内ないに入ろうとしているところだった。

「ちょっと、何を勝手に──」

「あぁ、気にすんなよ。いつものことだし」

　そう言って後宮さんはどんどん中に入っていく。

（いつも……）

　いつもと言うほど、そして、その工程を省略してしまえるほどに、後宮さんはこの邸に頻ひん繁ぱんに出入りしているのだろうか。

　門から一歩入ると広くはないけど立派な前庭があり、それを分断するかたちで敷かれた石いし畳だたみの小こ径みちを通って玄関へと向かう。

　勝手知ったる他人の家とばかりに慣れた調子で歩く後宮さんの後ろ姿が、どうしても気になってしまう。

　当然のように彼女はノックもせずに扉を開けて中に這は入いり、わたしもその後に続いた。

「おーい、那智ー。きたぞー」

　呼びかけながらミュールを脱ぎ散らして上がり込む。

　見ると同じように那智くんの通学用の革靴と、足首まで覆うハイカットのバスケットシューズも散らかっていたので、わたしは自分のものも含めて四足の靴を並べて揃そろえた。

　首を上げたところで階段の上から足音が聞こえてきて、軽快な足取りで那智くんが降りてきた。

「いらっしゃい……って、あれ？　片瀬先輩もいる。ふたり一緒にきたんだ」

「え、ええ、そこで偶然会ったの」

　そう言うわたしの横では、後宮さんが笑いをかみ殺していた。……いやな性格だ。

「もう外が暑くてさ。喉のど渇かわいたんだけど、なんか飲むモンもらっていいか？」

「いいよ。お好きにどうぞ。……あ、じゃあさ、テキトーに三人分持ってきてよ。何かちょっと食べるものとかもあったほうがいいでしょ」

「あいよ。……戸棚のアーリータイムズでも出すか」

「あのネ、僕ら今から勉強するんだけど」

　じろり、と那智くんに睨まれると、後宮さんは「ちっ……」と舌打ちしてから、頭を掻かきながらダイニングキッチンへと歩いていった。

「なに考えてるんだろうね。……先輩はこっちです。僕の部屋、二階なんで。あ、階段ちょっと急だから気をつけてください」

「あら、本当ね」

　のぼりはじめてみると、それはよくわかった。普通の家よりも階段の傾けい斜しやが若干きつく感じる。これも古さ故だろうか。

「でも、大丈夫。円の部屋なんて屋根裏部屋だから、二階の廊ろう下かから梯子はしごみたいな階段で上がるのよ」

「うわ、何それ、秘密基地みたい。見てみたいかも。今度、頼んでみようかな」

「……」

　一瞬、目の前にある足首を摑つかんで引っ張ってやろうかと思った。

　二階に上がり、廊下を進みながら角を二回曲がって、いいかげん自分の向いている方向がわからなくなってきたころ、ようやく那智くんの部屋に辿り着いた。同時に廊下も終点を迎えた。

「どうぞ」

　と、促されて入った那智くんの部屋はフローリングの洋間だった。和室なら十二畳くらいの広さで、ベッド、勉強机、パソコンデスク、本棚を置いてもまだひと部屋分のスペースは残っている。壁に好きなビジュアル系バンドのポスターが貼はってあったり、ゴミ箱の縁ふちにバスケットゴールがついていたりして、男の子らしい部屋だと思った。

「いちおうざっと片づけたんですけど、まだどっか妙なところがあっても、それは見なかったことにしてください」

　部屋の主はそう言って照れたように笑った。案外アイドルの水着ポスターを慌てて剝はがしたのだったりして。

「うん、それはいいんだけど……ねぇ、那智くん？　どうして後宮さんもいるの？」

「紗弥加姉？　先輩は知らないと思うけど、紗弥加姉、ああ見えても和泉いずみヶが丘おか高校で、頭いいんですよ。学校でも成績よくて、全国模試じゃわりと上位に入ってるみたいです」

　半分までは知っていた。ああ見えて和泉ヶ丘高校というのは本人から聞いた話だ。でも、ああ見えて成績がいいとか、ああ見えて全国レベルだとかは初耳だった。

「僕なんか去年、家庭教師してもらってたし。試験勉強するならけっこう強力な助っ人ですよ」

「あ、そうなんだ」

　ああ見えて後宮さんは侮れないらしい。慣れた調子の振る舞いも、家庭教師をしていたころに身についたものなのかもしれない。

（この部屋で那智くんとふたりっきり……。よけいなことおしえてないかしら？）

　少し心配になる。

　もしわたしだったら……




『那智くん、勉強よりもっといいこと……ううん、イケナイことおしえてほしくない？』

『えっと、それって……？』

『大丈夫。すぐにわかるわ。まずは体で覚えましょう？』




「……っ」

　想像が捗はかどりすぎる……。

　さすがに中学生のころの那智くんとか、犯罪っぽいというか、年上がたぶらかしてる感がすごい。どうしてもっと早く出会わなかったのだろう。

「それがどうかしたんですか？」

「う、ううん。いいの。わたしひとり不純だっただけだから」

　那智くんの声にはっと我に返る。












　真ま面じ目めに勉強に取り組もうとする那智くんに対し、ここにくるまでの間、そして、今もまた変なことを考えていた自分を恥じる。

「テキトーに座ってください」

　那智くんが示した先には広めの座卓と三人分の座布団が用意されていた。とりあえず近くに座ろうとしたとき、入り口のほうから声がした。

「あー、悪わりぃ。どっちか取ってくれよ。もうさ、手が痛くて痛くて」

　後宮さんだった。

　彼女は、片手にお菓子を盛り合わせたお皿とグラスが載ったお盆を、もう片手にはウーロン茶のペットボトルをぶら下げていた。

　そばにいたわたしはお盆のほうを受け取った。

「さんきゅー」

　そう言ってから後宮さんは、どん、と乱暴にペットボトルを座卓の上に置いた。

　それから羽織っていたパーカーを脱いで、ベッドの上に放ほうり投げた。タンクトップだと思っていたものは、あろうことかチューブトップだった。

「って、那智くんの前でなんて恰かつ好こうしてるのよ!?」

「別にいいだろ」

　面倒くさそうに言うが、ショートパンツにチューブトップならほとんど裸みたいなもの。十分に問題だ。

「それに気にするような仲じゃないしな。ふたりで風呂に入ったこともあれば、一緒に寝たことだってあるし。今さらだよなぁ」

「那智くん、やっぱりっ」

　わたしは思わずぐりんと首を巡らせ、那智くんを見る。

「やっぱりって何ですか!?　……いや、そんなに目ぇ吊つり上げて睨まれても。だいたいそれって僕らが教会にいたときのことで、小学校の低学年だったし。ていうか、紗弥加姉！　誤解を招く言い方をするなよっ」

「いやぁ、悪い悪い。そんなに怒んなって」

　と、笑って謝りながら後宮さんは、ちらとわたしのほうを見た。どうやらわざとわたしを煽あおって反応を楽しんでいるようだ。

　本当にいやな性格。

　これ以上乗せられないように気をつけないと。





　　　　§§§






「32×58×25は？」

「……４６４００」

「じゃあ、７３８×９０８」

「……６７０１０４」

　電卓を片手に問題を出しているのがわたしで、それに一拍おいて暗算で答えているのが後宮さんだ。

　驚いたことにこれが彼女の特技だという。




　後宮さん曰いわく──、

「これくらいそんなに珍しかないよ。クラスにひとりくらいいるんじゃないか？　頭ン中での処理方法は人それぞれみたいだけどな。そう言や、前に数字が色で出てくるってやつもいたな。

　実際、こんなの何の役にも立ちゃしねーよ。式があって、さて、この答えは？　なんて小学生のテストじゃあるまいし。高校じゃまず式を立てるトコからはじまるわけだから、そこで間違ってりゃ計算もへったくれもねーよ。

　ただし、微び積せき分ぶんだろうが物理の力学だろうが、その式さえ正しく立てれたら、後は手を止めずに答えまで書き出せるけどな」




　十分にびっくり人間だと思った。

　そして、今はというと、

「ちげぇよ、那智。そうじゃねぇって。お前、いきなし思いちがいしてんだよ。高一数学のこんなとこで躓つまずいてたら、来年から理系なんてとうていむりだぞ。それから、ここからここ。これくらい一気に計算しろ」

「むりだって。紗弥加姉じゃないんだから」

「バカ。こんなのオレじゃなくても、誰でもできるっての。要は訓練だ」

　と、こんな具合に後宮さんは相変わらず口は汚いが、しっかりおしえてくれる。確かに助っ人として強力だった。

　それはいいのだけど……、

「ちょっと、そんな恰好で那智くんにくっつかないでよっ」

「仕方ないだろ。こいつがあったま悪いんだから」

　確かに後宮さんは先ほどの特技を差し引いてもよくできているけど──それにしても我が校の特進クラスをつかまえて頭悪いと言ってしまうとは。

　しかし、わたしはひとつ学んだ。……なるほど。理由があればいいわけか。

「ね、ねえ、那智くん？」

「はい？」

「何かわからないところ、ある？」

　わたしは意を決して、すすす、と那智くんに寄った。

　もう少しで体が密着するというそのとき──だけど、那智くんは「ひっ」という短い悲鳴らしきものを残して忽こつ然ぜんと消えた。見ると遙か離れたベッドに背中が当たるまで瞬間移動していた。顔が青い。

「ないですないですないですっ。崖っぷちの先輩におしえてもらうことなんて、何もないですからっ」

「……」

　ものすごい勢いでいろんなものを否定された。さすがに少しヘコんだわ。

　そんなわたしを、後宮さんが口くち許もとを教科書で隠しながら見ていた。目が笑っている。きっと口でも大笑いしているにちがいない。

「あなたね、いいかげんに上着を着なさいよっ」

「今度は八つ当たりかよっ。いいだろ、そんなの。暑いんだからさ。どうせだったらお前も脱げば？」

　そう言って後宮さんは挑発的に笑う。

（く……っ。こっちはもうこれ以上脱げないと知って……！）

　いや、待て──と、ふと考える。

　ブラトップならギリギリそれもアリかもしれない。多少デザインは刺激的かもしれないけど、基本的には見られることや見せることを前提にしているものだ。今だってオフショの下には半分見えている。

「そ、そうね。ちょっと暑いし、わたしも脱ごうかな……？」

　ちらりと那智くんの様子を窺うかがう。

　目が合った。何を言い出すんだと目を見開きながらも、どこか期待しているようにも見える。

　が、そこではっとしたように我に返った。

「……設定温度下げるか」

　慌てて顔を背け、リモコンを操作する。

「「寒っ」」

　途端に張り切りはじめたエアコンの風に撫なでられ、わたしと後宮さんは悲鳴を上げた。
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「だーっ、疲れた。……ちょっと一服」

　最初に集中力が切れたのは後宮さんだった。

　後宮さんは手を止めるとデイバッグの中から煙草たばこを取り出した。

「那智、灰皿──」

「ねぇよ！　つーか、紗弥加姉、煙草やめろって何度も言ってるだろっ」

　間かん髪はつ入れずそう言うと、那智くんはあっという間に後宮さんの手から煙草をひったくり、ゴミ箱に放った。投げられた煙草は、ゴミ箱の縁に取りつけられたバスケットゴールのボードに当たり、ネットを通って中に落ちた。

「……ケチ」

「ケチでけっこう」

　冷たくあしらうと、那智くんは勉強を再開した。

「しゃーねぇ。茶でも……って、あり？　那智、ウーロンねえ」

「はいはい。取ってきますよ。紗弥加姉が煙草をやめてくれるなら、ウーロン茶でもほうじ茶でも、カンボジア産加糖茶でも何でも持ってきますよ」

　ため息まじりに言って那智くんは立ち上がった。

「僕がいないからってゴミ箱から拾ったりしないよーに。先輩、紗弥加姉がそんなことしてたら叩たたいていいですからね」

　そう言い残して部屋を出て行った。スリッパの足音が遠ざかっていく。

　別に見張るつもりはないのだけど──その後、後宮さんが煙草を拾うような素振りはまったくなかった。ただただ集中力を欠いた力ない視線で、パラパラとめくる教科書を見るばかりだった。

「もしかして後宮さんって、那智くんに頭が上がらなかったりする？」

　しばらくしてわたしは聞いた。

　そう思ったのは、今日だけでも彼女が那智くんに叱しかられている場面が何回かあったからだ。

　すると、後宮さんはきょとんとした目でわたしを見た。

「……悪いかよ」

　意外にもあっさりそれを認める。

　それから後宮さんは恥ずかしかったのか、再び教科書に視線を落とした。そうしながらぽつぽつと話をはじめる。

「頭が上がらないっつーか、苦手なんだろうな。那智ってさ、同じ教会の出なのにオレとちがって真まっ直すぐ育ってるだろ？　そういうところが羨うらやましかったり眩まぶしかったりするんだよな」

「だったら、せめて煙草だけでもやめたらいいのに」

　以前も駅前で那智くんに注意されていたのを思い出した。煙草をやめれば怒られる理由が確実にひとつ減る。

「うるせーな」

　だけど、後宮さんはそう言っただけだった。

　きっとしつこく注意されすぎて意地になっているのだろう。すでに根こん競くらべのようになっているのかもしれない。

「そっちはどうなんだ？　那智とは上う手まくやってるのかよ？」

　しばらく黙っていた後、今度は後宮さんが聞いてきた。

「まぁ、上手くいってなきゃ今こうしてないか」

「ええ、おかげさまで。那智くんとはご両親公認の仲よ」

　少しばかり自慢げに言ったのは、前に後宮さんに「うちの那智はやれない」と言われたからかもしれない。

「へぇ、やるじゃん。……んで、那智とはヤッたのか？」

「や……っ!?」

　思わず絶句。

　意外にも素直に感心したと思ったら、言うに事欠いて次に出てきた言葉がこれだった。きっとこれは先ほどの意趣返しではなく、単に彼女の性格故のものだろう。

「な、何を言い出すのよ!?」

「……何だ、まだか」

「わ、悪い？」

　そう答えて、わたしはそっぽを向く。これではさっきの後宮さんだ。

　わたしだって恋人ごっこをしているつもりはなく、いたって真面目だ。ちゃんと段階を踏んで前に進んでいくつもりでいる。

「今日きよう日び、高校生がただつき合うだけでも、それくらいのこと発生するぜ？」

　ところが、小馬鹿にするように後宮さんは言ってくる。

「ところかまわず脱いでアピールするようなあなたとはちがうんです、わたしは」

「んなこと言って、ただ単に自信がないだけだったりして」

「ないわけじゃないわっ。人並みにはあるわよっ」

　むっとしてわたしは、思わず座卓を叩いて腰を浮かしながら言い返す。我ながら謙虚な言葉を強打したものだ。

「ほー、じゃあ、全部とは言わないから、一枚くらい脱げるよな？」

「ええ、もちろんよ」

　売り言葉に買い言葉。わたしは景気よくオフショルダーのシャツを脱ぎ、トップスだけになる。

　と、そのとき、部屋のドアが開いた。

「お待たせー。ウーロン茶……わあっ！」

「きゃあああっ！」

　咄嗟にシャツを摑んで体を隠し、入ってきた那智くんに背を向ける。

　露出度が増えても裸ではないのだし、そもそもが那智くんに向けてのアピールなのだから隠すことはないのだけれど……心の準備ができていないうちに入ってこられたので、思わず体を隠してしまった。

　そろりと後ろを振り返る。

　那智くんはドアに背を貼りつけて硬直していた。口許がかすかに引ひき攣つっている。

　そして、とうとう我慢の限界に達したのか、力いっぱい叫んだ。

「……ふたりとも、とっとと服着て、ウーロン茶飲んで帰れっ！」





　　　　３






　どうしてこうなってしまったのだろう──そう僕は思った。

　勉強が終わって紗弥加姉は帰ったけど、片瀬先輩は帰らなくて。

　時間はもう夜中。

　僕のベッドに先輩がいて──そして、僕は別の部屋にいる。

　まぁ、こんなところか、僕だものな。
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　発端は夕食のときに遡さかのぼる。

　勉強は午後六時過ぎに終わった。その後、紗弥加姉がひとり暮らし、先輩はお父さんが遅く帰ってくるので強しいて早く帰らなくていいということで、そのままうちで夕飯にすることになった。

　食事の内容は三人とも自炊してるため、それなりに豪華なものだった。

　問題はその後だ。

　まず紗弥加姉が本当にアーリータイムズを引っ張り出してきた。

　この時点で煙草同様ちゃんと注意すればよかったのだけど、紗弥加姉にそれを勧められた片瀬先輩が文句を言いながらもなぜか渋々飲みはじめ、タイミングを逸してしまったのだった。ふたりは意外にも、グラス片手に他た愛わいもない話に花を咲かせていた。

　やがて何となく先輩がよく笑うなぁと思ったあたりからいやな予感がしはじめた。

　というか、いま思えばそのときすでに手遅れだったような気がしないでもない。

　しばらくは陽気にアーリータイムズを飲んでいたのだけど、それがなくなると途端に半眼で睨んできた。

「……」

　何も言わないのが怖い。

　今お酒を切らせるとこの身に様々な不幸が降り注ぐような気がして──仕方ないので僕は冷蔵庫の中にあった缶のフルーツカクテルを持ってくることにした。

（置いてあったアルコールが軒並みなくなってたら、母さん不審に思うだろうなぁ）

　後で買い足して証拠隠滅を図ろうと思いながら、茶坊主よろしくお酒をせっせと運ぶ僕。それを何度か繰り返し、また新たな缶を持ってリビングに戻ってきたとき、

「ありゃ？」

　僕は思わず声を上げた。

　片瀬先輩はあわせた両の掌てのひらを頰に当てソファの肘ひじ掛かけに倒れ込み、紗弥加姉もソファの上であぐらをかいたまま背もたれに頭を乗せた状態で──ふたりはそれぞれ眠り込んでいたのだった。

「ふたりとも勝手だよなあ……」

　僕の口から大きなため息がもれた。
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「あっついなあ……」

　汚れた空気で星も見えない夜空の下、紗弥加姉は心底鬱うつ陶とうしそうにこぼした。

　七月に入ってからこっち、日が暮れても吹く風は生暖かくて、酔い覚ましにもならないようだった。

「で、いいのかよ？　アレ、ほったらかしにしてきて」

「先輩？　大丈夫でしょ。爆睡してたし、ちょっと出てくるってメモも残しておいたから。ちゃんと鍵かぎもかけてるしね」

　僕は今、紗弥加姉を駅まで送っている最中だった。

　ふたりとも徒歩だけど、僕はマウンテンバイクを押していた。最初はステップに乗せて走るつもりだったのだけれど、当の紗弥加姉が歩きたいと言い出したのでこうして押して歩いている。

　片瀬先輩は家を出るときもまだぐっすり眠っていた。僕が帰って起きていたら、もう少し後には同じ道を先輩と歩いていることだろう。

　ふと紗弥加姉が口を開いた。

「で、なに、お前あいつとつき合ってんの？」

「あ、うん、そう。……先輩から聞いたの？」

　唐突に聞かれてびっくりしたけど、身内の紗弥加姉にまで隠すようなことでもない。僕は素直に首肯した。

「嬉うれしそうに言ってやがった」

　けっ、とでも言いそうな紗弥加姉。……片瀬先輩、いったいどんな調子で話したのだろうな。

「年上だろ？」

「年上だね」

　今さら言うまでもない。

　紗弥加姉は自分の頭を、ガシガシと乱暴に掻いた。

「まぁ、お前がいいんだったらいいんだけどな。……その気がないなら早めに言っとけよ。本気にさせたら厄やつ介かいなタイプだぞ、あいつ。最悪、刺される」

「怖いこと言うなぁ」

　思わず苦笑。

　さすがにそれはちょっと洒落しやれにならない。

「大丈夫。わかってるよ」

　言うべきことは言っておかなくては。

　片瀬先輩の勢いに圧おされて、言いそびれてることはいくつもある。

「もうここでいい」

　気づくと駅前のロータリィに差しかかっていた。

「そう？」

「ああ。早く愛いとしの片瀬センパイのところに帰ってやんな。……んじゃな」

「うん。おやすみ、紗弥加姉」

　僕の返事を背中で聞きながら、紗弥加姉は足早に駅に歩いていった。

　その姿が駅を出入りする人ひと混ごみの中に消えるまで見送ってから、僕はマウンテンバイクの向きを変えた。

　さて、次は先輩だな。




「ただいまー」

　ひと声かけてから玄関を上がる。

　別に片瀬先輩がいるからというわけではなく、ただの習慣だ。この春からひとり暮らしで帰ってきても誰もいないのが常だけど、わざわざこの習慣にストップをかけようとは思わない。

　片瀬先輩がいるはずのリビングへと向かう。

「先輩、起きてますか？　起きてるんなら………○×△☆■※!?」

　声にならない悲鳴が口から漏れる。

　反射的に飛とび退のいて、ドアに背をぶつけた。そのまま体がフリーズする。視覚情報の整理に膨大な演算能力を取られて、ほかの作業が止まってしまっているらしい。

　結論から言うと、先輩はまだ寝ていた。

　先刻と同じように、仔こ猫ねこのように丸くなってソファに寝ている。

　唯一違うのは、また服を脱いでいたことだ。

　女の人がつけるブラジャーの延長みたいなデザインのトップス。いつぞやのタンクトップより露出度が高くて心臓に悪い。

（いや、ホント、勘弁してほしいよなぁ……）

　紗弥加姉も大概だけど、あれはあれでもう慣れた。つき合いも長いし。だけど、片瀬先輩は別だ。先輩なら剝むき出しの背中を見ただけでも心臓がバクバクする。

（それに僕だって……って、いやいや、ダメだろっ）

　頭を振っていろんなものを追い払う。

　まずは起こして、とっとと服を着てもらわないと。僕は足音を立てないように片瀬先輩へと近づいた。

「せ、先輩……？」

　小さく囁ささやくように呼びかける。

　起こさないとと言いながら、やってることすべてのベクトルが正反対を向いている。これじゃよろしくない目的で忍び寄ってきたみたいだ。だいたい起こさないようにしたいなら、まずは自分の心臓を止めるべきだろう。こいつがいちばんうるさい。

　兎とに角かく、起こさないと。本日二度目の決意。

「先輩、先輩」

　呼びかけてみても反応はない。

　一瞬迷った後、トップスの肩の部分に触れて、揺らしてみる。

「先輩ってば、起きて下さい」

「う、うーん……」

「っ!?」

　反応があったらあったで、逃げ出しそうになった。

　やがて先輩は眠そうに目をこすりながら体を起こし、それこそ仔猫みたいな欠伸あくびをひとつした。

「おはよ……」

「そういう挨拶は目を開けてするものです。しかも、今は夜だし」

「じゃ、おやすみ」

　再び倒れ込む。

「寝るなっ」

「にゃあ……」

「寝ちゃダメですってば。ほら、もう十時ですよ。早く帰らないと」

「ヤダ。帰りたくなぁい……」

　ものすごい問題発言だな。

　でも、この場合、ただ単に眠いだけだろうけど。

「そんなわけにいかないでしょう。家の人が心配しますよ」

「大丈夫。さっき電話したから。今日は友達の家に泊まるって」

「えぇー……」

　何だ、その段取りのよさは。

「まったく、もう……」

　呆あきれてため息が出る。

　とは言え、むりやり起こしたところで帰れそうもないのが現状だ。僕にできることは駅まで送ることくらいで、送った後はどうするよって話になるし。それ以前にこんな軟体動物、自転車に乗せて走れないぞ。

　結局、うちに泊めるのがベストではなくともベターなのだろう。

（要は僕自身の問題なんだろうな）

　嘆たん息そく再度。

「わかりました。母さんのベッドを用意しますから、それ使ってください」

　なかなか英断だな。




　長期不在のため布団を片づけていた母さんのベッドを準備してリビングに戻ってくると、片瀬先輩はやっぱりソファで眠っていた。

「先輩、用意できましたから、上で寝てください」

　だけど、反応なし。

　なるほど。先輩は酔うと陽気になって、その後、猛烈に眠くなる人なんだな。と、納得したところで、このままにしておくわけにもいかない。

　相変わらず風邪ひきそうな格好だし。

「先輩、片瀬先輩ってば。そのままじゃ風邪ひきますよ」

「何ですって!?」

　めちゃくちゃ元気だった。

　予備動作もなくむっくり起き上がってくるその様はちょっとしたホラーだ。

「前から思ってたけど、那智くんってひどいわ」

　と、何やらいきなり文句を言ってくる片瀬先輩。

　目が半眼なのは眠いからか、それとも機嫌が悪いからか。僕は経験上、後者のような気がしてならない。

「な、何がでしょう……？」

「わたしは那智くんの彼女で、恋人で、婚約者で、未来の奥様で、ハニィなわけよね？」

「は、はぁ……」

　いろいろ並べ立てたな。いちばん最後のは意味不明だけど。

「それなのに他た人にん行ぎよう儀ぎに『片瀬先輩』なんて言うのはおかしいと思うの」

「なるほど。そこに辿り着くわけですね。それはただ単にそう呼ぶ以外なかっただけで、特に深い意味は……」

「円は『円先輩』、五十嵐さんは『ゆこりん先輩』、後宮さんは『紗弥加姉』……。何だかわたしだけ距離を感じるわ」

　片瀬先輩は拗すねたようにそんなことを言う。

「じゃあ、どう呼べば？」

「ふふん～♪　……司ちゃん」

　一気に飛んだな、おい。

「いや、それはどう考えてもまずいでしょう」

「そうかしら？　わたしは気にしないけど？」

「ええ、まぁ、今の先輩はそうでしょうけどね。きっと明日の先輩と僕が気にします」

「えー、つまらなーい」

　そう言って口を尖とがらせる姿はかわいいけど、それで何でも通ると思ったら大間違いだ。世の中、できることとできないことがある。

「とは言え、僕だって先輩がそんなふうに思っていたことに関しては反省してるんです。だから、まぁ、『司先輩』あたりで、許してください」

「んー………」

　先輩はじっと僕を見つめてくる。

　こっちもわりかし思い切ったこと言ってるつもりなんだけどな。今まで当たり前だったものを変えようとするのは、なかなか難しいことだ。こと人間関係において、しかも距離を縮めようとする方向なら尚なおさらだ。

　やがて先輩が口を開いた。

「ええ、いいわ。それで手を打ちましょ」

　ほっと胸を撫で下ろす。

「じゃあ、おやすみ……」

「寝るなーっ」
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　結局、片瀬先輩に二階へ上がってもらうのに、それから三十分かかった。

　まだ酔いが残っているのか、足取りが怪しく、階段なんか見てるだけでハラハラしたが、そのわりには落ちそうで落ちなかった。

　そうして父さんたちの寝室に押し込む。

「そっちの母さんのベッドを使ってください。お風呂は入れるようにしておきますので、いつでも遠慮なくどうぞ。僕は部屋にいますから、何かあったら呼んでください。いいですね？」

　僕がそう言ってる最中にも先輩はベッドにうつ伏せに倒れ込んでいて、僕が言ったことに片手を上げて応えた。本当にわかってるんだか。

「ま、いっか」

　このまままた眠りに落ちそうな勢いだったので、僕は挨拶もせずそっと部屋を出た。

　廊下を進み、父さんの書しよ斎さいの前を通って自分の部屋に戻る。自室のドアを閉めて──ようやく人心地ついた。

「「はあぁー……」」

　盛大にため息を吐つく。

　ふたりで。

「って、何で先輩もいるんですかっ!?」

　なぜか先輩もついてきていて、僕の横に立っていた。コントか。

　片瀬先輩はふらふらと吸い寄せられるようにベッドに向かうと、そのままぼふっと倒れ込んだ。

「那智くんのベッド～……」

「……」

　変態だ、変態がここにいる……。

「ああっ、もう！　わかりました。先輩はそこで寝てください。僕が向こうで寝ますから」

　とか言いながらもう一度同じことを繰り返したら、それこそコントだな。

　僕は確かに片瀬先輩がベッドに寝ていることを確認した上で、照明を消した。踵きびすを返し、部屋を出る。

　と、そのとき──、




「那智くん」




　片瀬先輩の声。

　それは今までとは打って変わって明めい瞭りようなものだった。

　振り返ると、ベッドの端に腰をかけている先輩がいた。

　灯あかりは廊下から差し込む光だけの薄い暗くら闇やみに、片瀬先輩の姿が浮かび上がっている。それはどこか幻想的で、少し妖あやしくて──だから、先輩がいつもよりもきれいに見えた。

　目が、離せない。




「ねぇ、そばにきて……」




　やけに艶のある蠱こ惑わく的てきな声。

　僕たちの間には距離がある。にも拘かかわらず、まるで耳もとで囁かれたかのようだった。その声に僕は為なす術すべもなく従い、足が前へ進む。

　先輩のすぐ目の前──の、その一歩後ろ。互いに手を伸ばしても届かない距離。そこで僕は足を止める。




　ここがギリギリのライン。

　理性を保っていられる境界線。




　だというのに、片瀬先輩はあっさりとそれを越えてきた。身を乗り出すと、僕の手を摑んで引っ張り寄せたのだ。

「うわっ……」

　僕と先輩はふたりしてベッドに倒れ込んだ。

「つかまえた♪」

「えっと……これはどういうことでしょう……？」

　いったいどうやったのか、僕がベッドの上に仰あお向むけに倒れていて、それを片瀬先輩が僕の顔の左右に手をついて上から見下ろしていた。

「男の子が部屋に女の子を入れてしまったんだから、押し倒されても文句言えないわよね？」

「そ、そりゃまた積極的な女の子の理屈ですね」

　普通は逆だろう。

「でもね、先輩──」

　そう言いながら先輩の両肩に触れる。

　そして、体を入れ替えるようにして、力を入れて引っ張った。

「きゃっ」

　小さな悲鳴の後、僕と片瀬先輩の位置がきれいに入れ替わっていた。今度は僕が先輩を見下ろしている。

「僕だって男なんですよ」

「うん……」

　それくらいわかっていると、片瀬先輩は優しく微笑ほほえんだ。

　僕は先輩の目を見たまま続ける。

「僕、早く先輩に言わないといけないと思ってたことがあるんです。……僕ね、先輩と一緒にいられることが嬉しいんです。このところ何だか先輩ばっかりはしゃいでますけど、そこは僕も同じ気持ちなんですよ」

「那智くん……」

　片瀬先輩が目を閉じる。

　先輩の瞳ひとみに魅せられていた僕の視線は、今度は自然にその唇へと移った。

　そうするのが当たり前であるかのように、僕はゆっくりと顔を寄せる。そして、もう数センチで唇が重なるというとき──、




「すぅ……、すぅ……」

「寝るのかっ！」




　思わず額にチョップして全力で突っ込んだ。

　片瀬先輩は一瞬、眉まゆを寄せて苦悩するような顔をしたが、それでも起きる気配を見せなかった。

　ちょっと面白かったので、もう一回やってみる。

「うぐ……」

　やっぱり起きなかった。

「まったく……」

　ため息を吐く。

　いったい今日何度目のため息だろうな。

　仕方ないので、あまり揺らさないように注意しながらベッドを降りた。机の上のメモ帳を破り、いくつか走り書きをして枕まくら元もとに置いておく。

「おやすみなさい、司先輩」

　そして、僕は部屋を出た。
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　朝──、

　父さんたちの寝室で寝ている自分に気づいて、ようやく昨日のことを思い出した。

　片瀬先輩はどうしただろうと思いつつも、部屋は覗かずに階下に降りた。普段ならリビングへ行くのだけど、階段を下りている最中にダイニングキッチンのほうで人の気配を感じたので、そちらに行ってみる。

　当然、そこに先輩がいた。

「あら、おはよう」

「お、おはようございます」

　キッチンに向かって何やらやってるわりには先に先輩から、しかも、背を向けたまま挨拶を投げかけてきて、面喰らった。

「もしかして朝ごはんですか？　そんなの僕がやったのに」

「気にしないで。昨日、泊めてもらったでしょ？　だったらこれくらいはしないとね。ほら、もうすぐできるわ」

「あ、じゃあ、顔洗ってきます」

　僕は引き返して洗面所に向かった。

　風呂場手前の脱衣場を見ると、どうやら先輩はお風呂を使ったようだった。昨日、部屋に残したメモに、お風呂にはいつでも入れることと、新品のタオルを用意してある旨を書いておいたので、それに従ったのだろう。

　顔を洗ってキッチンに戻ってくると、もう食事が並べられていた。

「いただきます」

「はい、どうぞ」

　まずはトーストにかぶりつく。

　普段、とりあえずご飯を炊いて、後はテキトーに何かを添えてすませていることがほとんどな僕にとって、こうした洋風の朝食は新鮮だ。

「あ、そうだ、司先輩。もう大丈夫なんですか？　昨日はけっこう酔ってたみたいですけど」

「え……？」

　突然、先輩は手にトーストを持ったまま動きを止めた。

「……な、那智くん、今、何て……？」

　少しの沈黙の後、先輩はおそるおそるといった調子で聞いてきた。

「『けっこう酔ってたみたいですけど大丈夫ですか』？」

「じゃなくて、その前」

　何だかえらくベタな会話だな。

「司先輩」

「つ、司先輩!?」

　僕の言葉に間をおかず、先輩が鸚鵡おうむ返がえしで言葉を繰り返した。

「いや、そんなに驚かなくても……。昨日、そう呼ぶことにしようって決めたじゃないですか」

「え!?」

「え？」

　先輩が驚くものだから、こちらもつられて声を上げてしまった。

「え、ええ、そうだったわね」

　片瀬先輩は宙に目を泳がせながら答えた後、なぜか斜め下を向いて考え込んでしまった。そうしてやがて、にやーっ、と笑い出した。それからもしばらくニヤニヤしていたが──僕はもうそれについては触れないことにした。

「それにしても──」

　先輩が口を開く。

「こうして那智くんと朝食を食べてると、なんだか新婚みたいだわ」

「そうですね」

　僕は努めて声をフラットにして返した。

「あら、面白くない。那智くんならもっと照れてくれると思ったのに」

「あのですね……」

　やはりからかうつもりで言っていたのか。

　まぁ、本当はそんなことを真面目に考えると恥ずかしくて仕方ないから、思考にフィルタをかけて考えないようにしているのだけど。

「ねぇ、那智くん？」

　再び片瀬先輩が切り出してくる。

「はい？」

「次に一緒に朝を迎えるときは、もっと特別なことがあった後かしら？」

　僕は飲んでいたカフェオレを思わず吹き出しそうになった。むりやりそれを飲んだ後、咳せき込こんでしまう。

「そう。そういう反応。那智くんらしくてかわいいわ」

　どうやらこれには大いに満足したようで、片瀬先輩はくすくすと笑っていた。





　　　　４






　五月の下旬に転機を迎えて先輩とのおつき合いというものがはじまり──先日は先輩への呼び方も『片瀬先輩』から『司先輩』に変わって、交際はかなり本格化した。

　とは言え、僕としてはそれをあまり公にはしたくなかった。もちろん、人に言えないことだと思っているわけではなく、むしろ浮かれて言いまくりたい気持ちがある。だけど、そうしたときのデメリットとメリットの差が大きすぎるのだ。

　何せ相手は『聖せい嶺れい一いちの美少女』や『学園のアイドル』などと称される人。

　先輩とお近づきになったというだけでも羨ましがられたり、憎まれたり、足を引っ掛けられそうになっているのに、つき合っているなんて言ったら冗談抜きで刺されたり、ローキックを喰らったりするかもしれない。

　できればこのことは黙っておきたい。

　にも拘らず、だ。

　僕の心配とは裏腹に、司先輩はけっこうギリギリなことをやってくれるのだ。
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　例えばそれは、僕がひとりで廊下を歩いているときであったり。

「那～智くんっ♪」

「わあっ」

　いきなり背後から抱きつかれ、僕は悲鳴とともに慌ててその腕からすり抜ける。

　弾はじかれたように振り返ってみれば、そこに司先輩が立っていた。

「びっくりした！　司先輩か。おどかさないでくださいよ。誰か見てたらどうするんですか」

「あら、そんなドジはしないわ。まぁ、見られたときは見られたときよね……って、そんなに怖い顔しないで。冗談なんだから」

　司先輩がぜんぜん洒落になっていないことを言うものだから、思わず睨んでしまった。

　ただでさえこのところ、昼休みの学食で飲み物片手に仲よくしゃべっているところや一緒に帰っているところを見られ、ほぼ確信に近い疑いの目を向けられているというのに。一説によれば、『後は公式発表を待つばかり』という話まである。なので、今みたいな場面を見られたら誤ご魔ま化かしがきかない。

　で、こんな派手な登場をしておいて、この後は極々普通の会話。

　つまり、最初のあれは司先輩にとって単なる挨拶というわけだ。迷惑な話である。人が見ている云うん々ぬん以前に、僕の個人的な感想として心臓に悪い。

　まぁ、先輩ならそれもわかった上でやってそうだけど。




　例えばそれは、僕が数人のクラスメイトとともに昼休みの中庭を散策しているときであったり。

　その日、僕たちは第二体育館のバスケットコートが取れず、そのまま意味もなく中庭へと繰り出していた。

　と、そこに正面から三年女子の一団。それは司先輩を中心とした四人ほどのグループだった。

「うお、片瀬さんだ、片瀬さんっ」

　こちらに向かって歩いてくる『学園のアイドル』に、クラスメイトのトモダチが興奮気味の声を上げる。

「千秋、声かけろ、声」

「何で僕が？」

「お前、片瀬さんと仲いいだろ」

「うん。だから、今じゃなくて別の機会でもいいわけだ、僕が先輩と話すのは」

「ぶっ。お、おまっ、いつからそんな薄情なやつになったんだよっ」

　ま、時々ね。

　そうこうしているうちに次第に距離が縮まっていく。お互いの表情が見えるくらいまで近づいたところで、司先輩が僕を見て微笑んだ。『ドキッ』と『ギクッ』の中間くらいの衝撃が僕の体の中を走った。

「こ、こんにちは、片瀬さん」

　挨拶を切り出したのは僕ではなくてトモダチだ。僕はあてにできないと踏んで、意を決したようだ。……嚙かみおったが。

「ええ、こんにちは」

　対する司先輩は上級生らしい余裕のある笑みで応えた。

　そのまま立ち話がはじまる。

　こちらはみんな男なので、目当ては司先輩だ。でも、思いがけず巡ってきたお近づきの機会に浮かれているか、それとも心の準備ができていなかったのか、たいして中身のない話ばかりだ。本日のお天気よりも内容が薄い。

　反対に司先輩のグループは女の人ばかりなので、やっぱり一夜と話したいようだ。当然、注目は一夜に集まる──と思いきや、時々僕のほうまで流ながれ弾だまが飛んできた。それもこれも一夜が無愛想でぶっきらぼうな返事ばかりするからだ。僕としては司先輩との関係を悟られないためにも、一歩引いておきたいのに。

　もとよりただすれ違っただけのふたつのグループ。会話はテキトーなところで切り上げられた。

「それじゃあ失礼します」

「またね」

「片瀬さん、さよなら」

「さようなら」

　名残惜しそうに口々に挨拶をする我ら一年男子に、司先輩はひとつひとつ丁てい寧ねいに返していく。こういう優しくて社交的なところが先輩を人気者たらしめているのだろう。

　そうしてふたつのグループは互いの横を抜け、それぞれが向かおうとしていた方向へ足を向ける。

　と、そのとき──、

　足を踏み出そうとした僕の腕を誰かが摑み、引っ張った。

「ッ!?」

　不意のことで体がよろける。




　そして、唐突に僕の頰にやわらかい感触。




　驚いて顔を上げると、そこに悪だくみに成功した子どものような、いたずらっぽい笑みを浮かべた司先輩がいた。

　そこでようやく遅ればせながら頰にキスをされたのだと理解した。幸いみんなもう歩き出して僕らに背を向けていたので、誰も今の出来事に気づいていない。

　そして、先輩は──、

「べー」

　楽しそうに「あっかんべー」をし、友達の後を追って小走りに去っていった。

　その場にひとり呆ぼう然ぜんとする僕。

「おーい、なっち。何やってんだー？　置いてくぞー」

「あ、うん。いま行くー。あと、なっち言うなー」

　クラスメイトの声でようやく我に返り、僕もクラスメイトを追いかけた。
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「どうしてそう先輩はあえて危ない橋を渡ろうとするんですかね」

　電車を降り、その電車が次の駅へと去って周囲が静かになってから、僕は口を開いた。足は改札口へと向かっている。

　僕の愚ぐ痴ちを受けて、隣を歩いていた司先輩が聞き返してきた。

「今日のあれのこと？」

「それだけじゃないですけどね」

　いちいち挙げていたらきりがないから言わないけど。

「だって、那智くん、わたしと会ったっていうのに素っ気ないんだもの」

「仕方ないでしょう。つき合ってるのがばれたら大変なことになるのは目に見えてるんですから」

「でも、前はもう少し話したり、目を見たりしていたと思うわ」

　まぁ、確かにこのところ警戒のあまり慎重になりすぎていたかもしれない。

　思い当たる節があったせいで、僕は黙り込んでしまった。意識と乖かい離りしたまま足は交互に前へ出る。改札口が近づいてきた。

「わたし、那智くんとのこと周りにばれてもいいと思ってるの。だって、悪いことしてるわけじゃないんだから。みんなに知ってもらって、認めてもらいたいじゃない？」

「それは、まぁ……」

　その気持ちはたぶん、わかる。

　この際、僕が人に自慢できる男かどうかは置いておこう。司先輩としては自分のやっていることが人に認められるものでありたいと思うのだろう。僕だって同じだ。知られると大変だから黙っているけど、人に言いたくなるときだってある。

　定期券を取り出し、自動改札を通った。




「なーんてね。冗談よ」




「はい？」

　タイミングを見計らったように発せられた司先輩の言葉に、僕の目が点になる。

「わたしだって周りから恨まれたくないもの」

「……」

　いったい先輩が誰に恨まれるというのだ？　男子生徒の憧あこがれの的である司先輩とつき合っている僕なら兎も角。

　でも──と僕は思う。




　周りに知られてもいい──。




　果たしてそれは噓か本当かブラツク・オア・ホワイト。

　前にも気楽な調子で「見られたら見られたとき」なんて言っていた。いま吐と露ろしたことは少なからず真実を含んでいたのではないだろうか。

　とは言え、本心は司先輩の心の中だけ。僕にはわからない。

　さて、駅を出て僕はあたりを見回す。

　ここは僕がいつも使っている駅ではなく、司先輩の家にほど近い駅だ。学校帰り、先輩が少し寄り道をしようというので、こうしてここで一緒に降りたわけだ。

　この駅の周辺は立体的なつくりになっている。駅前には複雑に交差したロータリィや車道があるのだけど、近くの公共施設や住宅地へは道路を横断しなくても行けるように、歩道橋がいくつも作られているのだ。歩道橋には階段だけでなく、緩やかで長いスロープもつけられているので、立体的構造はよりいっそう複雑化している。小さいときに絵本で見た未来都市のようで、僕はこの駅が好きだ。

「那智くん、こっちよ」

　少し先で司先輩が僕を呼ぶ。おっと、ぼけっと周りを見ている場合じゃないな。僕は慌てて先輩の横に並んだ。

　タクシー乗り場を越え、道路に沿って少し歩いたところで歩道橋に差しかかる。と、そこで司先輩が足を止めた。

「那智くん、じゃんけん」

「は？」

　じゃんけん？　何のために？

「じゃーんけん──」

　しかし、先輩は首を傾げる僕にはおかまいなしで、やる気満々だ。

「ぽんっ」

　司先輩、ぱー。

　僕、ぐー。

「パ、イ、ナ、ッ、プ──」

　先輩はリズミカルに階段を上がっていく。あぁ、そういうことか。時々子どもっぽいことをするとは思っていたけど、これまたえらく童どう心しんに帰ったな。

「ル♪」

　到着と同時にこちらに振り返る。

「じゃんけん──」

　そして再び。

「ぽんっ」

　先輩、ちー。

　僕、ぱー。

「う[image: ]……」

「チ、ョ、コ──」

　二連敗でさらに遠くなっていく司先輩の後ろ姿。しかも、足が地を蹴けるたびに超ミニのスカートが揺れて──、

「って、先輩、先輩ッ」

「レ、イ、ト。……ん？　なに、那智くん」

　司先輩はきちんと最後まで上り切ってから、ようやく振り返った。

「み、見え……っ」

「っ!?」

　僕が何を言おうとしたかすぐにわかったらしく、司先輩は慌ててスカートの裾すそを押さえた。

「み、見た……？」

「い、いえ、見えてません……」

　そういう場合は「見えた？」と問うてほしい。不可抗力なのだから。

　司先輩は、ととと、と階段を下りてきた。そして、僕の正面に立ち、真剣な表情でこちらを見つめる。












「見たわよね？　その、白の──」

「え？　黒じゃ……？」

「……っ！」

「ぁ……」

　そして、僕は墓穴を掘ったことに気づく。

　次の瞬間、司先輩は、かあっ、と顔を赤くして、うつむいてしまった。カマかけてまで確認しておいて、その反応はどうなのだろう。

「え、えっとね……」

　なぜか口ごもる司先輩。

　そして、何か思いついたように、おもむろに顔を上げた。

「そ、そう！　今日は後で那智くんを家に呼ぶつもりだったのっ。だからちょっと大人っぽいのにしてみたの」

「……」

　まずい。僕、いろんな意味で追い詰められているような気がしてきた。ついでに先輩もテンパってる気がする。

「や、やぁねぇ、那智くん。引かないでよ、冗談なんだから」

　司先輩も自分の失言に気がついたのか、あははー、と微妙に乾いた笑いが、その口からもれた。

　ええ、まぁ、さすがにそれは冗談ブラツクだと思うけど、先輩のことだからもしかしたらちょっとくらいの本気ホワイトもあるんじゃないかとも思うのである。できればもっと冗談らしく笑ってくれたら、僕も安心できたのだけど。

「す、すみません。僕、ちょっと用事を思い出したんで……」

「え？　ちょ、ちょっと那智くん!?」

　しかし、僕は先輩が呼び止めるのも聞かず、踵を返した。

　どちらにせよ、だ──冗談とは言え、そんなことを言われた後で理性を保てる自信はない。

　背後で司先輩が何か言っていたようだけど、僕はもう聞こえない振りをした。




　暦こよみはもう七月。

　期末試験はもう目の前で、それが終わったら夏休みが待っている。

　この一学期を振り返ってみると、大きな騒動と言えば僕が担任の先生を殴って停学を喰らったくらい。それ以降は何もなし。

　何もないのに毎日がこんなにも騒がしいのは、一体全体どうしてなのか。

　司先輩？

　もしかしたらこれが司先輩とつき合うということなのだろうか。

　だとしたら、これからもきっと何事もないのに賑にぎやかな毎日が続くにちがいない。本当、僕の普通の学園生活シンプルライフはどこに行ったのだろうな。
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　抜かれた！

　センターライン上に立つ円まどかがそう思って振り向いたときには、もう千ち秋あき那な智ちはゴールに向かってレイアップシュートを放っていた。

　これで三本目。

　一本目はリバースターンで鮮やかに抜かれた。

　二本目は、目の前で急停止したので手を出したところをすり抜けていった。おそろしく緩急の差が激しい。

　そして、この三本目。

　エンドラインからセンターラインまでの間にトップスピードに達し、風のように円の脇を駆け抜けていった。フェイクもターンもドリブルチェンジもない。単純に速さにものを言わせた力業だが、それだけにこれほど圧倒的に差を見せつけるものはない。
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「やっぱダメかぁ。円先輩には勝てそうもないです」

　ひと通り終わってから那智が、あっけらかんと笑いながら言った。

「よく言うわよ。三本は取ったくせに」

「でも、一本は落としましたよ？」

「そりゃアンタが腕力もないのにフェイダウェイでスリーポイントなんか撃つから、ただ単に届かなかっただけでしょうが」

　ちょっとした遊びではじめたオールコートの一対一は、互いに四回ずつオフェンスをやって、円が四本全すべてを、那智が三本取る結果に終わった。

「あれは足を止められた時点で負けは決まってたようなもんですから」

「そのお返しが最後のあれ？　オールコートの一対一なら無敵なんじゃない？」

「まぁ、速攻は得意でしたよ。ディフェンスがふたりまでで、とんでもないやつじゃなければ抜ける自信ありますね。三人はさすがにむりかな」

「いや、その場合、一対三で味方を待たないアンタがおかしいから」

　円が冷静に突っ込む。

　普通、一対三の速攻なんてものはそうそうやらない。だが、彼の口振りではその好機とも言えない状況で突破を図ったことがあるのだろう。確かにどこか無む鉄てつ砲ぽうなところのあるこの少年ならやりそうなことだと思う。そして、そんなプレイスタイルが円はきらいではなかった。

「スピード勝負にもつれ込んだ場合、アタシはなっちに勝てないことがよっくわかったわ。惜しいのは背か。あと十センチあったらねぇ。……十六歳の平均身長ってどれくらい？」

「だいたい百七十ですね」

　即座に答える那智を見て、円は「気にしてるのね……」と思った。

「十センチも足んないのか」

「む……」

　わずかに那智が眉み間けんに皺しわを寄せた。

「僕、誕生日がまだですから、十五で考えてくれます？」

「じゃあ、十五の平均は？」

「……百六十八」

「あんま変わんないじゃん」

　しかし、年齢別の平均を覚えているほど身長を気にしている那智にとっては、それは些さ細さいなことではないのだろう。

　逆に百七十二センチもある円は、バスケットをしている分にはいいのだが、私生活においては高すぎるのが年ごろの女の子としての悩みだ。尤もつとも、それも那智から見たら贅ぜい沢たくな悩みに映るのだろうとも思う。

「なっち、誕生日いつよ？」

　コート脇の舞台の上に腰掛け、自分の鞄かばんから出した下敷きで扇あおいでいる那智に円は聞いた。ちょうどいい具合に目の高さが同じくらいになっている。

　単なる興味で聞いたのだが、その質問には奇妙な答えが返ってきた。

「戸籍上では十二月の三十日ですね」

「戸籍上では？」

「あ、そうか、円先輩にはまだ話してなかったし、話す約束だった気もするな」

　そう言って那智は体育館を見回した。

　つられて円も目をやる。

　平日の放課後、部活動の時間にはまだ早く、部員もあまり集まっていない。すでにきている真ま面じ目めな部員はたいてい一年生で、練習の準備に追われて円や那智に声をかける余裕はないようだ。

　近くに誰もいないことを確認してから、那智が話しはじめた。

「えっと、僕、いわゆる捨て子なんです」

「……は？」

「僕を引き取ってくれた教会が戸籍を作る上で、母子センターと相談してだいたいこれくらいだろうって決めたみたいです。だもんで、正確な日にちがわからないんですね、これが」

　そう言って那智は舞台の上であぐらをかき、腕を組んで、うんうん、とうなずいた。

「ちょっと待ちなさいよ、アンタ。何をそんな迫力のある生おい立たちをしれっと語ってるのよ!?」

「え？　そうでもないですよ。いちおう真面目に語ったつもりですけど？」

　真面目に、というのは先程の神しん妙みような顔つきと腕組みのことを言っているのだろうか。だとしたらあんなもの、円にはふざけてやっているようにしか見えなかった。もしやこの話自体、噓うそなのではないのだろうか。

「まぁ、昔のことを今、殊こと更さら深刻に語っても仕方ないですから」

　どうやら作り話ではないらしい。




　さらに那智は語る。

　養護施設も兼ねた教会で育ったこと。

　小学生のとき今の両親と出会い、そのまま千秋の家に引き取られたこと。

　施設育ちであることの偏見と、一転して裕福な家の子になったことへの妬ねたみで、周りからの風当たりが強かったこと。




「てことは、中学ンときのバスケの顧こ問もんも、そんなくだらない理由でなっちを使わなかったってこと？」

「なのかなぁ？」

　那智が首を捻ひねる。

「かなぁって、明らかにそうでしょうがっ」

「偏見の理由は確かにそこだと思うけど、それと僕が試合で使ってもらえなかったこととは別に考えるべきじゃないかと。単純に僕が下手だったのかもしれないし」

「ア、アンタねえ……」

　円は少しばかり唖あ然ぜんとした。

　この千秋那智という少年に関しては、親友の片かた瀬せ司つかさを介して知り合ったときから素直な子だと思っていたが、まさかこれほどとは思わなかった。ここまでくればもうお人ひと好よしと言うほかないだろう。

「速さもある、技術もある。アンタほどのガードを使わないほうがおかしいでしょーが」

「でも、僕、無茶なペネトレイトやドライブインして潰つぶされることが多かったから。そのへんが悪かったのかなと思ったり」

「……」

　いったいこの子は何なのだろう──そう思って、円は次第に苛いら々いらしはじめていた。

　自分の生まれのことで謂いわれのない扱いを受けたのなら辛つらかったと言えばいい。好きなバスケでレギュラーが取れなかったのなら悔しかったと言えばいい。それなのに、この少年はすべて昔のことだと笑顔で語る。

「アンタ、バカじゃない？」

「ば、ばかって……。ていうか、先輩、泣いてる？」

「な、泣いてなんか──」

　だが、円はいつの間にかこの少年のために泣いていたらしい。

　かわいい顔をして厳しい生い立ちを持ち、そのために辛い境遇にあったにも拘かかわらず、円が知る誰よりも素直に育ったこの少年のために。

　ふいに、ふわり、と円は那智を抱きしめた。

「……なっち。辛いことがあったら何でもアタシに言いなさいよ。遠慮しなくていいからね」

　突然のことに驚いて那智はきょとんとした顔で動きを止めた。

　が、しばらくしてから、

「……先輩？」

「うん？」

「……汗くさい」

　次の瞬間、鈍い音が体育館の中に響き渡った。

　怒った円に那智が突き飛ばされ、舞台の床に倒れ込んだのだ。打ちどころが悪ければ死んでしまいそうな音だ。実際、下級生に抱きついている我らが主将を見て見ぬふりしていた数人の部員は、さすがにそれには無言で十字を切った。

「危ねっ。今、体から魂が抜けてたっ。上から倒れてる自分見てたっ」

　しばらくぴくりとも動かなかった那智だったが、唐突に起き上がったかと思うと稀け有うな経験を訴えはじめた。

「自業自得よ、バカッ」

　吐き捨てて那智に背を向ける。

　そうやって背を向けたはいいが、困ったことに再び向き直ることができなくなってしまった。今さらになって気恥ずかしさを覚えはじめたのだ。

　やがて那智が口を開いた。

「ありがとうございます、円先輩。そう言ってくれて嬉うれしいです」

「……」

　返事をしなかったのは、無論、怒っているからではない。

「でも、ぶっちゃけ、実は今も昔も特に辛いと思うことはないんですよね。不幸に対する感覚が鈍いのかな？　人から見たら大変だなぁって思うのかもしれない。でも、僕、不思議と人間関係には恵まれてるから。まぁ、中にはいやな人もいますよ。だけど、それと同じくらいかそれ以上に僕のことを思ってくれる人がいるから。それこそ先輩みたいにね」

「それはみんなアンタのことが──」

「あ、片瀬先輩がきたっ」

　円の言葉が途中で遮られる。

　体育館の入り口を見ると親友の片瀬司が中を覗のぞき込んでいた。自分の用事が終わり、帰るために那智を迎えにきたのだろう。

「じゃ、先輩、僕はこれで」

　そう言って那智は制せい鞄かばんを摑つかむと舞台から飛ひ翔しようした。危なげなく着地すると、そのまま入り口に向かって駆け出す。途中、転がっていたバスケットボールを拾ってワンステップでジャンプし、振り向きざまのパスで投げてよこした。

　ボールはワンバウンドしてきれいに円の手の中に収まる。そのときにはもう那智は司のそばに辿たどり着き、邪気のない顔を向けていた。

「仲のよろしいことで」

　ふん、と鼻を鳴らす。

　那智が辛いことを打ち消すほどに人間関係に恵まれてると感じているのなら、その最大の理由はきっと司なのだろうと円は思った。
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「まずいよなあ……」

　自室でひとり円はつぶやいた。

　円には弟妹が三人もいる。

　まず、三つ下、現在中学三年生の二卵性双生児、由ゆ香かと流る夏か。双子だからだろうか、この年ごろの姉弟きようだいにしては仲がよい。それはいいのだが、なぜか結託して円を罠わなに嵌はめようと考えているのが悩みの種である。

　さらにその五つ下に小学四年生になる弟、幸ゆき隆たかがいるが、これがまた何を餌えさに釣られたのか、双子の仲間に入ってしまい、さらに悩みを増やしてくれた。

　だが、いちばんの悩みの種は、それでも弟妹をかわいいと思っている自分なのかもしれないと円は思う。

　そんなひと癖ある弟妹に比べると、千秋那智という少年は非常に素直でまたちがったかわいらしさがある。

（だから、それがまずいんだって）

　ああ見えても那智は名実ともに司の恋人なのだから。

　しかし、どう考えてもアンバランスなふたりだと思う。那智のほうが年下で、しかも、背が低くて、ひたすら司に振り回されているときている。

（ま、アタシならもっとアンバランスなんだろうけどさ）

　と、休日に並んで歩く私服の自分と那智を想像して、そこではたと思考を止めた。

　ワンテンポ遅れて顔が熱くなるのを感じる。

「……さ、勉強しよ」

　誰に言うわけでもなくそう言って、円は勢いよく立ち上がった。

　日曜日の午後、いつもならクラブの練習で学校に行っている時間だが、水曜日からの期末テストに向けて部活そのものが今は禁止されているのだ。

　何のための休みか。いいかげん勉強に取りかかろうと机に近づいたとき、何気なく窓から外を見下ろすと、たったいま意識から振り払ったばかりの千秋那智の姿があった。

「何やってんだ、あの子……って、決まってるか」

　言ってる途中で答えに思い当たる。

　向かいは司の家。当然、司に会いにきたのだろう。実際、那智はインターホンの前で反応を待っているようだった。

　だが、次第に様子が変わってきた。いつまでたっても司が出てこないし、那智も首を傾かしげながらついにはスマートフォンを取り出した。

　司はいないのだろうか。

「おーい、なっち。何やってんだー？」

　見ていても仕方がないので、円は窓を開けて呼びかけた。

「わあっ！　円先輩、何でそんなところに!?」

「いや、ここ、アタシん家ちでアタシの部屋なんだけどね。……ちょっと待ってて。今そっち行くから」

　そう言って円は窓を閉め、床にある出口に向かう。

　円の部屋は屋根裏部屋である。末弟の幸隆が小学校に上がり自分の部屋がほしいと言い出したので、円は自分の部屋を譲ってこの屋根裏部屋に移ったのだ。故に出入り口は床にある。

　梯子はしご並みに傾けい斜しやのついた階段を下りる。

　二階の廊ろう下かに出るとなぜか床が濡ぬれていた。ふと見ると双子がそれぞれの部屋からこちらを窺うかがっていて、あろうことか由香の手には電気コードが握られていたので、どこまで本気かわからないが、とりあえず一発ずつ頭に拳げん骨こつを落としておいた。

　よけいなことに二分ほど費やして外に出る。

「なぁに？　司に用があってきたけどいなかったってとこ？」

「それだったら僕がおマヌケさんってことで丸く収まるんですけどね。僕が行くことは連絡済みなんですよ」

「じゃ、くるのわかってて出かけたってこと？　なかなか考えにくい状況ね」

　司が那智に熱を上げていることはよく知っているので、このタイミングで不在にするのも不可解な話だ。

「ケータイは？」

「持って出てないみたいです。……ほら」

　那智が端末を操作すると、片瀬邸の二階の窓から微かすかに着信メロディが聞こえてきた。なるほど。自室の机の上にでも放置しているのだろう。

「てことは、すぐ帰ってくるつもりか。……うちに上がって待ってる？」

「え？　いや、それってまずくないですか？」

　せっかくの提案に那智は戸惑いを見せた。言いたいことは何となくわかる。

「そんなの心配してないっての。なっちが何かすると思ってないし。それに、ほら、それ以前になっちのこと、男だと思ってないから」

　言いつつ円は、我ながら欺ぎ瞞まんの詰まった言葉だと思った。

「……」

「どした？」

「いや、耳痛いてぇと思いまして。……あ、こっちの話なんで気にしないで下さい」

　ふいに黙り込んだ那智に問えば、彼は珍しく言葉を濁した。

　家の中に那智を招き入れ、玄関を上がる。

「司ン家には何しにきたの？　顔が見たかったなんて言い出すんじゃないでしょうね」

「まさか。うちに忘れものをしていったから、それを届けにきたんですよ」

「へぇー。そっか、司、なっちのところに行ったんだ」

　ほんの少しだけムカッときた。こっちはずっとふたりの仲を心配してきたのだ。進展があったのならおしえてくれてもいいのにと思う。

「そんで、司、なに忘れていったの？」

「下着」

「ちょっと待て」

　思わず円は、がっし、と那智の襟えり首くびに摑みかかっていた。

「や、やだなぁ、先輩。冗談ですよ、冗談」

　えらい剣幕の円に驚き、那智は降参、無抵抗、暴力反対とばかりに両手を上げる。

「ア、アンタ……いつからそんなおもしろ恐ろしい子になった……」

　ため息ひとつついて二階へ上がる。

　濡れていた床はもう掃除済みだった。それでもやっぱり視線を感じるので廊下の先を見ると、また双子が顔を覗かせていて、しかも、サムズアップでサインを送ってきた。が、とりあえず意味は考えないことにした。

「司先輩から聞いてたけど、ホントに屋根裏部屋なんだ」

　梯子のような階段を見上げて、那智が感かん嘆たんの声を上げる。

「はいはい。いいからまず上がる」

　尻を叩たたいて促す。

「え、僕が先ですか？」

「あったりまえでしょーが。アタシ、スカートなんだから」

　本日の円は珍しくスカートだった。

　制服ほど短くないので一階と二階をつなぐ階段くらいなら大丈夫だが、さすがにここの傾斜はまずい。

「おお、本当だ。……ぜひ先にどうぞ」

「……殴られたいの？」

「うぃーっす」

　そもそも那智も本気で言っていたわけではないのだろう。冗談は終わりとばかりに、素直に階段をのぼりはじめた。

「まったくもう……」

　呆あきれたように苦笑してから、円も那智に続いて階段をのぼる。ふたりとも部屋に這は入いると、彼女は蓋ふたのような扉を閉めた。

「屋根裏部屋って不便じゃないですか？」

「そうでもないよ。慣れればどってことないし、アタシはわりと好きかな」

　屋根裏部屋は天井が低くて、多少圧迫感があった。しかも、家の構造上、東西方向では端に行くほどさらに天井が低くなっていく。屋根の形がそのまま反映されているのだ。ただし、最初から部屋として設計されているため、南北に大きな窓がある上、サンルーフまでついていて、採さい光こうにまったく問題はない。

「実はこの家のどの部屋よりも広かったりするんだ」

「それはお得ですね。……それにしても円先輩が司先輩の真ん前に住んでるとは思いませんでした」

　通りに面した窓から外を見て那智が言う。

　そこからは司の家が見えた。

「司から聞いてなかった？」

「ないですね。何でだろ？」

「さぁ？　……ま、やりそうなことではあるけど」

　司は妙な部分を那智に伏せる癖がある。那智が三年生の女子の間で人気があることも、未いまだに本人に伝わらないようにしているようだ。理由は何となく想像がつく。

　那智が次に興味を持ったのは、本棚に並ぶバスケットボールの教本だった。

「そんなの散々見たんじゃないの？」

「でも、指導する側に立った本って見たことないし」

　そう言って真剣な顔で本をパラパラとめくりはじめる。それを円は、ベッドの上で行ぎよう儀ぎ悪くあぐらをかきながら眺ながめていた。

（なるほどね。こーゆー顔か……）

　以前、司が言っていた。那智のボールを持ったときの顔が恰かつ好こいいのだと。今もそれと同じ顔をしている。そして、今の円なら心を打たれた司の気持ちがわかる気がした。

「ねぇ、なっち」

「んー？」

　本に意識が向いたままの返事。

「司のこと、名前で呼ぶようになったんだ」

「え？　あぁ、あれね」

　ようやく顔を上げた。司という単語に反応したのだろうか。

「先日、急きゆう遽きよ方針の変更がありまして……」

　照れたように笑う。

「変ですかね？」

「……かもね。まるでつき合ってるみたい」

「うへっ。つまりそれは学校とか人の多いところじゃ口走らないほうがいいってことか。……円先輩の前ならいいですよね？」

「今さら何を言うか」

「ですよね」

　那智は嬉しそうに笑う。

　と、そのとき、那智のスマートフォンが鳴った。

「あ、先輩？　いったい今どこにいるんですか？　……家？　じゃあ、今まで……あぁ、そうだったんですか。それは楽しみです。……え？　僕ですか……？」

　ちらりと那智が円に目を向けてきた。おそらく今どこにいるかと聞いてきたのだろう。円は首を横に振ってみせた。自分を差し置いて円が那智と一緒にいると知ったら、司が猛烈に文句を言ってくるに決まっている。

「家に行っても誰も出ないから、そのへんをふらふらと……。はい、じゃあ、すぐ行きます」

　そう話を締めくくって、那智は電話を切った。

「司、何だって？」

「僕がくるってんで、どこぞの洋菓子屋さんに買い出しに出かけてたそうです。またティラミスだったりして。んで、今はもう帰ってるからすぐにこいとのことです。円先輩も行きますか？」

「……遠慮しとく」

　円が短くそう言うと、那智は怪け訝げんそうに表情だけでなぜと問うてきた。だが、円は理由を答えない。

「だから、思いっきり『司先ぱーい』って甘えといで」

「うわ、なんかいやな言い方」

　かと言って気を悪くした様子もなく、「それじゃ、失礼します」と言うと那智は階段を下りていった。何となく玄関まで送る気にはなれず、円はそのまま片手を上げて見送った。

　廊下を軽やかな足音が遠ざかっていく。

「アンタらがベタベタしてるとこなんて見たくないつーの」

　苦笑しながら冗談めかせて言ったつもりだったが、あまり成功しているとは自分でも思えなかった。
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　明日から期末テストという火曜日の放課後、円は教室の窓から昇降口を見下ろしていた。

　視線の先には、今まさに帰宅しようと昇降口から出てきた那智と司の姿があった。那智が声をかけてきた女子生徒に手を振り、そこに司がブリザードの如ごとき凍いてついた視線を向ける場面を見て、円は思わず「うわぁ……」と声を漏らした。

「知ってる？　この前からなっち、司のこと名前で呼ぶようになったの」

　やがてふたりが校門から出て行くのを見送ってから口を開いた。

　言葉を投げかけた相手は、今この教室にいる円以外のただひとりの人物で、且かつ、クラスメイトではない遠とお矢や一いち夜やだった。

「みたいやな。時々口滑らして言うてるわ」

　一夜は教室の中央付近の机に軽く腰掛けて、円の背中を眺めている。

「なっちさ、アタシと話しててもすぐに司の話になるの。ホントまいるわ」

「最近口開けたら那智の話ばかりしてるどこかの先パイみたいやな」

「ぐふ……」

　思い当たる節があったのか、窓枠に頰ほお杖づえをついていた円の頭が心なしか低くなった。

　普段から口数の多いほうではない一夜は、あまり自分から進んで話そうとしない。そして、今の円は反論の余地もなく口を閉ざしている。

　そんなふたりの間に必然的に生まれた沈黙。

　それを破って再び円が口を開く。

「遠矢っちさ、なっちの小さいときの話って聞いたことある？」

　また那智の名前が出てきて、一夜はわずかに肩をすくめた。

「あるな。あいつと知り合ってから、わりと早い時期におしえてくれたわ」

「あんなの聞かされたらさ、守ってあげようとか思わない？」

「……思わんな」

　予想だにしなかった一夜の答えを聞いて円は振り返った。

　驚く円に、一夜は淡々と続ける。

「あいつ、そんな弱いやつやないしな。俺なんかより百倍強いわ」

「……」

「それに、同情の上に立った友情や愛情やったら、そんなもんあいつはいらんのとちゃうか」

　一夜の言葉を受けて円は黙り込む。

　そして──、

「あっちゃあ……」

　突然、片手で顔を覆った。

「アンタの言葉で一気に冷めたわ……」

「そらご愁しゆう傷しよう様さま」

「要するにアタシは勘違いしてたってことか。確かになっちのあの話を聞いた後からだもんね」

「何のことかわからんから、俺に言われてもしゃーないけどな」

　興味なさそうに一夜は言う。

　円は脱力したように窓枠に体重を預けた。ふたりはほぼ向かい合うかたちになる。

「しっかし、アタシはあれか。弱い部分をもった男を見ると守ってやろうと思ってしまう女なのか？」

　心当たりがあって顔を上げると一夜と目が合った。

　一夜のかたちのよい眉まゆが不機嫌を示すようにわずかに寄った。円は「あ、しまった」と思ったが、もう遅い。

「そう言えば夏休み、一緒に山いく約束してたな」

「あ、うん？」

　唐突な話の転換に頭がついていかず、円は疑問形で返事をした。

「あれ、なしな」

「うげ……」

　無情な宣告にうめき声を上げる。

　だが、一夜は円にかまわず自分の鞄を手に取ると、歩調も荒く出口に向かって歩き出した。円も慌あわてて自分の鞄を摑み、後を追った。

「遠矢っちー……」

「知らん。ひとりで山でも海でも好きなとこ行きさらせ」

　結局、一夜は最後まで足を止めようとしなかった。
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　その日、司つかさは円まどかの部屋を訪れていた。

　四し方ほう堂どう邸は片かた瀬せ邸の向かいにある。もっと正確に言うと、ふたりが小学生のころ、四方堂家の向かいに片瀬家が引っ越してきたのだ。

　当時の司と円はあまり仲がいいとは言えなかった。むしろ悪かった部類である。

　円はかわいくてお嬢さんっぽい司が何となく気に喰くわなかったし、司はパワフルでスポーツ少女然としている円とは気が合わなかった。それがどうして親友となったかは、また別の機会にふれるとして──小学校高学年に上がるころには、ふたりはすっかり打ち解けて、何でも話し、お互いの部屋にもよく遊びにいくようになっていた。

　さて、今日はというと──、




「どうしよう、円。絶対那な智ちくんにドン引きされたわ……」




　円の自室である屋根裏部屋のローテーブルに突っ伏し、ずーんと沈んでいた。

　一方、円はベッドに腰かけ、そんな司を見下ろしつつ──こちらも若干引き気味だった。

　司が落ち込んでいるのは、先日の歩道橋の件でだ。

「だいたいアンタ、なんでそんな冗談を言ったのよ……」

「そ、それは、咄とつ嗟さに……」

　突っ伏していた顔を上げ、言い訳のように言葉を紡つむぐ。

　そう、問題はそこなのだ。那智とふたりっきりだと思って安心していたのだろうか。無防備にも階段を跳ねるようにしてのぼってしまい、スカートの中を見られた恥ずかしさを咄嗟の冗談で誤ご魔ま化かそうとしたのだが──それを聞いた彼は、顔を引ひき攣つらせて帰ってしまったのである。あれは完全に肉食獣と出くわしたときの顔だ。

「咄嗟にしてもエロいわ……」

　円は呆あきれ気味。

「しかも、黒とか」

「あの日は体育もなかったからいいと思ったのよ」

　拗すねたように口を尖とがらせる司。

「いや、そんなのを持ってることにびっくりしたわ、アタシ」

　高校生で黒の下着とか、少しオトナすぎやしないだろうか。円でも持っていない。

　確かに、いつだったか一緒にショッピングに行ったとき、「こういうのもいいわね」と、憧あこがれるように見ていたのを覚えている。

「な、那智くんとつき合うようになってから、思い切って買ったの……」

　司は恥ずかしそうに斜め下を見ながら言った。

　円は思わず「ひぇ!?」と心の中で小さく叫んでいた。さすがに攻めすぎだろうと思う。相手はあの千ち秋あき那智だ。まだ高校に上がったばかりで、顔にも幼いところの残る十五歳である。ドン引きどころか、下手をしたらトラウマものだ。

　とは言え、時々男らしい部分を垣かい間ま見みせることがあるのも確かではある。

「うーん、だったら案外攻めていく感じも、アリっちゃアリなのかねぇ……」

　ぼそっとつぶやいた何気ないひと言。

　それに喰いついてきたのは司だ。

「やっぱり円もそう思う!?」

　彼女は身を乗り出すようにして同意を求めてきた。

「は、はぁっ!?」

「わたしもそうじゃないかと思ってたの！」

　司はローテーブルに両肘ひじを突くと、掌てのひらで顎あごを支える体勢になり──先ほどまでの落ち込みようはどこへやら、一転して楽しげにニヤニヤしはじめた。
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　例えば、那智を部屋に呼んで、ふたり一緒に勉強をしているときだ。

　その日は那智が姉と慕う後あと宮みや紗さ弥や加かはいない。本当に彼とふたりっきり。

「ねぇ、那智くん？」

　ふいに司は彼に呼びかける。

　那智は（一見して）熱心にテキストとノートに向かっていた顔を上げた。

「普段からわたしたちって、よく目が合うと思わない？」

「え、そうですか？」

　いったい何の話だろうという顔になりつつも、那智は答える。

「ええ、そうよ」

　だが、その返事に司は軽い不満を覚えた。

　確かにその通りなのだ。向かい合って話をしているときや、電車で並んで吊つり革につかまっているときでさえ、たびたび目が合う。それは呼吸とか間とか、そういったいろいろなリズムがぴったりだということだ。

　なのに、それをわかっていないとは。

「心が通い合っている証拠ね」

「またそんな恥ずかしいことを……」

　那智は照れたように苦笑する。

　とてもかわいい。もうこれだけで満タンまでチャージできそうだが、今日はまだ攻めるつもりだった。

　司はここぞとばかりに本題を切り出す。




「それなのに、今日はぜんぜん目が合わないの」




「どうしてかしら？」

「え、えっと、それは……」

　那智の目がわずかに泳ぐ。

「それはやっぱり勉強しているからで──」

「あら、本当にそうかしら？」

　司は彼の言葉を遮り、意地悪く言う。

　きっと普段なら勉強の最中でも思考の息継ぎや手を休めるタイミングが重なって、目が合っていたにちがいない。

　司は彼の目が泳いだとき、視線が下にいったのを見逃さなかった。

　今の司は、聖せい嶺れいの制服ばりのミニスカートで、黒のニーソックスを履いていた。あまりこういうのは趣味にないのだが、何かで男の子はこれが好きだと読んだので、彼のために用意してみたのだ。

　しかも、勉強をするローテーブルはガラストップ。

　おかげでテーブルの下で司が膝ひざ頭がしらを合わせて座る──いわゆる女の子座りをしているのがよく見えた。

　こんな環境で勉強に集中できるはずがない。




「さて、ここで問題です。……今日は何色でしょう？」




「な、ななな、何がですか!?」

「さぁ？」

　司はいたずらっぽく笑い、質問には答えない。

　でも、先を続ける。

「ヒントはニーソの色でーす」

「……」

　もうすでに彼は取り繕う余裕もなく、司の足に目を奪われていた。




「もちろん答えが出たら、その後は答え合わせよ？」
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　ばったりと、再び司はテーブルに突っ伏した。

「想像が捗はかどりすぎるわ。しかも、年上がたぶらかしてる感どころか、悪い道に誘ってる感がすごい……」

「……」

　いったい何を想像したのだろうか──円は身み悶もだえする司を冷ややかな目で見下ろす。

「しっかし、まぁ──」

　と、一度話を戻す。

「なっちがそういう反応するって意外よね」

「そうなの？」

　司がむっくりと起き上がってきた。

「うん。アタシ相手だとそういう冗談もけっこう自分から言うしね」

　思い出したのは先日那智を家に招き入れたときの、階段の下でのやり取りのことだ。ほかにも暗に胸について言われたこともあったように思う。

　いったい何のちがいだろう、と考える。

　思うに自分がこんな性格だから、男同士で冗談を言い合う感覚に近いのかもしれない。バスケットボールという共通のスポーツを経験していることも距離を縮めている要因だろうが、女と思われていないのだと考えると少しむっとくるものがある。

「だからって、調子に乗って変なことおしえないでよ」

　ジト目で睨にらんでくる司。

　アンタがそれを言うか──と思わないでもないが、ふいに円は「うーん……」と腕を組みながら真剣に考えはじめてしまった。
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　例えば、学校が終わって、そのまま那智を家につれてきたとする。

　まずは二階に上がると、今度は屋根裏部屋である円の私室に入るのに梯子はしご状の階段をのぼらなくてはいけない。

「ほら、先に上がった上がった」

「いえいえ、ここは部屋の主である円先輩が先に」

　尻を叩たたいて促せば、返ってきたのはいつもの軽口。

　だが、ここが好機と円は意地悪に問う。




「へぇ～。なっちってばまだ見足りないんだー」




「え？　いや、それは……」

　那智がしどろもどろになる。

　円はまだ制服姿だ。家にいるときのいつもの調子で、階段ではスカートの裾すそもおさえず無防備に先を歩いてしまっていた。彼のこの様子だと、どんな行動をとったか容易に予想がつくというものだ。悪いと思いつつも、年ごろの少年らしい興味には勝てなかったのだろう。

「仕方ないわね。なっちのレディファーストの精神に免じて、アタシが先にいってあげるわ」

「ちょ、円先輩……!?」

　円の予想外の行動に慌あわてる那智。しかし、その制止の声を振り切り、円は階段をのぼりはじめた。

　片手には制せい鞄かばんを持っているが慣れたものだ。途中までくると、部屋から見れば床面になる扉を押し開けた。先に鞄を放ほうり込み、自由になった両手で残った階段をひょいひょいと上がり切った。後半の動きは若干いつもより速かったかもしれない。

　先に部屋に這は入いって待っていると、すぐに那智も上がってきた。

　真っ赤な顔をしている。

　あからさまに置かれた罠わなとわかっていながら、それでもしっかり嵌はまってしまったようだ。いやらしいと思うよりも先にかわいらしく見えてしまう。

　もちろん、円としても顔から火が出そうな思いではある。肉を切らせて骨を断つとは、まさにこのことだろう。しかし、そこは根性で堪こらえた。年上としての面メン子ツがある。

「おんやぁ？　普段はアタシのこと女として見てないみたいな態度のくせに──何かなぁ、その反応は」

　ここぞとばかりにからかう円。

「そ、そんなわけないじゃないですか……」

「う、うん？」

　しかし、思わぬ答えが彼から返ってきた。

「スタイルがいいからすごく目の毒です。それに背が高くて足も長いから、制服だと階段どころか普通に歩いているだけで気になりますよ……」

「……」

　まさかこんなふうに顔を赤くしながらも、真ま面じ目めに魅力を語られるとは思いもしなかった。尤もつとも、その魅力もやや外見に偏っているような気がしなくもないが、悪い気分ではない。

「ふうん、なっちってけっこういやらしいんだ」

「す、すみません……」

　彼自身にも自覚があるのだろう、申し訳なさと恥ずかしさが入り混じった顔をしていた。そこに円は嗜し虐ぎやく心しんと不道徳な気持ちを刺激される。

「じゃあさ、なっち──」

　円は、床に座り込む那智に、四よつん這ばいで寄っていく。彼の視線が一瞬だけ円の胸もとに落ちた。




「せっかくだから、もっとよく見てく？　司には内緒にしてあげるから」
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「うーん……う、うぅ!?」

　何やら考え込んでいた円だったが、それが思わぬところに到達してしまい、思わず硬直した。そのまま、ばったり、と横向きにベッドに倒れ込む。

「いや、待てアタシ。せめて制服は着とけ。下着モデルじゃないんだから」

「円、いったいなに考えたのか知らないけど、たぶん構図によっては制服を着たままのほうが危ないわよ」

　なぜか実に的確な司の指摘だった。

「そ、それもそうね……じゃなくて！」

　そこではっと我に返る。

「い、いや、ない！　そういうのはもうないから！」

「もう!?　もうって何!?」

　うっかり口を滑らせ、聞き捨てならんと司が嚙かみついてくる。

「ち、ちがうって！　今のは言葉の綾あやだからっ」

　どこがどういうふうに言葉の綾かと問われれば困るのだが──疑いの眼まな差ざしを向けつつも、それでも司はひとまずは落ち着いた。

　唐突にふたりは脱力する。

「もうやめない？」

「そうね。なんだかふたりで那智くんをおもちゃにしてるみたいだわ」

　意見が一致した。

　だが、ふたりにとって誤算だったのは、自分たちが思っている以上に泥沼にはまっていて、すでに何でもかんでも刺さる状態だったことだろう。




「ふたりで？」

「ふたりでか……」




　再び、少女たちは、楽しくも背徳的な想像を巡らせて──そして、同時にばったりと撃げき沈ちんした。




「～～～っ!?」




　またも悶もだえる司と円。

「ふたりで那智くんに、だなんて……」

「どっちもきれいですとか、また優等生的な回答を……」

　どんな展開になったのやら。

「ま、まずいわね……」

「これはアタシらのほうが勝手になっちと顔を合わせにくくなるやつだわ」

　しかし、一度入ってしまったスイッチはなかなか戻らず、結局、この後もふたりは想像をたくましくさせては、勝手に撃沈し続けたのだった。

　おかげで千秋那智は、突然司と円が姿を見せなくなったことで「僕、何か悪いことしたっけ？」と、数日間頭を悩ませる羽目になったという。









あとがき






『廻まわる学がく園えんと、先せん輩ぱいと僕ぼく　Simpleシンプル Lifeライフ２』を手に取ってくださり、ありがとうございます。またお会いできましたね。九く曜ようです。

　おかげさまでこうしてシリーズ第２巻を出すことができました。まずは拙作を応援してくださっている皆様に、心より感謝いたします。

　さて、今回の内容についてですが──前巻では那な智ちくん、片かた瀬せ先輩という主役ふたりを中心にしたバタバタやすれちがいがメインだったので、今回はあえて日常に終始してみました。それと周りの人間関係の整理、ですね。誰が誰に対してどんなことを思っているのかとか、どんな家庭の事情を抱えているのかとか。

　おかげでドタバタのラブコメを求めている方には、少々物足りなかったかもしれません（でも、ラブコメの〝ラブ〟は大量にあると思います！）。だからというわけではありませんが、そのぶんこの先でまたひと波乱ある予定です。どうぞお楽しみに。

　話は変わりますが、この作品を世に送り出すにあたって苦労したのが、作品タイトルでした。またかよ、と思った方もいるのではないでしょうか。ええ、またです。

　例の如ごとく『Simple Life』という、作品の内容とさっぱりリンクしていないタイトルが当時の担当さんを悩ませ、わたし自身の首を絞めました。担当さんとわたし、いったい何度案を出し合い、結論を持ち越したことか。

　いろいろとこねくり回した末、結局、今のタイトルに落ち着きました。「これがいちばんしっくりきますね」「そうですね」「でも、最初の案ですよね？」「……そ、そうとも言いますね？」と。まぁ、よくある話と言えばよくある話。

　では、ここでひとつ宣伝です。

　もうチェック済みの方もいらっしゃるかと思いますが、来月にはわたしのもうひとつのシリーズ、『佐さ伯えきさんと、ひとつ屋や根ねの下した　I'llアイル haveハヴ Sherbetシヤーベツト!』の最新５巻が刊行されます。ぜひともよろしくお願いいたします！

　最後に謝辞です。

　イラストの和かず遥はるキナ様、今回も素敵な絵をありがとうございました。司つかさ先輩、とてもかわいいです。それから担当の佐々木様、わたしの執筆作業を支えてくださり、ありがとうございます。これからもどうぞよろしくお願いします。

　そして、この作品の完成に関かかわり、お力添えくださったすべての方に心から感謝いたします。本当にありがとうございました。

　では、皆様。また会えることを願って。


二〇一八年七月　九曜
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